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神は言われた









　トラックに轢ひかれて死んだ。

　そして、少女の姿をした神様に出会った。

「しっ……死にましておめでとうございますっ！　あ、いや違った、お悔やみ申し上げます……！　聞こえてますかっ？　聞こえてますよね？　では、あの、早速で申し訳ないんですが、あなたの死後の処遇についてご説明しますねっ」

　薄いピンク色の髪をふわりと長く伸のばし、白い布を全身に巻きつけた古代ギリシャ人みたいな格好をした少女が、あたふたと分厚い本のページをめくる。

　俺はぼうっとそれを眺めた。解放感に浸っていたのだ。最悪な人生がようやく終わりを告げた、解放感に。

「えとえと……生前には、大きな悪行は見つかりませんね。せいぜい女の子の好意に気付かなかったってくらい？　一方で──ああ。十八歳の頃に、ご両親を交通事故で……。とても苦労なされたのですね……」

　神様少女は悲しそうに目を伏ふせる。

　そんな顔をしないでほしい。大したことじゃないんだ、その程度のことは。

「あなたのような恵まれない方には、来世での優遇措置を受ける権利がありますっ！　裕福な家庭、端麗な容姿っ、優秀な才能っ、さらには記憶の持ち越しに至るまで！　あなたが新しい人生を幸せに営めるように、ボーナスをお付けできるんですっ！」

　必死そうに説明をする少女の姿を、どこか懐かしく思った。そうだ、小さい頃の妹がこんな風だった。人見知りで、何か話そうとするとすぐ赤くなって……。

「ただ、地球人類ではなく、異なる世界への転生にはなってしまいますので……普通なら、生前のお知り合いと再会することは、難しいのです。でも。あの……でもですね。そのお知り合いが亡くなって、同じ世界に転生したなら話は別でして──」

　微笑ほほえましく神様少女を見守っていた俺は、そこで初めて、話の内容に惹ひきつけられた。

　生前の知り合いとの、再会？

　そんなことが有り得るのか？

　同じ世界に転生すれば？

「────妹は!?」

「ひゃっ、ひゃいっ!?」

　突然勢い込んだ俺に、神様少女はびくりと肩を跳ねさせた。

「俺と一緒にトラックに轢かれた妹は!?　もしかして、あいつと再会することも……!?」

「あ、えと、はい。それなんですが、妹さんとは先ほどお会いしまして……」

　神様少女はぎこちなく、にへらと笑顔を作った。

「お兄さんと同じ世界に転生できると言ったら、喜んで承諾してくださ」




「──なんてことをしてくれたんだッッッ!!!!」




　喉が張り裂けそうな勢いで怒鳴り、神様の胸倉を掴つかみ上げる。

「あんた知らないのか!!　神様なんだろ！　全知全能なんだろ!!　だったら知ってるはずだろうがッ!!　あいつが……あの妹が、一体どんな奴やつなのか……ッ!!」

「ひッ、ひえっ……」

　幼い顔が恐怖に歪ゆがむが、知ったことじゃない。

　転生だって？　来世での優遇だって？

　よくも余計なことを!!

　ようやく──ようやく、ようやく、ようやく──あの悪魔みたいな妹から、解放されたと思ったのに……ッ!!

「だったら嫌だ！　転生なんて真っ平御免だ!!　天国にでも地獄にでも送ってくれッ!!」

「ごッ、ごめんなさいっ……！　ダメなんです、無理なんです……!!　あなたをちゃんと転生させないと、私のほうが──」

　は？　──私のほうが？

「えいっ！」

　神様の言葉に気を取られた瞬間、視界が霞かすみ始めた。

　全身を暖かな感覚と浮遊感が覆っていく。

　少女の姿が純白に消えていき──

　どくん、どくん。

　──耳の奥で、どこか安心するような音が響いた。

　これは、まさか──母親の心臓の音？

　俺の意識が、胎児に宿りつつあるっていうのか……!?

「ど──どうか、逃げ延びてください……！」

　神様の声が、遥はるか彼方かなたから聞こえた。

「隠れて、やり過ごして、決して見つからないように！　私はずっと、あなたを見守っていますから──!!」

　声は意識の彼方に掠かすれて消える。

　──逃げ延びる。

　隠れて、やり過ごして、決して見つからないように──

　……そんなことが、俺に、できるのか？




　俺はあの妹に、五年間も監禁されていたっていうのに。






端麗な容姿よりも、優秀な才能よりも









「──はいはい、ジャック様。アネリはここにおりますよ」

　ころころと鈴が鳴るような可愛かわいらしい声が、俺の耳じ朶だを打った。

　ここは……どこだ……？

　目がよく見えない。水の中にいるようにぼやけている。かろうじて人の顔とわかる影が、俺の顔を覗のぞき込んでいた。わけもわからないままそれに手を伸のばすと、

「ふふっ。ちょっと待ってくださいね？　すぐに綺き麗れいにしますから……」

　不意に下半身が解放的になった。

　……えっ!?　お、俺……今……パンツ脱がされてない!?

　混乱と驚きよう愕がくで固まっているうちに、恐ろしく巨大な手にお尻を持ち上げられた。きょ、巨人!?　その割にはすべすべした手だし、冷たくて心地いいけど……まるで、一〇代の女の子のような。

　柔らかな布がお尻に触れて、優しい手つきで擦こすり始める。羞恥とも恐怖ともつかない感覚がぞくぞくと全身に巡り、俺は手足をばたつかせた。

「今日は元気ですね、ジャック様？　でも少しだけ大人しくしていてくださいね」

　聞こえた声は、やはり一〇代……それも前半くらいの女の子のものだった。
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　俺は、強く光を感じる方向に手を伸のばす。視界の真ん中に、紅葉ほどの小さな手が現れた。握る。開く。握る。開く。小さな手もまた、そのようになる。

　赤ん坊だ。

　俺は、赤ん坊になっているのだ。

　混乱していた脳が、ようやく最後の記憶を思い出す──真っ白な空間で、神様のような少女に出会い、俺の来世がどうこうという話をされた。それに、優遇措置で記憶の持ち越しがなんたらって……。

　俺は、本当に、記憶そのままに生まれ変わってしまったのか。

　そして今……おそらくは一〇代前半くらいの女の子に、お尻を拭かれているのか。

　呆ぼう然ぜんとすればいいのか恥ずかしがればいいのか、脳のう味み噌そがさっぱり追いつかない。

「さあ、すっきりしましたね」

　お尻どころか前のほうまで──どうやら俺は、また男に生まれたらしい──余すところなく拭われると、ようやくパンツらしきものを穿はかされた。

「そろそろお乳の時間ですよ。……わたしがあげられたら良いのですが、こればかりはないものねだりというものです。お母様のところに行きましょうね」

　俺の身体からだが優しく抱き上げられ、暖かな体温に包まれた。右半身にふわりと当たるこれは、もしかするとこの少女の胸なのか。反射的にその膨らみをぷにぷにとつつくと、

「あんっ。……もう、くすぐったいですよ？」

　少女の声が笑い混じりにそう言った。

　言葉の意味は、なんとなくわかる。しかし、それは明らかに日本語ではない。俺は知らないうちに、このまったく聞いたことのない言語を覚えたのだ。おそらくは、母語として。

　俺は本当に、転生したんだ。

　記憶そのまま、まったく別の人間として──地球とは別の、異世界に。







　甘い、クリームのような匂いがする。

　不思議と安心するそれに包まれながら、俺は今、おそらく、乳首を吸っていた。

　もちろん、この世界における実の母親の。だからなのか、いやらしい気持ちは少しもなく、まるでそうするのが癖であるかのように乳首を口に含み、母乳を飲んでいるのだった。結構うまい。

「お腹なかが空すいていたのですね」

　頭を優しく撫なでられる。視線を上げても、視力がまだ弱いみたいで、顔の造作さえよくわからない。でも、微笑ほほえんでいるのだろう。なんとなく、それだけはわかった。

　目覚めたときに見た女の子は、どうやら使用人か何かのようだった──つまり、使用人を雇うほどの大きな家に、俺は生まれたということだ。神様少女が挙げた優遇措置の中に『裕福な家庭』というのがあったことを思い出す。

「〇歳にしてマデリンの乳を吸えるとは羨ましい奴やつめ。俺など何年かかったか」

　もうひとつ、張りのある男の声が聞こえた。こっちがおそらく俺の父親なのだろう。

「……あなた？　ジャックの前で下品なことを言わないでくださいな。女の子のお尻を追いかけるスケベな子に育ったらどうするのです？　どこかの誰かのように」

「お、おい!?　それは俺のことか!?」

「さて、どうでしょう？　そういえば、出会って幾許いくばくもない女性の部屋を毎夜訪れては口説いてくる、とてもスケベな殿方がどこかにいらっしゃったような？」

「俺のことだな!?　俺のことなんだな!?」

　くすくすと女性の声が笑う。……仲が良くて大変結構だが、自分の両親だと思うと何とも居住まいが悪くなる。

「……ふん。いいさ。ジャックは俺の子なんだ。女の一人も口説けないような軟弱者に育つことは、この俺が許さん」

「いじけないでくださいな、大人げない。……この子はきっと、元気に育ちますわ。そして幸せになります。私にはなんとなく、わかるのです」

「それでこそ、俺の嫁が死ぬような思いをして産んだ甲か斐いがあるというものだ。君の里の皆にも胸を張れるような、とびっきり幸福な男に育ってくれねばな……」

　顔さえ、未いまだにわからない。

　それでも、ジャック、と耳慣れない名で呼ぶその声には、確かに慈しみが宿っていて。

　彼らはきっと、俺の幸せを自分の幸せのように思ってくれるのだと、理屈を抜きに、感じさせられる……。

　……ああ、さすが神様はお見通しだ。

　俺が欲しかったのは、これだけだ。

　俺の幸せを喜んでくれる優しい家族──それ以上に欲しいものなんて、あるはずもない。

　未だに現実を受け止めきれてはいない。夢を見ているようなふわふわとした気持ちだ。それでも、一つの決意が、自然と心の底から浮かび上がってきた。

　もしかすると俺は、純粋な意味では彼らの息子ではないのかもしれない。

　それどころか、その立場を乗っ取った簒さん奪だつ者でさえあるのかもしれない。

　──だからこそ、俺はジャックになろう。

　だって、彼らの声の温かみは本物で、それに応えたいと思う俺の気持ちも本物だから。

　ならば、せめて。

　たとえ魂が偽物でも、心の在り方くらいは。

　真に、彼らの家族であるべきだと──俺は、そう思ったのだ。

　──俺の名はジャック・リーバー。

　──ラエス王国ダイムクルド伯カラム・リーバーが第一子。




　壊させるわけにはいかない。この家族を、前世のようには。






たったひとつの武器









　逃げ延びろ。隠れろ。やり過ごせ。決して見つからないように──

　あの少女の姿をした神様の言葉を、俺は深く深く胸に刻みつけた。

　当たり前に考えれば、それは決して難しいことじゃないはずだ──何せ俺は転生したのだから。顔も、名前も、立場も、何もかもが変わってしまったのだから。

　俺を俺だと特定できる材料は、記憶くらいしかない。

　つまり、俺がボロさえ出さなければ──

　──例えば、幼い頃から常識外れの才能を発揮するとか。

　──例えば、前世の知識を駆使して領地に繁栄をもたらすとか。

　──例えば、世界を救って英雄になるとか。

　そういう『私は転生者です』と言わんばかりのことさえしなければ、あの妹が俺を見つけ出すことはできないはずなのだ。

　ただひとつの懸念は……あの妹が、常軌を逸して優秀だということ。

　思いもよらないような方法で、俺を見つけ出す可能性があるということ……。

　……自衛の手段が必要だ。

　あの悪魔めいた妹に対抗するための、自衛の手段が。

　幸いそれは、あの神様が用意してくれていた。

　俺が物心ついてから三ヶ月目──生後九ヶ月の時点で、それは表れた。







　なんか、いつもより天井が近いな。

　最初の認識はそんな程度だった。だが、時を経るにつれて徐々に状況がわかってくる。

　背中にベッドの感触がない。身じろぎすると、ぐるりと身体からだが回る。

　──なんだ？　なんだ？　なんだ!?

　怖くなってじたばたしていると、遥はるか下方に、俺が寝ていたベビーベッドを見つけた。

　もしかして──俺、浮いてる？

「あ……ああ……！」

　髪をツインテールにした十四歳くらいのメイドが、驚いた顔で俺を見上げていた。

　俺の世話役で、名前はアネリという。

　彼女がおしめを変えようとした瞬間に、俺の身体がふわふわと浮き始めたのだ。

　つまるところ、俺は今、下半身丸出しの状態で、風船のように浮かんでいるのだった。

　あの……早く穿はかせてくれません？

　そんな思いを視線に込めてアネリに向けたが、俺の第二の母親と言ってもいい少女には、残念ながら伝わらなかったようだ。

「だっ……旦那様ぁぁ────!!　奥様ぁぁ────っ!!」

　そう叫んで、アネリは部屋を飛び出していってしまう。

　下半身を晒さらしたまま宙に浮かぶ俺は、小さな身体からだに嫌な汗をだらだら流した。

　えーと……なんだっけ？　『幼い頃から常識外れの才能を発揮する』とか、そういうことはしちゃいけないんだっけ？

「──おお……すごい！　すごいぞ、俺たちの子供は！」

「ええ……！　こんな歳としで精霊術を発現させるなんて……！」

　アネリが連れてきた両親は、ふわふわと浮かぶ俺を見るなり、驚きよう愕がくと歓喜を相半ばした様子を見せた。

　精霊術？　……って、言ったか、今？

「俺など初めて使えたのは四歳の頃だったというのに……」

「稀まれに生まれてすぐ使える子がいるとは聞きますが……この子は、精霊に愛されているのですね……」

　稀にってことは、俺だけじゃない？　じゃあセーフ？　セーフかな？

　ともあれ、話はまだよく見えない。

　俺は説明を求めたくて、両親に手を伸のばして「あー、あー」と言った。

「そうね、怖いわよね。おいで、よしよし」

　俺は母・マデリンに捕まえられて、暖かな腕と豊かな胸の中に収まる。

　それから、父・カラムが俺の顔を覗のぞき込んで、言い聞かせるように語った。

「いいか、ジャック。我々には皆、精霊の分霊──子供のようなものが宿っている。当然、お前にもだ。お前の身体を浮き上がらせたのは、お前に宿る精霊の御お力ちからによるものなんだ」

　ああ、そうか──精霊の力による術だから、精霊術ってわけか。

「精霊の御力は誰しもに宿り、手足を動かすのと同じように、自然に扱えるものだ。だが、お前は紛まぎれもなく特別だ！　──父は決めたぞ、ジャック。お前のその力を、俺は全力をかけて磨こう。そして世のため人のために使ってくれ」

「そんなことを言ってもわかりませんよ、あなた。まだ赤ちゃんなんですから」

「いいや、伝わっているはずだ！　俺の子なんだからな！」

　俺の新たな両親は、俺を中心に笑い声を重ねる。

　ああ、伝わってるよ──父さん。

　俺はこの力を、世のため人のために使う。

　そう──あの恐ろしい妹から、世と人を守るために。







「さあ、ご本の時間ですよ、ジャック様」

　俺は今のところ、この世界で印刷物を見たことがない。本といえばすべて手書きの写本で、紙についても現代日本ほど有り触れたものではない。

　しかし、リーバー邸には書庫がある。

　大きな本棚に所狭しと並んだこの本の一冊一冊に、果たしてどれほどの値がつくのか。きっと一般民衆では手が出せないほど高価なのだろう。貴族の家に生まれるということのアドバンテージを、俺は心から実感した。

　これも神様がくれたチャンスだ。使わないわけにはいかない。

　世話役のツインテメイド・アネリが、本棚から三冊ほど取ってきて、俺の前に並べる。文字はまだほとんど読めない。だが『精霊』を意味する文字だけは、度重なる読み聞かせの時間を経て類推できていた。

　タイトルに『精霊』が入っている本を、てしてしと手で叩たたく。

「この本ですか？　ジャック様は本当に、精霊にご縁をお持ちなのですね……」

　まだ赤ん坊だから適当に選んでいると思っているのだろう。何をやっても運命に導かれている的な捉え方をされる。なんだか人生のハードルがむやみに上がっているように思えてちょっと恐こわい。

　アネリは俺を抱き上げ、自分の膝の上に乗せた。

　後頭部の辺りにまだ発達途上の柔らかなものが触れるが、幸いというか、転生してからこっち、その手の欲はさっぱり消え失うせている。赤ん坊だからなのか──それとも、あの五年間のせいか。

　まあ、そうでなければ、前世の俺より年下と思おぼしき母さんの乳首を毎日吸うことなんてできやしない。むしろ助かるというものだ。

　ささやかな胸をヘッドレスト代わりにすると、アネリは俺を抱えるように腕を前に回して、本を開いた。耳元で穏やかな声が零こぼれ出す。

「──『かつて一人の王がいた。王はその大いなる知恵と神の指輪によって、自然にも等しき精霊たちを従えていた』──」

　俺が選んだ本は、『精霊王創世録』という、この世界で言う聖書のようなものだった。

「──『あるとき、世界は虚空に満たされた。しかし、扉が開かれ、王が現れた。王は耳を澄まし、波音を聞き捉えた。創世の一である。王は虚空に指輪を放り投げた。その内には瞬く間に水が張り、海となった。創世の二である。続けて、精霊たちが訪おとなった。精霊たちは地、空、水、風、あらゆるものの手綱を握り、互いに示し合って世界に則のりを与えた。創世の三である』──」

　この本に書かれていることがどこまで本当かは知らないが、少なくともこの世界の人間は、この世界観のもとに生きているらしい。

　アネリが教師ぶった口振りで言う。

「精霊は世界そのものであり、また、日々を助け合う隣人でもあるのですよ」

　アネリは細い指を俺の目の前に立てた。薄いピンク色の爪の先に、ぽっ、と蛍のような炎が灯ともる。それがアネリの精霊術だった。

「わたしもいつも、お料理のときは精霊──〈アイム〉の御お力ちからをお借りしています。人間は精霊の力で生を繋つなぎ、精霊は人間を宿り木にして在り続ける。そうやって何千年も、世界は続いてきたのです」

　創世録に曰いわく、精霊は全部で七十二柱存在する。

　エルフやドワーフなども含めたすべての人類に、その分霊──要するに量産型──が一柱ずつ宿るのだそうだ。そして精霊ごとに異なる精霊術が発現し、その力を使って、人間たちは生きる。炎を操る精霊術で焚たき火をし、水を操る精霊術で喉を潤し、という風に。

　気になるのは、人間は精霊の力で生を繋ぎ、精霊は人間を宿り木にして在り続ける、という関係性だ。もしそれが事実ならば、量産型である分霊だけでなく、オリジナルである精霊本体──本霊とでも呼ぶべき存在もまた、どこかの人間に宿っているのだろうか。だとしても、世界にたったの七十二人しかいないことになってしまうが……。

「ジャック様に宿ったのは、〈アンドレアルフス〉という精霊です」

　アネリは爪の先の灯ともし火びを消し、優しい声で言った。

「その御お力ちからは【巣す立だちの透とう翼よく】──自分の身体からだや触ったものの重さを消してしまう精霊術です。勝手にふわふわと飛んでいってしまわないよう、お気を付けくださいましね？」

　そして、俺をその場に繋ぎ止めるように、きゅっと柔らかに抱き締めた。

　花のように甘い香りが鼻び腔こうをくすぐる。お礼に小さな手でアネリの頬ほおをぺたぺた触ると、アネリはくすぐったがるようにくすくすと笑みを零こぼした。

　宿った精霊に応じて、使える精霊術はほとんど完全に決定する。精霊が七十二柱なので、全部で七十二種類。大枠ではそれっきりだ。

　しかし、熟練度によっては効果が強くなったりもするらしい。ここから遠く離れた王都では、精霊術の扱いを学ぶための学院さえ存在するという話だった。

　父さんは俺に精霊術の英才教育を施してくれるつもりのようだが、さすがに言葉も話せない赤ん坊に家庭教師をつけたりはしないらしい。

　だが、あの妹がいつ俺を見つけ出すかはわからない。

　試し、把握し、強くする。

　俺に与えられた、たったひとつのこの武器を。







　伝承は語る。

　かつて世界に天と地の区別はなかった。誰もが自由に山を越え、世界中の人々と語らうことができた。しかしその結果、異なる言葉、異なる思想、異なる信仰が衝突し、誰もが自分の思う通りに生きられなくなった。これを憂えた精霊〈アンドレアルフス〉は、人々を見えない鎖で大地に縛りつけ、軽々に山を越えられないようにしたという。

　過ぎたる自由は不自由に似るという教訓めいた話だが、【巣立ちの透翼】の力に目覚めた俺には、たかが訓話と一蹴することはできなかった。

　鎖が見える。

　積み木で遊んでいるときだった。手に取った積み木に、大小無数の鎖が雁がん字じ搦がらめに絡みついていたのだ──いや、実際に目に見えているわけじゃない。ただなんとなく、そういうイメージがある。五感とは別に『それ』を感知する感覚が生まれたかのように。

　見えない鎖は積み木を締めつけたり引っ張ったりしているが、そのうち最も太いものが地面の方向に伸のびる鎖だった。

　もしかして、これが重力か？

　イメージの中で、知恵の輪を解くようにして、絡まった鎖をほどく。すると積み木から重さが失われた。やっぱりこの鎖は重力を意味しているのだろうか──

　ん？

　俺は首を傾かしげた。

　手の中の積み木から、重さのみならず、感触まで消えているのだ。

　触っている感じがまったくしない──まるで空気を握っているような。

　手を開くと、積み木はふわふわとその場に浮かぶ。目の前に浮遊するそれは、なぜか俺にはひどく遠くにあるように思えた。例えれば、そう、モニター越しに見ているような感覚だ。すぐそこに見えているのに、すぐそこにはない。

　これ……触ったらどうなるんだ？

　無性に気になって、無造作に手で触れる。すると、やはり触った感覚はなく──

　──スコーン、とビリヤードの球のようにすっ飛んでいった。

　積み木は壁や天井をめちゃくちゃに跳ね回り、俺は慌てて頭を下げる。やべっ……どうやったら止まるんだ、これ!?

「ジャック様ー。起きておられますかー？　──きゃっ！」

　そうしているうちに、ガチャリと扉が開いてアネリが姿を現し──コツンッ、とその額に積み木が激突した。

　大丈夫かと一瞬焦ったが、アネリは痛そうにするでもなく、目を白黒させる。

「あれ？　今、何か当たりました……？」

　当たったことすらわからない……？　積み木がぶつかったアネリの額は、赤くなってもいなかった。まるで何もぶつからなかったみたいに。

　コトンと音がした。

　見ると、積み木が床に転がっていた。

　俺はそこまでハイハイで移動する。積み木は、あれほど壁や天井にぶつかったのにも拘かかわらず、傷一つ付いていない。

　浮遊中の物体は、どれだけぶつけてもダメージにならない一方、ダメージを受けることもないってことか？

　だとしても、刃物で斬られたらどうなるんだろう。それに炎で炙あぶったりしたら？

　俺はベビーベッドのほうで何か作業をしているアネリを見て、「あうあう」と唸うなった。

「どうしました、ジャック様？　お腹なかが空すいちゃいましたか？」

　さすがアネリ、俺の意図をすぐに察してくれた。

　ふわりと自分を浮き上がらせ、胸の中に飛び込むと、アネリはふふっと微笑ほほえんで、

「甘えん坊さんですね。それじゃあ一緒にキッチンに行きましょう」

　かくして、アネリがキッチンで離乳食を作ってくれている間に、試したいことを試すことができた。

　浮遊させた林りん檎ごは包丁を入れてもつるりと滑って逃げるばかりだった一方、浮遊させた鍋には問題なく火が通った──浮遊中の物体は、形ある物からの衝撃はすべて受け流すが、炎や風の影響は受けてしまう。そう考えて良さそうだ。

　つまり、自分を浮遊させておけば、火傷やけどを除く大体の怪け我がを避けることができるのだ。

　とすると、残るは攻撃面だな──浮遊させたものをぶつけても何にもならない以上、激突の瞬間に重さを元に戻す必要がある。

　これにはヒントがあった。さっき、アネリにぶつかった積み木が床に落ちたのは、俺の注意がアネリの額に移ったときのことだった。

　つまり、意識が積み木から外れていた──対象物に意識を向け続けないと、浮遊は維持できないんじゃないだろうか。

　子供部屋に戻って再び積み木を浮かせてみると、すぐにわかった。

　放っておくと、ほどけた鎖がひとりでに戻ろうとするのだ。

　放っておけば約三秒ですべての鎖が復活するが、ぐっと集中すれば一分くらい浮かせておくことができた。さらに繰り返していると、二分、三分と時間が延びていく。

　これはどれだけ浮かせていられるんだろう。個数に限界はあるのか？

　そう思った俺は、二個目、三個目の積み木に手を伸のばし──

「──おおっ！」

　しばらくして父さんがやってくると、途端に感嘆の声を上げた。

　計一〇個もの積み木が、子供部屋の空中に散らばっているのを見たからだ。

「この歳としにしてここまで術を使いこなすとは……やはりお前は天才だ！」

　父さんは大喜びで俺を抱き上げる。と同時に、浮いていた積み木がばらばらと落下した。

　うああっ、もう！　新記録だったのに！

　ドミノを勝手に倒されたような気分になる俺をよそに、父さんは俺に頬ほおずりし始める。

　じょりじょり痛い！　ヒゲを剃それ！　ヒゲを！

　抗議の意思を込めて頬をぺちぺち叩たたいてやったら、父さんは悲しそうな顔をして離れた。そんな顔すんなよ……。

　こんな風に他た愛あいもない、普通の家族として過ごしていると、まるで鎖のように、まるで楔くさびのように、あの日々の記憶が脳裏をよぎる。

　十八歳の頃。

　高校卒業とほぼ同時に始まった、悪夢の日々が。
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立ち上がった俺を俺だけが知る









「「「一歳の誕生日、おめでと───────────っっっ!!」」」

　というわけで、一歳になった。

　お誕生日席に座らされた俺を囲んで、両親や使用人たち総出でてんやわんやの大騒ぎ。もはや俺関係ねえだろってレベルだ。

「ジャックが生まれてもう一年か……。ついこの間生まれたばかりだというのに、もうこんなに大きくなって……。この調子だと孫の顔を見る日も遠くなさそうだ！」

「気が早すぎますよ、あなた。その前にお嫁さんでしょう？」

　いや、それも気が早はええよ母さん。

　この冗談みたいに豪華な誕生日会といい、この夫婦の親バカぶりには、息子としてはむず痒がゆい気持ちでいっぱいだった。

「ポスフォードさんのところに今年、娘さんが生まれたという話だぞ──」

「王都のほうの話では、オースティン家の五番目のお子さんが女の子だと──」

　婚約者候補をガチで挙げ始める両親を後目に、俺は目の前のマッシュポテトにちっちゃなスプーンをぐちっと差し入れ、口に運んでもむもむと咀そ嚼しやくする。最近、ようやく離乳食から解放され始めたのだ。

「ジャック様、お口に汚れが」

　世話役のアネリがぐしぐしと俺の口元を拭った。俺もすっかり慣れて、されるがままだ。

　お礼の意味を込めて彼女の人差し指をきゅっと握ると、アネリもまた柔らかに微笑ほほえんだ。その表情の優しさは、母さんのそれにだって勝るとも劣らない。

「アネリ。君も一年間、よくジャックを世話してくれたな」

　父さんが微笑ましげな表情で言うと、アネリはぱたぱたと手を振って恐縮した。

「そ、そんなそんな……！　わたしは大したことは決して……！」

「いいえ。あなたのおかげで、私も夫もずいぶんと楽ができました。いい機会ですから、一度ご両親に顔を見せてさしあげてはいかがですか？」

「えっ……？　い、いいんですか……？」

「ええ。帰省中の手当もちゃんとつけておきますから」

「ありがとうございます！　……でも……」

　アネリは再び俺を見て、優しく口元を緩ませた。

「……本当に、大変だったなんて思ってないんです。ジャック様は……なんというか……わたしにとっても、大切な方ですので」

　しなやかな指が、俺の頬ほおにそっと触れる。くすぐったくなって、俺は自然と笑っていた。

「さすが俺の息子、隅に置けないな！　早くも女性の口説き方を心得たらしい！」

「あらあら……。将来、女の子を泣かせるような男にならなければいいのだけど」

「大丈夫です！　わたしがちゃんと見ておきますから！」

　アネリが胸を張って宣言すると、もう一度明るい笑い声が弾はじける。

　俺もまた、今だけは何もかも忘れて、暖かなその声に身を委ねるのだった……。







「さあ、ジャック様。お散歩の時間ですよ」

　誕生会の翌日、昼頃になって、俺はアネリにベッドから抱き上げられた。

　彼女に抱かれて屋敷の周囲を散歩するのが、最近の日課なのだ。俺にとっては数少ない外出の機会なので、特に楽しみにしている時間の一つだった。

　アネリは俺の頬ほおをぷにぷにとつつくと、ふふっと笑う。お気に召して頂けたのは大変結構なんですが、少々恥ずかしいですアネリさん。

　アネリは屋敷を出ると、前庭を歩いて門を抜けた。

　屋敷のそばには広葉樹が茂る森が広がっている。昔は野犬や猪いのしし、熊などがいて危険だったらしいが、今ではピクニックできるくらいのどかな森だ。

　アネリは俺を抱えたまま道沿いに歩き、その森のほうへと向かった。

「ジャック様」アネリが歩きながら言う。「わたし……明日から、家族水入らずで過ごすつもりなんです。もうずっと……ずいぶん長い間……話せてなかったんですよ」

　その顔が寂しそうに見えたので、俺は手を伸のばし、彼女の顔をぺたぺたと触った。

「ふふっ、慰めてくれるんですか？　本当に女性の扱い方がお上手ですね、ジャック様は。でも、もう大丈夫なんですよ──だって、これからは、ずっと一緒なんですから」

　父さんと母さんは、彼女が家族に会いたがっていることを見抜いていたんだろうか？　だとしたらさすがというか、とても前世の俺と同世代とは思えないよな。

　アーケードのようになった枝葉の下を、俺を抱いたアネリが歩いていく。

　風が吹き、葉擦れの音がざあっと広がった。

「風が気持ちいいですね」

　疎まばらに射さし込む木漏れ日が、時折り当たって暖かい。

　この半年の経験からすると、この土地にははっきりとした四季がある。少し前まで寒かったので、今は春だろう。俺の誕生日は、冬と春の境くらいということになる。

　……やばい。うとうとしてきた。

　赤ん坊ってやつはすぐ眠くなる。これがなかなか厄介だ。何か考えたいことがあっても、すぐに思考がまとまらなくなる…………。

「────♪」

　鼻歌が聞こえる。

　休暇前だからだろうか、今日のアネリはご機嫌らしい。

　でも、このメロディ……なんか、聞いたことあるような……一体、どこで……？

「────♪」

[image: ]

[image: ]

　……………………ッッッ!!

　ぐっしょりと濡ぬれた嫌な汗に気付いて、俺は目を覚ます。

　意識は、すっかり鮮明になっていた──当然か、あんな夢を見たら。

　くそ……。あのおぞましい替え歌が、耳の奥にへばりついている。アルプス一万尺なんて歌は、この世界にはないってのに──頭の中に、まだメロディが響いている。

　それから逃げるようにして周囲に目を向けて、……あれ？　と思った。

　……見覚えのある、景色じゃない。

　森の中の小道であることに違いはない。だが、木々の配置、岩の形、いつも通る散歩ルートの景色とは、細かいところが決定的に違う。

　俺はアネリの顔を見上げた。

　彼女は、まだ歌っていた。




「♪　せっせーせーのよいよいよい　♪」

「♪　このまままっすぐ　もーりを抜ければ　♪」

「♪　わたしと兄さんの　桃源郷──　♪」




　…………これは、…………幻、聴…………？

　頭の中にこびりついたあの歌が……たまたま、アネリが歌っているように聞こえ──

　──違う。違うッ！

　俺は、ずっと、本当に、この歌を聞いていたのだ。

　だから、あんな夢を見たのだ。

　アネリがずっと──あの妹と同じ歌を、歌っていたから。

　──家族水入らずで過ごすつもりなんです

　──もうずっと……ずいぶん長い間……会えてなかったんですよ

　どうして、その言葉を今、思い出す……？

　いいや、俺はきっと、わかっている……！　もうとっくにわかっている……！

　ただ、理解を拒んでいるだけなのだ。駄だ々だをこねているだけなのだ。

　そうあってはほしくないと、性懲りもなく、現実を見ずに言い訳を探して……!!

　──ずいぶん長い間、会えていなかった家族。

　もしかして。

　それは。

「……起きましたか？」

　アネリが俺の顔を覗のぞき込んだ、その瞬間──凍りつくほどの怖おぞ気けが、全身を駆け巡った。

「ようやく──ちゃんと再会できましたね？」

　髪をツインテールに縛ったメイドは。

　この一年、俺の世話役を務めてきたアネリは。
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「十五年ぶりですね───兄さん」

　心から幸せそうな満面の笑みで、そう告げた。







　俺は、動けなかった。

　驚きよう愕がく。恐怖。疑問。怒ど涛とうのように押し寄せるそれらが、全身を縛りつけていた。

　意味がわからない。

　わけがわからない。

　お前は──アネリは、俺が生まれる前からあの屋敷にいたはずだろ……？

　なのに、どうして……どうやってっ……!?

　リーバー家に俺が生まれることを、あらかじめ知ってたとでも……？

　そして一年間、何食わぬ顔で世話役を続けていたとでも……!?

「ふふっ……驚いてくれてありがとうございますっ、兄さん♥　赤ちゃん兄さんのその顔だけで、この十五年が報われる思いです！」

　は、…………話が、違うっっっ…………!!

　逃げ延びろって言っただろ。隠れろって言っただろ。やり過ごせって言っただろ！

　だから俺はそうするつもりだった！　これまでも！　これからも！

　なのに、なのに……なんで、最初から見つかってんだよッ!?

　初めっから目の前に鬼がいて、どうやってかくれんぼをしろって!?

「おや？　『なんで？』って顔してますね？」

　アネリは──妹は、きょとんと小首を傾かしげて、俺の顔を見下ろした。

「転生して、顔も名前も変わったから、滅めつ多たなことをしなければ兄さんが兄さんだとはわからない──もしかして、そんな風に心配していましたか？　だとしたら心外です！　たかが顔と名前と身分と立場が変わった程度のことで、兄さんのことを見分けられないはずがないじゃないですか！　まったく、兄さんったらいつまで経たってもわたしのことを子供扱いするんですから……」

　可愛かわいらしくむくれながら、無む邪じや気きに不満を表明する妹を前に、……俺は、凍いてついたように思考を停止させる。

　理解を──放棄する。

　ただ、思い出すのだ。……そうだった、と。

　この妹はそうだった。この生き物はそうだった。こいつに常識なんて通用しない──少なくとも、俺でも考えつく程度のことなんて、ひとつたりとも!!

　一年前──全知全能にして造物主たる、神をしても言わざるを得なかった。

　逃げろ。隠れろ。やり過ごせ。

　俺はもっと、あの言葉を真剣に取るべきだったんだ。

　神さえも逃げ腰にさせたというその事実を、もっと真剣に……!!

「わたしは、いつも兄さんの傍そばにいるんです」

　妹は恍こう惚こつとした声で、宣告する。

「病めるときも、健やかなるときも、雨の日も風の日も、いつ如い何かなるときも、兄さんの傍にいるんです。ですから──考えないでくださいね？　逃げるとか、隠れるとか、やり過ごすとか……たとえ、一時の気の迷いでも……そんな寂しいこと、しないでくださいね？　わたしたちが死んだ、あの日みたいに──」

　……くそ。くそ！　くそ！　くそっ!!

　俺はもがいた。

　底なし沼から抜け出ようとするように。川で溺れて藁わらを掴つかむように。

　だが、無駄だった。妹の腕から逃れることは叶かなわない。

　当たり前だ、そんなこと。今の俺は、わずか一歳の乳幼児──まだ一人で歩くことすらできない、無力な赤ん坊なのだから……。

「ふふっ……もうひと眠りしててもいいですよ？　起きた頃には、きっともう着いてます」

　……一体、どこに……？

「わたしたちの、新居です」

　まるで俺の心を読んだかのように、妹はにっこりと笑い──

「今度こそ、誰の邪魔も入らない場所で二人っきり、幸せに暮らしていくんです」

　──異常性の濁流を垂れ流した。

「ああ……夢が膨らみます……♥　こっちの兄さんはどんな風に育つんでしょう？　ああいや、カッコよくなることはわかってるんですけど、いろいろあるじゃないですか。可愛かわいい系ですかね？　カッコいい系ですかね？　筋肉質？　それとも細身？　できれば前世の兄さんみたいに、ちょーっと筋肉があったほうが好みなんですけど……ふふっ、妄想が止まりません！　でも小さな兄さんも可愛くてステキです。丸っこくて柔らかくて、まさに愛らしさの権化！　今の兄さんに比べれば子猫やチワワ如ごとき畜生は単なる獣毛の塊です。きっとわたしと兄さんの子供も今の兄さんみたいに可愛いんでしょうね。くすくす。そうです、今度こそ作れますよ！　前世ではわたしか兄さんのどちらかに問題があったみたいで、五年かけてもできませんでしたけど今度は大丈夫なはずです！　うざったい血縁だってもうありません！　何の憂いもなく子作りに励めるってものじゃないですか！　兄さんは男の子と女の子、どっちが欲しいですか？　あっ、ごめんなさい。これは愚問でしたね。男の子も女の子も、どっちも作ればいいんでした！　生まれたら名前はどうしましょう？　日本風？　それともこの世界に合わせて洋風ですか？　あの、あのですね。実はわたし、いろいろと案を温めてるんです。前の世界に置いてきちゃいましたけど、子供の名前ノートが三冊もあったんですよ？　本当です！　こっちに来てからもたくさん考えたんです。三千個くらい？　こんなに考えちゃったら意味ないなあって我ながら思うんですけど（笑）

　決めるときは改めて意見を聞きますね。兄さんが考えた名前なら、わたしが考えたのなんかよりずっとステキに決まってますから！　あ、それからそれから、子供はどんな風に育てましょう？　男の子でも女の子でも、わたしと兄さんの子供なんだから、可愛くてカッコいいに決まってますよね？　悪い虫がつかないように、家の中から出さないようにしないと！　ずっとずっと家の中で、家の中だけで、家族水入らずで過ごすんです！　ああ──兄さん、兄さん、兄さん、兄さんっ！　もう離しません。もう離しません。もう離しません。もう離しません!!　ずっと一緒にいてくださいね？　ずっとわたしと過ごしてくださいね？　もう──『お出かけ』なんて、しないでくださいね？　もしあんなことをまたされたら、また独りぼっちにされたら、わたし、もう、ほんとに、寂しくて、寂しくて、寂しくて、寂しくて寂しくて寂しくて寂しくて寂しくて寂しくて寂しくて寂しくて寂しくて寂しくて寂しくて寂しくて寂しくて寂しくて寂しくて寂しくて寂しくて寂しくて寂しくて寂しくて寂しくて寂しくて寂しくて寂しくて寂しくて寂しくて寂しくて寂しくて寂しくて寂しくて寂しくて寂しくて寂しくて寂しくて寂しくて寂しくて寂しくて寂しくて寂しくて寂しくて寂しくて寂しくて寂しくて寂しくて寂しくて寂しくて寂しくて寂しくて寂しくて寂しくて寂しくて寂しくて寂しくて寂しくて寂しくて寂しくて寂しくて寂しくて寂しくて寂しくて寂しくて寂しくて寂しくて寂しくて寂しくて寂しくて寂しくて寂しくて寂しくて寂しくて寂しくて寂しくて寂しくて寂しくて寂しくて寂しくて寂しくて寂しくて寂しくて寂しくて寂しくて寂しくて寂しくて寂しくて寂しくて寂しくて寂しくて寂しくて寂しくて寂しくて寂しくて寂しくて寂しくて寂しくて寂しくて寂しくて寂しくて寂しくて寂しくて──────────────────────────────────────」














「─────────何をするか、わかりませんからね？」





　……今度は……一体、何年になる……？

　前は五年も続いた、あの悪夢の日々が──

　赤ん坊から始まって、一体、何年…………？

　──奪われてしまう。

　俺の人生が……また、この妹に。

　せっかく、いい家族なんだ。父さんも母さんも、恥ずかしいくらい親バカで……。子供の才能を喜んで、惜しみなく伸のばしてくれようとしていて……。

　使用人たちだって、総出になって初めての誕生日を祝ってくれた。貴族の家ってイメージとはかけ離れた……とても暖かで、心の安らぐ……。

　そして──アネリだって。

「……ぁ、ぁあぁあぁぁ……!!」

　未成熟な声帯が、ひしゃげたような声を漏らす。

　毎日のように本を読んでもらった。膝の上に俺を乗せて、まるで本当の母親のように。俺の頬ほおをたまにぷにっとつついては幸せそうに笑い、お返しに頬を叩たたいてみればくすぐったそうに笑う、可愛かわいくて優しい少女だった。

　そのはずだった。

　そのはずなのに。




　──兄さんを愛していいのは

　──目があるから

　──わたしが、取ってあげますね？




　五年間に亘わたる、闇と血に塗まみれた記憶が、走そう馬ま燈とうめいて過ぎ去り──

　──目の前のアネリの顔に、重なった。

　……ああ、まただ。

　また、あのときのように。

　また、あの日々のように。

　妹こいつは──俺から、近しい人を奪い去った……!!

　させるものか。

　もう、これ以上、させるものかッ!!

　俺は今度こそ、自分の人生を送る。

　成長して、仕事して、結婚して、子供を育てて、親しい人たちに囲まれて！

　そんな有り触れた、ステレオタイプな幸福を、今度こそ手に入れるんだよっ……!!

　だから──!!

「おっっっ────」

　大きく息を吸い込み。

　小さな胸に、空気と闘志とを溜ため込んで──

「────っっっぎゃああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああっっっっっっっっっっっっっっ!!!!!!!!!!!!!!!!」

　穴だらけの記憶の淵ふちに、かろうじて引っかかっていた知識がある。

　人間には、聞くと不快になる周波数というものがある。

　代表的なのが黒板を引っ掻かく音だ。どこの誰であろうと、それが人間である限り、耳にすれば自動的に身を竦すくませてしまう、弱点とも言える音。

　そして実は──赤ん坊の泣き声にも、その周波数が混ざっているのだ。

　そう。……泣き声こそが、人間の赤ん坊が持つ、唯一にして最強の自衛手段。

　一生の中で最弱の時代にだけ使用できる、天然の音響爆弾だ──!!

「ぅあっ……!?」

　ほんの一瞬、妹の腕の力が、緩んだ。

　俺はその隙を逃さない。全力でもがき、腕の中から──脱出する！

　浮遊感が全身を包む。地面が急速に近付いてくる。

　このまま顔面から落ちれば、ひ弱な赤ん坊でしかない俺はただじゃ済まなかっただろう。

　だが──俺にはこれがある。




　──解き放て、【巣す立だちの透とう翼よく】!!




　俺を縛る無数の見えない鎖が、瞬時にすべて解けた。

　生き物であれば──形あるものであれば何者も抗あらがえない、大地の鎖。かつて精霊〈アンドレアルフス〉が世界に与えたそれから、今、一時解放される。

　もう、俺は縛られない。重力にも──お前にも！

　身体からだがふわりと落下をやめると、俺は妹の足を全力で蹴った。

　重さを失った俺は、その反動で宇宙飛行士のように移動し、横合いの茂みに突っ込む。枝がちくちく当たって痛かったが、どうにか無事に通り抜けた。

　距離を取れ！　まずは、とにかく距離を……っ！

「…………言ったじゃないですか…………」

　背中を追ってくる、かつて、妹だったものの声。

「何をするかわからないって────言ったじゃないですかぁあぁああああああああああああああああああああああああっっっ!!!!!!」







　充分に距離を取ったあと、あまり目立たなそうな場所に着地した俺は、赤ん坊らしからぬ荒い息を吐いていた。

　こんなに長い間──それも激しく運動しながら浮き続けたのは初めてだ。そのせいか、未いまだかつてないほど体力を奪われていた。今まで精霊術を使って疲れを感じたことなんてなかったが、どうやら本気で使うと相応の体力を消費するらしい。

　父さんの言う通り、俺の精霊術が天才のそれに相応するとしても、体力は赤ん坊のものでしかない。精霊術が発現した頃と比べて体重が増えたのもあって、浮遊しての移動には、結構な負担があるようだった……。

　息が整ってくる。最大体力が少ないからか回復も早い。

　これからどうする？　このまま逃げるか？　屋敷に逃げ帰る──それが賢い選択か？

　……いいや、違う。思い出せ。

　あの妹は、俺の目の前で、俺に縁のある人間を次々と苦しめて殺した──今度も同じことをしないと、どうして言える？

　倒すんだ。

　あの妹という名の怪物に、他ならぬ俺が、立ち向かって──

「…………っ!!」

　全身がぶるりと震えた。

　恐怖という名の鎖が、どこからともなく湧いて出てきて、俺の心を縛る。

　大の大人だったあのときの俺ですら、手も足も出なかった。

　だっていうのに──この赤ん坊の身体で、何ができるって？

　まだ掴つかまり立ちしかできない、未成熟極まるこの身体で。

　俺は手近にあった石ころに、なんとなく触れる。

　そして、浮遊させた。重力から切り離して、ふわふわと。

【巣す立だちの透とう翼よく】。

　何ができるかと言えば──これができる。

　……そうだ、決めたじゃないか。

　精霊術が発現したとき──この才能で、世と人を守るんだって。

　多少、予定よりも時が来るのが早かったからって、それがなんだ？

　このときのために、たったひとつのこの武器を、磨いてきたんだろうが……!!

　俺は、膝に力を込めた。

　小さな足で、大地を掴つかんだ。

　今度は、奪われるばかりじゃない。

　奪うか、奪われるか──これは、俺とあいつとの生存闘争だ。

　俺の人生も、俺の大切な人の命も。

　もう二度と──あの妹の身勝手で、奪わせはしない。




　──その記念すべき瞬間を見ていたのは、たった一人、俺自身だけだった。

　ジャック・リーバーが、人生で初めて、己の力だけで立ち上がった瞬間を──

　──ただ俺だけが、深い森の中で、目撃した。






こうして、俺の人生が始まった









「にーいーさーん？　どーこでーすかー」

　木々の向こうから悪魔の声が聞こえる。

　俺は木から木へ飛び移るようにして距離を取りながら、戦術を検討した。

【巣立ちの透翼】による攻撃手段は、煎じ詰めれば二択しかない。

　何かを投げるか、何かを落とすかだ。

　真っ先に思いつくのは、重い石を浮遊させてあの妹に投げつけ、激突の瞬間に重さを元に戻すというやり方である。

　だが、赤ん坊の身体からだでは膂りよ力りよくに限界がある。威力は弾の重さで埋め合わせるにしても、スピードのほうが出ない──簡単に避よけられてしまうのは目に見えていた。

　何よりもネックになるのは、俺の視力だ。

　満一歳である俺の視力は、贔ひい屓き目めに見積もっても０・１くらいしかない。今も視界全体がぼやけていて、頻繁に距離を測り間違え、木の幹に激突している。こんな視力で正確な投石なんて望むべくもなかった。

　つまるところ、俺の攻撃手段は、何か重い物を落とすことに限られるのだ。

　……実のところ、本来はもっと手っ取り早い方法がある。

　あの妹自体を空高くに打ち上げて墜落死させるのだ。

　しかし、ロケーションが悪かった。ここは広葉樹が茂る森だ。頭上には枝葉が厚く折り重なっていて、天井のようになっている。体重を奪われた人間は、あの程度の屋根でも簡単に引っかかってしまうのだ。

「にーいーさぁーん！　出てきてくださーい！　もう怒りませんからー！」

　声は遠い。まだ距離がある。仕掛けを打つなら今のうちか──

「本当ですよー？　本当に怒ってないんですー！　だって、わたしの早とちりだったんですよね！　兄さんは、わたしに兄さんを守る資格があるかどうか試験してくれているんでしょう？　そうでもなければ、兄さんがわたしから逃げるなんて、有り得ませんもんね！」

　ふざけるな。

　お前は前世でもそうだった。

　俺が何をしても、自分が何をしても、全部都合良く解釈する。言葉を聞くだけで話は聞かず、何もかも自分中心の理屈にねじ曲げる。

　言葉でわかり合うのは、とっくの昔に諦めた。

　世の中には、原始的な暴力でしか相手にできないモノが存在する。

　だから──

「にーいーさーんっ！　早く出てこないとー──」

　──チチチチチ──！

「──こう、ですよ？」

　突然、だった。

　赤ん坊のぼやけた視界の中で、俺のすぐそばにあった木が、真っ赤な炎に包まれた。

　熱風に煽あおられ、柔らかな地面に転がりながら、俺は思い出す。

　精霊術を使えるのは、俺だけじゃない。

　そして俺は知っている。彼女の──アネリの精霊術を。

　──炎を操る力【黎れい明めいの灯ともし火び】！

　木々が次々に炎上する。元々そういう姿だったかのように、紅ぐ蓮れんの火柱に姿を変える。

　火は枝を伝って燃え広がり、煙は見る見る森を満たした。背が小さいのが功を奏して煙に巻かれずに済んだが、まずい、これは……！

「さあ、これで出てこざるを得なくなりましたよね、兄さん？　早く出てこないと火傷やけどしちゃいますよー？　精霊術でお空に逃げることも、煙のせいでできませんし──それにそれに、このまま放っておいたら、お屋敷にも燃え移っちゃうかもですよねー？」

　炎の向こうから聞こえる声に、俺は愕がく然ぜんとする。

　たった一手だ。

　たったの一手で、姿も見えない俺に対し、三つもの攻撃を仕掛けてきた……！

「さあさあ早くしないと！　手加減なんてしませんよ？　何せ相手は究極無比にして天下無双の兄さんなんですから！　この程度で死んじゃうわけ、ありませんもんね──！」

　──チチチチチ──！

　舌打ちを繰り返すような奇妙な音が耳につく。

　直後、炎からは距離があったはずの木が、ひとりでに、猛然と炎上する。

　なんなんだ、これは……!?

　俺が知っているアネリは、手の指からライターのような小さな炎を出すことしかできなかった。能力を過小に見せかけていたにしても、身体からだから遠く離れた木をピンポイントで燃やすなんて──一体どうやって？　照準方式はどうなってる!?

　精霊術が発現してわずか三ヶ月の俺には、あいつがどういうメカニズムで炎を操っているのか想像もできない。これが前世の記憶を持ち越して十五年も人生をやり直した成果なのか？　こんな反則に勝たなきゃいけないのか？　たった一歳のこの身体で……！

　俺は炎の隙間を縫うようにして、妹の声がした方向に向かった。

　何にせよ、これ以上、森を燃やさせるわけにはいかない。屋敷に、父さんに、母さんに、あの悪魔の手を伸のばさせるわけにはいかない。

　もう、やめにするんだ。

　何もしないまま諦めるのは──大切な人を見殺しにするのは！

　赤々と燃え上がる炎の隙間に、俺はメイド服の人影を見つける。

　息を止め、頭上の煙に突っ込んで、木の上を移動した。

　そしてメイド服の──妹の真上に陣取る。

　武器は用意していた。

　自分の頭ほどもある大きな石を、俺は妹の頭の上に据すえる……。

　頭に当たれば、それで一撃。……きっと、妹は死ぬだろう。

　日ひ和よるな。躊躇ためらうな。

　その悪魔は──もはや、俺とは血さえ繋つながっていないのだから。

　その少女は──もはや、俺の第二の母だったアネリではないのだから。

　大石にかけた精霊術を、解いた。

　大地の鎖に掴つかまれた大石が、妹めがけて落下した。

　これで、終わりにするんだ──何もかも終わりにして、始めるんだ！　この悪魔に奪われた、俺の人生を──！

「──言ったじゃないですか、兄さん」

　じろり、と。

　悪魔の目が、俺を見上げた。

「兄さんがどこで何をしているか──まさか、このわたしが、わかっていないとでも？」

　束つかの間ま、思考が空白になった。

　ぼやけた視界で、しかし確かに捉えたその光景が、すぐには呑のみ込めなかった。

　俺が落とした大石が──妹の頭の少し上で、静止している。

　まるで【巣す立だちの透とう翼よく】に浮遊させられたかのように──

　──チチチチチ──！

　また、舌打ちのような音が聞こえた。

　足場にしていた枝から反射的に身を投げた瞬間、その木が火柱に姿を変えた。

　熱風に肌を焼かれながら、他の木の幹を蹴って森の奥へ。逃げなければ。いったん逃げなければ。焦燥に駆られつつ、頭の中は疑問でいっぱいだった。

　どうしてだ？　どうして石が止まった？　もしかしてあいつも【巣す立だちの透とう翼よく】が使える？　いや違う、そんなわけがない。精霊術は一人に一つ、これが大前提！　それにあいつは、石に指一本触れていなかった……！　何かカラクリがあるッ、別のカラクリが！

　──チチチチチ──！

　まただ！　またあの音が聞こえる！　この音が聞こえた後は決まって……！

　足場にしようとしていた前方の木が勢い良く炎上した。足が焼けかける。慌てて精霊術を切った。重さを取り戻して地面でもんどり打ち、全身の痛みに身み悶もだえた。

　逃げるんだ。逃げ延びろッ！　隠れてやり過ごして……！

　もがくように手を伸のばし、地面を掴つかむ、そのときだ。握り締めた手に、土以外のものが混じっているのに気付いた。

　……なんだ……？

　細かいものは、近くじゃないとよく見えない。俺は手を限界まで顔に近付けて──

　──異物の正体を見て取った瞬間、すべてが腑ふに落ちた。

　土に混じった、細い糸のようなもの。ミルクティーのような色の、熱で縮れたそれ。

　それは、アネリの髪だった。

　チチチチチ──というあの音と、目の前にある髪が瞬時に繋つながる。

　導火線。

　もしやあいつは、自分の髪を導火線にして、離れた場所の木を燃やしているのか？

　俺はアネリが【黎れい明めいの灯ともし火び】の炎を見せてくれたときのことを思い出す。指先に蝋ろう燭そくのように灯ともった、柔らかな火。

　……指先？

　違う。思い出せ。アネリが火を灯していたのは、厳密には指先じゃなく──

　爪の先！

　──チチチチチ──！

　アネリの髪で紡がれた導火線を、火花が走る音がした。

　地面に這はいつくばる俺を取り囲むようにして、炎の壁が燃え上がる。

【巣立ちの透翼】はほとんどのダメージを受け流すことができるが、炎は例外だ。熱された空気が全身を覆う。べったりと粘着質に、俺の小さな身体からだを捕らえる……。

「に～い～さんっ♥」

　唯一の脱出路である頭上から、アネリの顔をした悪魔が覗のぞき込んできた。

「つ～かま～えたっ♥　これで合格ですか？」

　……確かに、捕まった。

　俺はもう、逃げられない──トラックに撥はねられたあのときと、同じように。

　──だが。

　ふわり……と、妹のツインテールが靡なびいた。

「……風？」

　妹は怪け訝げんげに眉をひそめ、風が吹いてきたほうを──俺の背後を見やる。

「こんな風通しの悪い、森の中で──？」




　ビュオウッ！　と突風が吹き抜けた。




【巣す立だちの透とう翼よく】は、触れたものにしか効果を及ぼせない。

　ゆえに、触れることのできないもの──例えば空気の重さを奪うことは難しい。

　しかし、今は──今だけは。

　取り囲む炎が、その熱が、べったりと粘着質に、俺の身体に触れている。

　あとは、ただの自然現象だ。

　空気を浮遊させると──つまり、気圧を下げるとどうなるか？

　風が吹くのだ。

　気圧の高いところから、低いところへ。

　途中にある炎の壁から、大量の火の粉を巻き込みながら。

「────あっ────」

　妹は下がろうとしたが……もう遅かった。

　燃焼には三つの要素が不可欠だ。

　熱源、酸素、そして可燃物──酸素は空気中に揃そろっているが、残り二つを自前で用意しない限り、【黎れい明めいの灯ともし火び】は成立しない。

　つまり、【黎明の灯火】は、ただ炎を生み出すだけの精霊術ではないのだ。

　それこそが、燃えないはずの爪の先が燃え、ただの髪が導火線となる、その理由。

　──【黎明の灯火】の術者は、全身が燃料の塊だ。

　そして今、その身体からだに向かって、火の粉を含んだ風が吹きつけた──!!

「────あ──あァあああああああッッ────!!」

　少女の身体が猛然と炎上した。

　悲鳴を上げてのたうち回る妹を後目に、俺は炎の中から脱出する。炎は俺の服にも燃え移ったが、手で少しはたけばすぐに消えた。

　だが、妹を──アネリの身体を包む炎は、どれだけ地面を転がっても消えることはない。

　その髪を、その肌を、その血液を燃料に、延々と燃え続けるのだ──

　苦しいか。痛いか。

　思い知れ──その苦痛を思い知れ。

　お前に殺された人たちの苦痛は、きっとそんなものじゃなかったぞ……!!

「…………ぁ、……ぁあ、あ、……にい、さ…………」

　薪まきのように燃えながら、妹は呻うめく。

　かつて兄だった者として、最期の言葉を聞き届けようとして、

「───この、ていどの、ほのおじゃ……わたしの、あい、は───っ!!」

　俺は、自分の甘さを悟った。

　そして、妹の異常さを再確認した。

　妹は燃え上がったまま、右手で自分の左手首を掴つかむ。それから、バンッというごく短い炸さく裂れつ音おんがしたかと思うと──左手首から先が、外れた。オモチャのパーツみたいに。

　唖あ然ぜんとしているうちに、妹は外れた手首を軽く放り投げた。直後──

　──ドッオウンッ!!　と、紅ぐ蓮れんの炎が瞬時に膨らんだ。

　地面がめくれ、木の根が持ち上がり、妹も、そして俺も、勢い良く吹き飛ばされる。

　俺は木にぶつかり、頭がくらくらしたまま、ようよう顔を持ち上げた。

　のっそりと、起き上がる影がある。

　紅蓮の炎を背後に負い、真っ黒な影が立ち上がって、俺の姿を見下ろした。

　焼け焦げたメイド服がずれ落ち、火傷やけどで爛ただれた肌が余すことなく露あらわになった。髪留どめが燃えたのか、トレードマークだったツインテールも解ほどかれ、激しい熱風に揺れている。

　その身体からだに、もはや炎はない。

　完全に消火されていた。

　まさか、吹き飛ばしたっていうのか──炎を、爆風で……!?

「ひどいじゃ、ないですか、兄さん……せっかく、可愛かわいく生まれて、こられたのに……こんなに、ボロボロになっちゃいました……」

　くすり、と。

　その女は口の端を吊つり上げる──人を食い物にする淫魔のように。

「でも、大丈夫ですよね……？　兄さんは、女の子を見かけで判断したり、しませんもんね……？　こんなわたしでも、ちゃんと、愛してくれますよね──！」

　身体が、動かなかった。

　理解を超えたものを前にして、恐怖とも畏怖とも知れないものが、全身を支配していた。

　何よりも怖いのは──何よりも信じたくないのは。

　目の前のソレが、かつて、自分の実の妹だったという事実──

「あは♥」

　火傷だらけの妹が、満まん身しん創そう痍いとは思えないほどの速さで迫った。

　左手の先には何もない。残った右手が、俺の腰を鷲わし掴づかみにした。

「今度こそ……捕まえた♥」

　凍りつく全身に必死に鞭むちを打ち、腰を掴む悪魔の手に触れる。

　け、消すんだっ……！　消すんだっ、こいつの重さを！　空中に連れていくことができれば……それさえできれば！　あとはこいつを落とすだけ……それだけなんだ……っ!!

「ああ……兄さん……兄さんっ……♥」

　おぞましい震えを帯びた声が、耳から脳に染み渡り、……俺は自分が、絶望の中にいることに、気付く。

　鎖が見えた。

　興奮に潤んだ瞳が、上気した頬ほおが、炎のように熱い肌が、甘く蕩とろけた声が──見えない鎖となって、俺という存在に絡みついているのがわかった。

　消せない。

　こいつは。この悪魔の存在だけは、俺の中から。

「……あ、ああ……」

　俺は、捕まったのだ。あの五年間で、完全に、この悪魔に。血の匂いのする闇の中で、何度も何度も刻みつけられた傷が、魂を、心を、底の底まで冒し尽くしていて……。

　逃げられないんだ。

　転生ごときじゃ、逃げられないんだ。

「……あら？」

　妹が俺の股間に鼻を近付け、くんくんと匂いを嗅いだ。

「ああもう、まったく、兄さんったら仕方ありませんねえ。気持ち悪いでしょうけれど、ちょっとだけ待ってくださいね？　……いつも通り、わたしが、隅々まで、綺き麗れいにしてあげますから……♥」

　ご馳ち走そうを前にしたように、妹は赤い舌でぺろりと唇を舐なめる……。

　たったそれだけで、俺の身体からだは蛇に睨にらまれた蛙かえるになる。

　ああ……同じだ、同じだ……あのときと同じだ……。

　あのときも、俺は何もできなかった。縛られていたわけじゃない。押さえつけられていたわけじゃない。目の前で次々と、次々と、友人知人が惨殺されていくのに、指一本動かせなかった──怖くて、怖くて、怖くて怖くて怖くて、動けなかった。

　同じなのか。結局同じなのか。異世界に転生してすら、同じことを繰り返すのか。

　──ふざけるなッ!!

　この三ヶ月、何のために努力をした！　何のために生きてきた！

　引き千切るためだろ……ッ！　あのとき、俺の身体を縛った恐怖という鎖をッ！　今度こそッ、自分の力で引き千切るためだろッッッ!!!!!!

　飛び立て。

　巣立つ時だ。

　目には見えない透明な翼で──あの悪夢の五年間から!!




　──そのとき、極彩色の翼を幻視した。




「え？」

　妹が、当惑の声を漏らして足元を見る。

　土が、浮いていた。

　細かな粒のひとつひとつが、まるで水の中のように、ふわふわと浮かび始めていた。

「地面が──」

　土だけじゃない。

　落ち葉が。枝が。地面に張った根が。

　すべて──浮遊した。

　地面そのものが、森そのものが、大地の鎖から解き放たれ、一斉に空を目指す──!!

「うそっ……こんな、大質量っ──」

　地面が割れ、妹が足を取られた。

　直後、浮かんだ地面を押し上げる形で、強烈な上昇気流が吹く。

　火傷やけどによって握力が弱っていたのだろう、妹はあっさりと俺の身体からだを放し、猛然と持ち上がる地面から転げ落ちていった。

　俺は無数の岩塊、土塊、木々と共に、岩盤が剥むき出しになった地上を見下ろす。

　浮遊した森を従えるように侍はべらせる俺を、妹が口を開けて見上げていた。

「……ああ……ああっ……！」

　火傷に爛ただれた口から漏れるのは、感動に震える声。

「通常の精霊術を遥はるかに超える、この力……！　世界そのものを操るかのような、この……！　ああ、ああ、兄さん──!!」

　この世界の人間は、誰もがその身に精霊を宿している。

　しかし、それは分霊──劣化コピーに過ぎない。本体は、たった一柱なのだ。世界に万と存在する人間の中から、『本霊』はたった一人を選び出して住処すみかとする。

　その名を『精霊の止まり木ルースト』。

　世界そのものとさえ言える七十二柱の精霊、その権能を余すことなく振るう者。

　──ステンドグラスのような極彩色の翼が、空を覆うように広がった。

　芸術品めいた優雅な佇たたずまいで、俺を──そして世界を見下ろす、一羽の巨大な孔く雀じやく。

　俺の背後で陽炎かげろうのように揺らめき立つそれこそは、七十二の精霊が一柱、その化身。

　与えし力は【巣す立だちの透とう翼よく】。

　司つかさどりし概念は、『自由』。




　精霊序列第六十五位──〈尊き別離のアンドレアルフス〉。




　世界が切り替わったような感覚があった。浮遊させた石や土、木々のひとつひとつが、自分の手足になったかのような。

　精度も、限度も、何もかもが上の次元にシフトしていた──今ならば、島を海から切り離すことさえできるだろう。

　俺は浮遊させ、支配下に置いた森に、思念でもって指令を飛ばした。

　──落ちろ。そして押し潰せ。

〈尊き別離のアンドレアルフス〉の権能をもって、一時、空に茂ることを許された森は、大地の鎖に掴つかまれて一斉に落下する。

　森にとっては元の場所に戻るだけのこと。

　しかし──地上にいるあいつにとっては、絨じゆう毯たん爆撃に他ならなかった。

　衝撃と轟ごう音おんとが、次々と地上で炸さく裂れつする。だが宙に浮かぶ俺には土煙の一つも届かない。

　逃げ場などなかった。そう思いながらも、俺は粉ふん塵じんに包まれた地上を注視した。あの妹ならば、この程度では──

　ボオウンッ!!　と、強烈な爆発が粉塵の一部を吹き散らす。

　球状に膨らんだ紅ぐ蓮れんの炎が消えるよりも前に、その中から一人の女が、爆風に乗って空に飛び出してくる……！

「ああ、兄さん──♥　わたしの……♥」

　恍こう惚こつとした表情のその女には、右の足首から先がなかった。爆風で消火したときと同じ──今度は右足を爆弾に変えて、ロケット噴射代わりにしたのか！

　異常な手段で、しかし正確に肉迫した妹は、性懲りもなく右手で俺を捕まえようとした。

　その手を、俺は逆に捕まえる。

　もう俺は、お前を怖おそれない。

　今、俺の中にあるのは──お前という存在を消し去りたい、という怒りだけだッ!!

「あ」

　体重をなくした妹を、赤ん坊のなけなしの筋力で振り回す。

　ルーストとして覚醒し、精霊術の全性能を解放したことで、【巣す立だちの透とう翼よく】の有効射程や効果時間は著しく延びた。

　すなわち、遠心力の力さえ借りれば、この悪魔を宇宙の彼方かなたまで放り投げることだって可能になったということ!!

　手を放した瞬間、妹はミサイルのようにぶっ飛んだ。この世界に宇宙があるのかどうかはわからない。どこかに天井があるのかもしれない。しかし、いずれにせよ助からない！　雲すら越える高さから墜落して、生きていられる生き物なんかいないッ!!

「つれないじゃないですか、兄さん……」

　今まさに死の世界に連れ去られようとしているのに、妹は薄く笑みを浮かべた。

「どんなに冷たくされたって──わたしの気持ちは、少しも変わりませんからっ!!」

　まるで猫のように、妹はくるりと体勢を入れ替える。頭を大地に、足を天に。そして、

「せーのっ────ぼんばーっ!!」

　楽しげに叫んだかと思うと──天に向けた右の脛すねを、爆発させた。

「────っ!?」

　弾はじけ散る爆炎と血ち飛沫しぶきを見上げ、俺は唖あ然ぜんとする。

　あたかも多段ロケットだった。

　足首を失い、無用の長物になった右脚を、さらに消費したのだ。顔色を一つ変えず──むしろ嬉うれしそうに！　その衝撃でもって地上に帰ってくる、ただそれだけのために！

　完全に予想外。避よけられるわけがなかった。

　両腕で捕まえられる。むぐりと胸の中に身体からだを固定され、身動き一つ取れなくなる。

「兄さん、兄さん、兄さんっ♥　今度こそっ、今度こそ捕まえました！　一緒です。ずっと一緒です。未み来らい永えい劫ごう……」

　これでは体重を消したところで振り払えない……！　気圧差で風を起こして高度を上げるか？　いや、それも危険だ。急速な高所への移動で生じる諸もろ々もろの体調変化に、このひ弱な赤ん坊の身体が耐えきれるとは思えない。

　どこかに落ちるしかない。

　落下の衝撃を利用して脱出する他にない。

　だが、もし地面に落ちてもこの女が俺を放さなかったら？　地獄だ、そのときは……！　地面に押さえつけられたら、どんなにおぞましいことをされても抵抗できない……っ！

　いい場所はないか。どこか有利になれる場所は！

　俺は救いを求めて身を捻ひねり、地面を見渡した。

　想像よりもずっと広い広葉樹の森。いつも一定のルートを回るだけだった俺にとって、そのほとんどは未知の領域だ。しかし、その場所はすぐに目についた。

　あそこだ！

　もがいて方向を調整し、重さを消したり戻したりして距離を調整する。

　炎を操るこいつに対して、考え得る限り最も有利になれる場所──

　子供でも知っている理屈だ。炎を消したければどうするか。燃えたくなければどうするか。消防士はどうやって火事を消しているのか。

　答えはひとつ。

　水だ。




　俺たちは諸共、滝たき壺つぼの中に落下した。




　ヴァッシァアアンッ!!　という硬い衝撃が全身を叩たたく。

　さしもの妹も力が緩んだ。そのわずかな隙を逃さず、水の浮力が俺を掴つかむ。

　悪魔の手がするりと解ほどけた。水底を見下ろせば、執着心に満ちた眼光が暗い闇に沈んでいくのが見えた。もはや手足は一本ずつ。泳ぐことなんてできはしない。だが──安心するものか。終わるわけがない。この程度で！

　どうにか水面に顔を出し、這ほう這ほうの体ていで岩場に身を投げ出す。

　身体は重く、息がきちんと吸えているかも怪しかった。赤ん坊の身には厳しいことの連続だ。これ以上の戦闘は、この小さな身体からだが保もちそうにない。あの妹と心中なんて御免だ。トラックに轢ひかれたあのときとは違う──今度こそ、俺は自由になる……！

　ザアアアッ──と、背後に水が流れ落ちていた。俺は滝の裏にあった岩壁の窪くぼみに這はい上がったらしい。

　──そうか。ここなら……！

　水面に激しく飛沫しぶきを弾はじけさせる滝に、俺はそっと手を伸のばす。指先が冷たい水に触れた、その直後。水のカーテンの向こう側に、ざばあっと勢い良く人影が立ち上がった。

「あは……♥　なるほどです……。ここじゃあ、わたしの身体が湿し気けちゃって、大した火力は出せそうにないですね。さすが兄さん！　見事な機転です！」

　水で歪ゆがんだその身体には、もはや左手も右足もない。残る一本ずつの手足では移動もままなるまい。足がつく浅瀬まで泳げただけでも奇跡的だ。

　つまり、回避もまた不可能。

　そして、濡ぬれそぼった身体はもはや燃料としての用を為なさない！

　俺は背後の岩壁に手を触れる。【巣す立だちの透とう翼よく】がその一部を浮遊させ、切り離す。

　岩塊の直径は大の大人よりも大きい。これほどのサイズなら、赤ん坊の視力の雑な狙いでも充分に当たる。

　王手だ。

　ここで、終わらせる。お前の呪縛から──今ここで、解き放たれるッ！

　俺は浮遊させた岩塊にバレーボールのように平手を叩たたきつけた。岩塊は高速で滝を突き破り、浅瀬に立つ悪魔に向けて飛ひ翔しようする。

　これほどの大質量、掠かすっただけでも致命傷。助かる方法があるとすれば、岩塊自体を爆破解体するしかない。だがその燃料となるお前の身体は、たっぷり水を吸い込んでいる！

　今のお前は無力だ──かつての俺のように。

　妹は迫る岩塊を呆ぼう然ぜんとしたように見つめる。

　俺は呪われた運命にトドメを刺すため、岩塊の重さを元に戻した。

　重さを取り戻した岩塊が、少女の形をした悪魔を薙なぎ倒──

「──ああもう、はしたないから控えていたのに」

　ぺっ。

　と──妹が、何かを口から飛ばした。

　何か？　違う。決まっているだろ。口から飛ばせるものなんて！

　それは、唾液。

　つまりは、体液だった。

　ボオッグン!!　という強烈な爆発が、束つかの間ま、滝を吹き散らす。

　一撃だった。いとも簡単だった。岩塊は粉こな微み塵じんになり、ぱらぱらと滝たき壺つぼの水面に漂った。

　あんな──ほんのちょっとの、唾液で？

　そんな馬鹿な──それができるなら、爆風消火のときだって、絨じゆう毯たん爆撃のときだって、手足を犠牲にしなくても……！

「最低です。最悪の気分です。兄さんの前で唾を吐くなんて……乙女としてあるまじき行為です」

　妹は、うっとりと唇を吊つり上げて、滝越しに俺を見つめた。

「まあ……兄さんがお好きだと言うのなら、いくらでもお付き合いしますけどっ♥」

　……ああ、そうだったな。

　お前に、当たり前の考え方を求めた俺が悪かった。

　少女の姿をした怪物が、二本きりの手足で地面を掴つかむ。

　獣のようだった。水の中を右手と左足だけで疾走し、あっという間に滝に接近する。

　逃げ場はなかった。

　カーテンのように眼前を遮る滝を、悪魔の手が鋭く貫いてきた。

「つぅかまぁえた☆」

　濡ぬれた指が、蛇のように俺の首に絡みつく。

「兄さんはやっぱりすごいです……！　たった一歳の身体からだで、転生者のアドバンテージを使ったわたしとここまで戦えるなんて！　兄さん以上の人間なんて、この世界にもあの世界にもどんな世界にもいません!!　ああ……だったら、当然じゃないですか。兄さんという究極を知っているわたしが、妹だからって、血が繋つながっているからって、どうして兄さんを愛さないでいられますか？　だから勝ち取ったんですっ、わたしは！　頑張って頑張って、頑張って頑張って頑張って頑張って──泥棒猫を、一匹残らず駆逐したんです!!」

　だから、と。

　一片の疑問もない、確信に満ちた笑みを湛たたえて、妹は告げた。

「──永遠に、そばにいなきゃダメですよ、兄さん？」




　滝の水が、すべて球状になって浮遊した。




「……はぇ？」

　妹が、笑ったまま、固まる。

　それは俺が、覚えている限りで初めて見る、虚を突かれた表情。

「滝の、重さを……？　何をして──」

　言葉が途切れた。

　そして、妹は、ゆっくりと……頭上を見上げた。

　ようやく、気付いたのだろう。

　ようやく、見つけたのだろう。

　──滝の頂点で大量に浮遊している、水の球の群れを。

　滝は流れている、とめどなく。次から次へと水が落ちてくる。

　だから、気付けなかった。俺が少しずつ少しずつ、その一部を浮遊させ、空に待機させていることに気付かなかった。滝は流れている、とめどなく。だから一部を浮遊させたところで、見た目の水量は変わらない。

　岩を投げつけたのはダメ押しのミスディレクションだ。

　案の定、お前は油断してくれたな。俺の攻撃はすべて躱かわせると。

　案の定、お前は見落としてくれた。俺が固体以外の物質で攻撃する可能性を！

　水。

　これこそが、お前に引導を渡す必殺のギロチン。

　炎では、降り注ぐ水を止められない。

「あ──」

　妹は顔色を変えてこの場を離れようとしたが、そうは問屋が卸さない。

　俺の手が、今度は逆に妹の腕を捕まえ、そしてその体重を消し去っていた。

　一本きりの足が宙に浮く。大地を離れた人間は、移動する自由を失う。

　足がつかなくなった妹は俺ごと腕を振り回し、周囲に浮遊する水の球に触れようとした。しかし、水の球はふよんと弾はじかれて飛んでいくばかり。

　退路は、すでに塞いでいるのだ。俺が先んじて滝全体を──流れ来る水のすべてを浮遊させたのは、お前が流されないようにするため。致死に至らない中途半端な水量で、かえってお前を自由にしてしまわないためだ。

　しかし……実のところ、液体を浮遊させるのは、固体を浮遊させるより難しい。

　すでに俺はいっぱいいっぱいだった。これだけの量の水を浮遊させ続けるのは、ルーストの力をもってしても困難だった。

　とても妹の体重にまでは手が回らない。身体からだに触れていなければ、浮遊を維持できない。

　だから──もし、妹が俺から手を放せば、その体重は元に戻るかもしれなかった。

　そうすれば、降り注ぐ水から逃れることができるかもしれなかった。

　助かることが、できるかもしれなかった。

　──俺を、放しさえすれば。

　無重力の鎖に縛られた妹に、俺は三本立てた指を突きつける。

　三秒、猶予を与えるつもりだった。

　許されないことをしたとはいえ、妹だ。

　妹とはいえ──アネリだ。

　ここで手を引いてくれるなら……俺もきっと、見逃してやることができた。

「兄さん……」

　なのに。

　放す気配など、なかった。

　妹はただ、恍こう惚こつとした目で俺を見ていた。

「兄さんっ、兄さんっ、兄さぁんっ……！」

　指を一つ折る。

　二本になった指を、妹は一顧だにしない。

「愛してますっ……愛してます、兄さんっ！　世界でわたしがいちばんっ──世界でわたしだけが本当に兄さんを愛してます！　だから──だから、だから、だから──兄さんも、わたしを────」

　……ああ……そうか。

　言うべきだったんだ、はっきりと。

　兄妹きようだいだからとか、道徳がどうとか、法律がこうとかではなく。

　はっきりと──俺の気持ちを。

　指をさらに一つ折る。

　俺はもう片方の手で妹の腕を掴つかみ、引き寄せた。

「あっ」と喘あえぐような声を漏らして、妹の顔が間近に近付く。

　その額に、一本だけ立てた指を触れさせ。

　そのまま、文字を書いた。

　たった五文字の、俺の気持ちを。




『ね』『が』『い』『さ』『げ』




　指で額を押し、妹を突き離す。

　ごめん──と、礼儀として、一応は思っておいた。

　──でもな。

　俺の親しい人間を。

　俺に近しい人間を。

　苦しめ。

　痛めつけ。

　悲鳴を上げさせ。

　挙げ句に殺しまくった奴やつを──




　──好きになれるわけ、ねえだろうがッッッ!!!!




「──ふふ」

　妹は、なぜか、笑った。

「ふふ、ふふふ、ふふっふふふふふふふふ────!!」

　そして、その末に……こう言ったのだ。




「────ス……テ……キ……♥」




　…………兄ちゃんにはもう、お前のことがわからないよ。

　最後の指を折る。

　直後、妹の姿が瀑ばく布ふに消えた。

　ようやく、妹の手が俺の身体からだを放した。

　ごうごうという水音が、滝裏にできたわずかなスペースに、延々と響き渡った……。







　少し休憩したのち、俺はあの滝から始まる川の下流に移動した。

　そして、さして苦労することなく、それを発見する。

　川かわ面もに出っ張った岩に、流木のように引っかかっている、一糸纏まとわぬ姿の少女を。

　顔も手足も、痛々しい火傷やけどで爛ただれていて。生まれたときから俺を世話してくれていた少女の面影は、もうどこにもない……。

　一目でわかる……それは、屍しかばねだった。

　それでも俺は慎重を期し、精霊術で近付いて、手首、首元と脈を取る。

　……なかった。手首にも、首にも……振動は、少しも感じない。

　俺は河原に戻って、ぐったりと倒れ込んだ。

　……殺した……。

　いや、違う──倒した、だ。

　ゲームでボスを倒すように……妹という名の怪物を、俺はようやく、倒したのだ。

　…………なのに、どうしてだろうな？

　…………どうして、涙が、零こぼれるんだろうな…………？

「──あっ！　いた！　いました！　こっちです!!」

　遠くからそんな声が聞こえてくる。

　最後の力で声に視線を向けると、見覚えのある使用人や、父さん、母さんたちが、草木を必死に掻かき分けてこちらに駆け寄っていた。

　よかった……。正直、帰る力は残ってないんだ。

　安心からか、意識が急速に眠りに落ちていく。

　これでようやく、取り戻した──妹に奪われた、俺の人生を。

　だから、今度こそ。今度こそ、全うするんだ。

　俺の──俺だけの人生を。

　闇に閉じていく意識の淵ふちで、俺は強く、そう決意した。




　……そして、久しぶりに穏やかな夢を見る。

　世話役の少女と楽しく過ごす、とてもとても幸せな夢を。





　　　　　〈決意の乳児期：兄妹きようだい転生編──THE END〉







　──あーあ、やられちゃったなあ。

　いくら赤ちゃんでも、兄さんは兄さんなのに──わたしが愛する、わたしだけが愛する、究極無比にして天下無双、最大最強にして万夫不当の、宇宙一カッコいい兄さんなのに、わたしったらうっかり油断しちゃって──だからこの結果は、うん、当然ですね。

　でもいいんです。

　だって、兄さんが話しかけてくれたんですよ？　声じゃなくても、指で文字を書いただけでも、兄さんが話しかけてくれたんです！

　こんなの、何年ぶりでしょう？　二〇年ぶりくらい？　ともかくともかく、話しかけてくれたんです、兄さんが！　その事実に比べれば、その内容なんて大した問題ではありません！

　まあ、死んじゃったのは大問題ですけど、こればっかりは仕方がありません。今回は諦めましょう。スパッと切り替えて、次回の算段を立てることにします。

　今回の敗因は、早めに行動に出てしまったことでしょうか？

　赤ちゃんの兄さんがあまりにも可愛かわいすぎて可愛すぎて、準備もろくに整わないまま行動に出てしまったのが悪かったのかもしれません。

　もっと入念に、完璧に、我慢に我慢を重ねて──

　──サプラ～イズ！

　みたいな？　どうでしょう？

　……うん、いいですね！　とってもステキです！

　ここまで手間暇をかけた演出をしてみせれば、少しばかり鈍感な兄さんもきっとわたしの愛を感じてくれるはず！

　すこーし長い間、我慢を強いられるかもしれませんけど……多少の障害があったほうが、むしろ燃えるというものですよね！




　というわけで、今回の人生はここまで。

　また次回、新しい人生でお会いしましょう！

　ごー・とぅー・ねくすとらいふ！

　ばいば～い☆





　　　　　〈TO BE CONTINUED TO──黄金の少年期：才能胎動編〉
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運命の日









　──蝉せみの声が聞こえた。

　ひどく強い陽ひ射ざしが、窓の形にマンションの廊下を照らしている。廊下の窓は小さく、吹き込む風はほんのちょびっと。クーラーもないから暑くて暑くてしょーがない。さっさと部屋の中に戻りたかったけど、話し込んだ親たちには声をかけるスキがなかった。

　引っ越しのアイサツ？　だか何だか知らないけど、俺たちに用がないのなら好きにさせてほしい。

　妹がくいっと俺の服の袖を引く。振り向くと、俺の背中に隠れながら、怯おびえた目で何かを見ていた。

　視線の先を追う。と、隣に引っ越してきたっていう大人たちの後ろで、一人の女の子が俺たちを見つめていた。それはなんていうか、おもちゃ屋にいるときみたいな目だった。

　女の子はちょこちょこと俺たちに近付いてくると、ちょっと変な話し方で言う。

『──ねえ！　お名前なんてーの？』

　ドキッとした。音の高さ？　波？　が、普通と違う。なまり、だっけ。

　胸のドキッをなんとなく誤ご魔ま化かしながら、俺は女の子に自分の名前を教えた。

　それから、妹を指差して『こいつは──』と言おうとする。四歳の妹は引っ込み思案で、俺や両親以外とはロクに話せないのだ。だから妹の代わりに話すのは、俺にとって当たり前のことだった──このときまでは。

『──……××』

　俺は驚いて振り返る。

　妹が、自分で、名前を名乗った……。それは、生まれて初めての出来事だった。

　女の子は『へへへー』と嬉うれしそうに笑って、妹の顔を覗のぞき込む。

『よろしくね、××ちゃん！　わたしはねー──』




　──それは、擦り切れた記憶の断片。

　──悪夢の彼方かなたに消えた、幸せだったはずの思い出。





　　　　◆






「あっつ……」

　ふかふかのベッドの上で、俺は目を覚ました。

　寝ている間に蹴飛ばしたのか、掛け布がベッドの下に落ちている──クーラーのない生活にはとっくに慣れたものの、暑いものは暑いのだ。

　俺は寝汗に顔をしかめながら起き上がる。

　いつも起こしに来るメイドはまだ来ていないのか、カーテンは閉まったまま。けれど、殺人的な熱光線は、カーテンを貫いて室内にまで届いていた。

　見慣れた夏の陽ひ射ざし。

　ただ、蝉せみの声だけが、ない。

「……夢……」

　まだかすかに、頭の隅に残っている──今となっては遠く眩まぶしい、暖かな記憶が。

　彼女の名前すら、今の俺には思い出せない。

　すべて、削り取られたのだ。……悪夢のような、あの五年間に。

「……やめよう」

　決着は、もうついたんだ。今から、六年も前に。

　ベッドから降りて、カーテンを開ける。

　窓の外には、リーバー伯爵領ダイムクルドの緑溢あふれる風景が、どこまでも広がっている。

　俺──ジャック・リーバーは、七歳になっていた。







「ん……ん、ん、ん、ん……！」

　身体からだの表面に意識を集中させる。触覚にわずかに伝わる、空気の流れ。そよ風にも満たないそれを捉え、引っ掛けるようにして足を蹴り出し、瞬間、その周りだけ──

「うわっ!?」

　全身を浮遊させていた力が、不意に途切れた。

　ばたつきながら落下した俺は、ぼふんっ！　と柔らかな砂場に受け止められる。

　痛くはなかったが、全身が砂まみれになった。口の中までじゃりじゃりする。

「ぐえ～……ぺっ。くっそー……」

　悪態をつきながら、俺は今の失敗の原因を考えた。部分ごとのオンオフの切り替えを、自分の中でどうやって区別するかだよなー、やっぱり。

　リーバー邸の裏手には、俺のためのちょっとした訓練場がある。

　砂場や岩山、溜ため池などが、だだっ広いスペースに点在しているだけのものだ。ここで精霊術の訓練をするのが俺の日課だった。

　ちなみに今のは、空中跳躍──有り体に言うと『二段ジャンプ』の練習である。

【巣す立だちの透とう翼よく】による浮遊には特徴がある。発動時に対象を静止させるのだ。俺は空に浮かぶとき、無意識のうちにそれを利用して、身体に触れる風を静止させている。そうしないと風に煽あおられてしまうのである。

　ならば、と俺は考えた。足裏だけそれをやめれば、風を足場にして空中でジャンプできるんじゃないか？

【巣立ちの透翼】は鳥ではなく風船になる力だ。ただ浮かぶだけであって、飛ぶことはできない。だからもし空を自由自在に駆け回れるようになれば、術の応用性がぐんと広がるはず──なのだが、現状、俺はわずか二回しか連続成功できていなかった。

「でも、このくらいできないと、通用しないよな……」

　十で神童、十五で才子、二十歳過ぎればただの人──ってのは前の世界の諺ことわざだが、こっちの世界でだって同じことだ。

　少しばかり才能に恵まれただけで褒めてもらえるのは今のうちだけで、体系的に技術を修め、優れた環境で研けん鑽さんを積まない限りは、専門的な世界では通用しない。

　もらった才能に胡坐あぐらを掻かき、サボりにサボって結局凡人止まりでしたっていうんじゃ、神様も転生のさせ甲が斐いがないというものだ。

　そういうわけで、俺の今の目標は、王都レイナーディアにある王立精霊術学院への入学だった。精霊術師（精霊術を専門的に扱う職業の総称）の卵たちが王国中から集まる、登竜門的な教育施設である。

　俺は将来、この領地を父さんから継ぐことになるわけだが、この国──ラエス王国の貴族社会では、精霊術師としての名声が強力な箔はく付けになる。

　特に精霊術学院の卒業者という肩書きには、日本で言う東大卒のような絶大なパワーがあり、それだけで一目置かれるという話だった。

　何を隠そう父さんも学院のＯＢだ。曰いわく、『学院卒業の資格がなければ、俺みたいな放ほう蕩とう息子が家督を継ぐのは無理だったろうな！　はっはっは！』。

　……どうやら俺が生まれる前はだいぶ好き勝手やっていたらしい。

　学院は入学試験を行わず、スカウトか精霊術師ギルド正会員からの推薦状がなければ入れない。俺は父さんの伝つ手てを頼って推薦状を勝ち取るつもりでいた。

　早くて一〇歳までに入学することができれば、学院内で成り上がるのも夢じゃない──だからこうして、独学ながら術を磨いているのだ。

　……本当は、どこかの精霊術道場に弟子入りして、そこの師範から推薦状をもらうのが常道らしいけどな。

「朝から精が出るな、ジャック」

　どうすれば空中跳躍が安定するのかと、砂まみれのままうんうん唸うなっていると、屋敷のほうからそんな声が聞こえてきた。

「父さん。おはようございます」

「うむ。おはよう」

　俺の父親、カラム・リーバー。

　俺が生まれてもう七年。もともと精せい悍かんな面立ちだったのもあって、貴族の当主らしい威厳的なものが、最近はとみに出てきたように思えた。……うーむ。俺も将来はこんな感じになるのだろうか。

　父さんは砂まみれの俺を見て頬ほおを緩める。

「苦戦中か？」

「ええ、まあ……教えてくれる人がいないので、暗中模索の日々です」

「はっはっは！　息子に皮肉を言われてしまった」

　俺の精霊術が発現したときに宣言した通り、父さんは全力をもって俺の才能を育てようとしてくれた。伝つ手てを使って優秀な教師を探し、片っ端から俺に宛あてがったのだ。

　だが、残念ながら、というべきか──その教師たちから俺が学べたのは、たった一つのことだけだった。

　すなわち──どうやら〈アンドレアルフス〉のルーストという才能は、俺の思った以上にとんでもない代物らしい、ということだ。

　教師たちは揃そろって、時に頭を抱え、時に嫉妬に駆られ、最終的には匙さじを投げた。

　だから俺は結局、こうして独学で訓練をするしかなくなったのだ。

　俺が本当に天才だったなら、きっとそれでも充分だったんだろうけどな……。

「悪いな。いい教師を探してみてはいるんだが……」

「いえ。そもそも、人によって千差万別の精霊術を他人に指南する、ということ自体が難しいんですから、父さんや先生がたが悪いわけじゃありません」

「はっはは！　物分かりのいい奴やつめ！　可愛かわいくないな！」

　父さんは快活に笑う。

　今、結構クソ生意気なこと言ってしまったような気がするんだが、笑うとこなのか？

　父さんは親バカだが、その一方、俺を子供ではなく一人の人間として対等に扱ってくれる面もある。

　父さんのそういう分け隔てのないところを、俺は一人の人間として、一人の子供として、心から尊敬していた。

「父さん、ご用はなんですか？」

「ああ、そうだったそうだった」

　父さんは笑うのをやめて、

「悪いが、その砂を落としたらすぐ応接間に来てくれ。客にお前を紹介したい」

「お客さん……ですか？」

「ああ。ウチが昔から懇意にしている商人だ。お前の顔も覚えておいてもらわねばな」

　俺はリーバー家の次期当主である。顔繋つなぎも大事な責務だ。

「そのくらいの用事なら、誰か使用人を寄よ越こせばよかったのでは？」

「なぁに。姑こ息そくな点数稼ぎさ。将来、子供に煙たがられないようにするためのな」

　ジョークだろうけど、本当だとしたら涙ぐましすぎる……。俺も父親になったらそういうこと考えるのかな……。

「わかりました。すぐに行きます」

「ああ。待っているぞ」

　俺は砂まみれになった身体からだを清めるため、屋敷へと向かった。







　屋敷に戻ると、メイドたちがわあわあきゃあきゃあとやってきて、総出で俺を浴場に連れ込んだ。

　もみくちゃにされているうちに、頭の上から足先まですっきり綺き麗れいに。洗車される車の気分である。

　なぜだか俺は、屋敷の若いメイドたちに気に入られている。

　もし前世の俺がこんな妙に大人ぶった子供に出くわしたら、クソ生意気なクソガキだとしか思わなかっただろうが、彼女らに言わせると『可愛かわいい』らしい。どこの世界でも女の子の『可愛い』はよくわからない。

　着替えて応接間に行くと、父さんの他にもう一人、恰かつ幅ぷくのいい男性がソファーに座っていた。

「ポスフォードさん、紹介します。息子のジャックです。……ジャック。こちら、ポスフォード商会会長のチェルノ・ポスフォード氏だ。ご挨拶しなさい」

「お初にお目にかかります、ミスター・ポスフォード。ダイムクルド伯リーバー家が嫡男、ジャック・リーバーです。以後お見知りおきをお願い申し上げます」

　俺が折り目正しくお辞儀をすると、ポスフォード氏は「ほお～」と感心したような声を漏らして、たっぷりとした顎を撫なでた。

「礼儀正しいお子さんだ。ご両親の教育がよっぽど行き届いておるのですな」

「いえいえ。あまりに手がかからなくて、私たちのほうが助かっているくらいですよ」

「ほっほっほ！　それはいい。私にもジャック君と同い年の娘がおるのですが、これが手の付けられないお転てん婆ばで……今日もご紹介するつもりで連れてきたのですが、少し目を離した隙にいなくなってしまいましたよ」

「我が家の者が見ていますから、屋敷から出たということはないでしょう」

「すみませんな。我が娘ながら神出鬼没で……」

「では、僕がお相手しておきましょうか？」

　大人たちの会話に、俺はそう口を挟んだ。

　別に親たちの話を聞いているのが嫌だったわけじゃない。だが、ここで置物になっているよりは、子供同士で仲良くなっておいたほうがよっぽど覚えがいいだろう。

　ポスフォード氏は豊かな顎を揺らし、「ほっほう！」と笑った。

「そいつはいい！　ジャック君の影響を多少なりと受けてくれれば、フィリーネも少しは落ち着いてくれるだろう」

「ポスフォードさんがそう仰おつしやるのなら──ジャック、すまんが頼めるか」

「謝ることは何もありませんよ、父さん。女の子と遊んでいればいいなんて、こんなに名誉な仕事はありませんから」

　悪戯いたずらめかしてそう言ってみると、ポスフォード氏は「ほっほっほ！」と上機嫌に笑ってくれた。

　成功成功。父さん曰いわく、貴族の社交にはユーモアも必須である。

　一礼してから応接間を出る。

　廊下を歩きながら、俺は思案した。

　子供が興味を持つ場所というとどこだろう？

　子供にとっちゃ他人の家なんてダンジョンみたいなものだからな。それもこれほど大きな屋敷となれば、探検したい場所は山ほどあるだろう。娘さんに出会う前に、ちょっとしたかくれんぼになりそうだ。

　とりあえず、使用人に聞き込みをしてみた。

「あっ！　もしかして、洗濯物の中に隠れていた子のことですか？」

「女の子なら見ましたよ！　先輩の後ろで変な顔をするものだから、私、叱られてる途中なのに笑っちゃって……」

「ああ、あのお嬢さんですか。支度中の賄いを摘つまみ食いしていかれましたよ。……いえ、ご心配召されますな。もともと余り物ですので」

　……どうやら、想像以上のお転てん婆ば娘みたいだ。

　目撃証言をもとに捜索してみたが、結局、屋敷の中からは見つからなかった。

　外に出たのか？　そう思って、エントランスの扉を開ける。

　すると、扉の向こうに人が立っていた。

　二人組で、少なくとも片方は若い男だ。

　子供の視点だと年上はみんな大きく見える。だからその男は、俺の目からは一〇代後半くらいにも見えたし、二〇代のようにも見えた。でも三〇代以上ということはないだろう。

　もう片方は、フードを目深に被かぶって顔を隠している。

　世界には、怪け我がをしているとか、宗教上の理由とか、いろんな理由で素顔を晒さらせない人間がいる。だからそういう人を見かけても濫みだりに触れないのがマナーだと、二番目の家庭教師が言っていたのを思い出した。

　突然、扉が開いたのに驚いたのか、二人組は俺をじいっと見つめている。まあ片方は目が隠れてるんだが。

　なんだか怪しいな。門兵が通したってことは不審者ではないはずだが。

「あの……お客様ですか？」

「あ、ああ……。君の親御さんと、約束してきたんだ」

「父なら今、他のお客様を応対しているところですけど……ええと、あなたは──」

　名前を訊きく前に、後ろから柔らかな声が割り込んできた。

「──ああ、いいのジャック。そちらは私のお客様よ」

　俺の母親──マデリン・リーバーだ。

　俺を産んで七年経たつわけだが、緩く広がった黒髪はまだまだ艶つやめき、少女めいたあどけなささえ保っている。

　というのも当然で、俺の出産時、なんとまだ十七歳だったらしい。だから今は二十四歳だ。若く見えるんじゃなくて、実際若いのである。

　母さんは柔らかに微笑ほほえみながら、玄関に立つ二人組に歩み寄った。

「ようこそいらっしゃいました。奥さんもどうぞ中へ」

「……はい」

　フードを被かぶったもう一人が初めて声を出す。

　若いな。一〇代の女の子の声だ。

　奥さんって呼ばれてたけど、やっぱりそのくらいの歳としで結婚するのが当たり前なのだろうか。母さんもそうだし。俺も将来、ティーンエイジャーの女の子をお嫁にもらうことになるのかもしれない。

　それにしても、母さんに客なんて珍しいな？　母さんは伯爵夫人だが貴族の出ではないらしく、その手の交流も少ないほうなのだ。

　いっそう二人組のことが気になったが、その前に母さんが言う。

「聞いたわよ、ジャック。ポスフォードのお嬢さんを探してるんですって？」

「あ、はい。屋敷の中では見つからなかったので、ちょっと外を見てみようかと」

「気を付けて行ってらっしゃい。あまり遠くには行かないようにね」

「はい」

　父さんと母さんには、六年前──一歳のときに大きな心配をかけてしまっている。だからこういうとき、俺ははっきり素直に肯うなずくことにしていた。

　二人組と入れ替わるように外に出る。母さんの客だというその二人には、軽く会釈だけしておいた。どういう関係の人なんだろうな？

　首を傾かしげつつも、俺は意識を切り替える。今はポスフォード嬢探しが先決だ。

　とりあえず玄関からまっすぐ進んで正門に向かい、門兵に聞き込んでみたが、見ていないとの回答だった。

　やっぱり敷地内からは出ていないのか？

　敷地内で子供が好みそうな場所というと……俺の訓練場とか？

　とりあえず行ってみようと歩き始めたところ、野ウサギが目の前を横切った。珍しいな。森の中でならよく見かけるが、ここには柵があるから入ってこられないはず……。

「なんだお前？　どこから入ってきたんだ？」

　捕まえて訊きいてみるものの、当然野ウサギが喋しやべるはずがない。一体どこから……、と野ウサギが走ってきた方向に目を向けてみると、

「……あ」

　茂みに隠れてわかりにくいが、森に面した柵に穴が開いていた。

　……まさかとは思うが。

　ポスフォードのお嬢様、あそこから出ていったりしてないよな？







　訓練場でも見つからなかったので、俺は例の穴から柵の外に出なければならなくなった。

　柵の外には広葉樹が生い茂る森がある。

　六年前、アネリが──あの妹が火を放ち、俺が根こそぎ掘り返してしまった森だ。

　当時の傷跡がまだ少し残るものの、今も人通りの多いのどかな森である。野犬などの危険な動物も少ないが、万が一ということもあるからな……探さないわけにはいかない。

「おーい！　……えーと……フィリーネさーん？」

　確かポスフォード氏はそう呼んでいた。

　フィリーネ。フィリーネ・ポスフォード。

　何度も呼びかけてみるが、返ってくるのは葉擦れの音ばかりだった。

　森に入ったとしても、そこまで奥には行ってないと思うんだが……。しばらく探したら、また屋敷に戻ってみるか？

　そんな風に考え始めた頃だ。

　近くの木が、不意にバサリと揺れた。

「──きゃああああああああああああああっ!!」

　そして直後、枝葉の中から零こぼれ落ちるかのように、女の子が降ってきたのだ。

　女の子が、降ってきたのだ。

　…………はあああ!?

　反射的だった。地面を蹴る！　落ちてくる女の子が地面に近付く。近付く。近付く。俺は腕を伸のばす。伸ばす。伸ばす。間に合うか!?　伸ばす！

　──指先。

　肩。

　触れた！




【巣す立だちの透とう翼よく】！




　精霊序列第六十五位〈尊き別離のアンドレアルフス〉の力が、女の子を重力から解き放った。それによって女の子はその場にふわふわと浮遊し、地面との激突を免れる。

「……お？　お？　おー？」

　女の子は目をぱちくりと瞬まばたき、不思議そうに自分の身体からだを見回した。くるくると空中で寝返りを打っては、楽しそうにきゃいきゃい笑う。

　一方の俺は、ぜはあと大きく溜ため息を一つ。

「……あ、危なかった……」

　シャレになってねえよ今の。たまたま俺がいたからよかったものの……。

「あーっ！」と女の子が声を上げた。事ここに至ってようやく俺の存在に気付いたらしい。彼女はふわふわと浮いたまま、

「これ、キミがやったのっ!?　すごいねっ！　楽しいねー！　ほらほら、ふわふわーっ！」

「ちょっ、あんまり動いたら──」

「──あわ？　あわわわわわわっ！」

　案の定バランスを崩した女の子は、くるんと逆上がりのように縦に回り、

　──ゴツンっ！

　頭を強打した。

　……あ～あ、やらかした。慣れてないうちはよくやるんだ、これ。俺も昔やった。
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　頭を押さえ、淑しとやかさの欠片かけらもない濁点だらけの呻うめき声を発する女の子。

　とにかく、またやったら危ないので、術を切って彼女を地面に下ろした。

「……大丈夫か？」

「だ、だいじょうふ……」

　目の端に涙が滲にじんでますが……まあ、ぎゃん泣きしないだけ大したもんだな。

　栗くり色いろの髪を短く切り揃そろえたその女の子は、まず間違いなく、俺と同じくらいの年頃だろう。つまり六歳だか七歳だ。そのくらいの歳としの子供が地面で頭を強打したら、それはもう朗々と泣き喚わめくのが普通だと思う。

　たぶん痛みに慣れてるんだろうな。それほどのお転てん婆ば娘なのだ。ってことは……。

「……君がフィリーネさん？」

「ん？　そだよ？　なんで知ってるの？」

　……やっぱり。

「僕はリーバーの家の子供だよ。屋敷の中に君がいなかったから探しに来たんだ」

「ふぇー？　わたしを探しに？　どして？」

「どして、って……森に一人で入ったら危ないだろ？」

「そーなの？　どして？」

　心底不思議そうに、きょとんと首を傾かしげるフィリーネさん。

　どうやらこの子の辞書には『危険性』の三文字がないらしい。なるほど……ポスフォード氏も手を焼くわけだ……。

「んー、まあいっか！」

　けろっとそう言って、フィリーネさんはすっくと立ち上がった。

「ね、一緒に遊ぼうよ！　さっきね、向こうに広い原っぱが見えたの！」

「は？　いや、いったん屋敷に帰──」

「ほらほら！」

　有無を言わさず、フィリーネさんは俺の手を取ってぐいぐい引っ張っていく。

　俺は為なす術すべなく引きずられながら、どこか懐かしい気分でいた。

「あ、そうだ」

　栗色の髪を翻し。

　こちらに振り返った、その女の子の顔が。

　かつての幼おさな馴な染じみと──重なる。
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「ねえ！　お名前なんてーの？」




　蝉せみの声が聞こえない、七歳の夏の日。

　俺は、フィリーネ・ポスフォードと出会った。







「ジャッくん？」

「クが抜けてる」

「クジャッくん？」

「ジャック！　ジャック・リーバー！」

「ジャック……くん？」

「そうそうそう」

「わかった！　ええと……じーくん！」

　頭文字しか残ってねえ！

　俺は溜ため息をついた。

「もういいよ、じーくんで……」

「えっへへ～。じーくん♪　じーくん♪」

　何が楽しいのか、フィリーネはそう連呼しながらスキップする。

　そんな彼女に虜囚がごとく引っ張られていく俺。

　……やっぱりいったん帰りたいなあ。

　だって、この子のノリ、なんか如い何かにも大変なことに巻き込んできそうなんだもん。

「あのー……フィリーネさん」

「あ、わたしのことはフィルでいいよ？　みんなそう呼んでるから」

「あー……じゃあフィル」

　なんか恥ずかしいな。女の子を愛称で呼ぶことなんかないから。

「俺としては、いったん屋敷に帰りたいんだが。ほら、君のお父さんも心配してるし」

「そだねー。お昼ごはんの時間には帰りたいね！」

「いや、そうじゃなくて」

　今すぐ帰りたいって話をしてるんだよ！

　と言う前に、森を抜けた。

「ふわー！」とフィルが声を上げる。

　さっき彼女が言っていた通り、そこには大きな原っぱがあった。

　見上げると、屋根みたいに覆い被かぶさっていた枝葉が途切れ、青い空が高く高く広がっている。こんな場所あったんだな……。知らなかった。

「うわー！　うわー！　ひろーい！」

　風が吹き抜けて、草が波打つ。

　それと競争するように、フィルが俺の腕を放して走り出した。

「あっ、おい！」

　なんて落ち着かない奴やつだ！　俺はフィルを追いかける。

　フィルは時たま跳びはねたり、「こっちこっち！」と振り向いたりしながら、なかなかのスピードで駆けていく。あーもう、あんな走り方してたら──

「──あうわっ!?」

　ほら、こけた。

　俺が追いつくと、フィルは「あいてて……」と額を押さえながら身を起こす。顔面から行ったのかよ。受け身取れよ。

「大丈夫か？」

「うん。なんか足に引っ掛かって──」

　足に？

　フィルの足の辺りに目を向けた俺は、ぎょっとした。

　足が、あったのだ。

　フィルのじゃない。別人の足が、切り株の陰からひょっこりと顔を出していたのだ。

　え……？　死体？

　有り得なくはない。ここも一応森だから、野犬だか熊だかに襲われて屍しかばねを晒さらす、ということも充分考えられる。

　あるいは……あの足の先には、胴体がついていないかもしれない。

　俺は恐る恐る、切り株の陰を覗のぞき込む。

　幸いなことに、足にはちゃんと胴体がついていた。

　ローブ（？）を着た人間が、うつ伏ぶせに倒れている。

　女性なんだろうか、青みを帯びた長い髪が大きく広がっていた。太陽の光をいっぱいに受けたそれは、とても髪とは思えない、サファイアみたいな輝きを放っている。

「大丈夫かな……？」

　さすがにこれには驚いたのか、フィルが気遣わしげに呟つぶやいた。

　大丈夫かどうかで言えば、まあ、大丈夫ならこんなところで倒れてはいないだろう。問題は、生きているかどうかだ。

「あのー……」

　俺はそっと、死体（？）の肩に触れた。……温かい。生きてる？　いや、死んで間もないということもあるし、脈を確かめないことにはわからない。

　俺は地面に大きく広がった長い髪を、そうっと指先でかき分けた。そうすることで、髪の中に隠れていたものが見え──俺は、もう一度驚く。

　耳が──長い。

　え……エルフ……!?

　存在はすると、話では聞いていた。ヒトよりも精霊に近しく、ヒトよりも遥はるかに長命な、現あら人ひと神がみめいた種族……。

　それが、こんな平和な森で野垂れ死にしているっていうのか？

　とにかく脈を取ってみようと、白い首筋に指で触れた──その瞬間。

　ぴくっ、とエルフが動いた。

　俺は驚いて手を引っ込め──ようとしたが、その前にエルフの手に捕まえられる。

「はっ、はなっ……！」

　反射的に振り払おうとしたが、すごい力でビクともしない。

　エルフがゆっくりと顔を上げた。

　長い髪がすだれのようになって、その隙間から、深い海のような青い瞳が垣かい間ま見みえた。

　一対のそれは、髪の毛の向こうから、俺をまっすぐに睨にらんでいる。

　え？　……もしかして、ヤバい？

「きゃあああああああっ!!」

「あっ、おいフィル！　一人だけ逃げるな！」

　薄情者！　しかもなんでちょっと楽しそうな悲鳴なんだ！

　フィルに続こうとした俺だったが、

「────お」

　深い深い穴の底から、響いてくるような。

　おどろおどろしい声と共に、掴つかまれた手を引っ張られた。

　にっ……逃げられなっ──

「お、お、お、お、お、お、お─────」

　知性の失うせた青い瞳が爛らん々らんと光り輝く。

　そして、女エルフの姿をしたソレは、覆いかぶさるようにして俺を組み伏ふせた。

　ちょっ、まっ、動けなっ───あっ、そうだ精霊術！

　俺は【巣す立だちの透とう翼よく】で女エルフを押しのけようとしたが、手遅れだった。

　その前に、女エルフが目の前で口を開き───




「────おなか、すいた…………」




　……は？

　と、俺の目が点になった直後、女エルフは再び、ぐったりと力を失った。

　組み伏せられていた俺は、当然、その下敷きになる。

　むぎゅう、と顔いっぱいを圧迫する柔らかで弾力のあるコレはもしや──




　蝉せみの声が聞こえない、七歳の夏の日。

　俺はフィルの他に、行き倒れの巨乳エルフに出会った。
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人生を預ける資格









　まるで手品を見ているようだった。

「もぐもぐ、もぐもぐ、もぐもぐもぐもぐ」

　手折れそうなほど華きや奢しやな身体からだに、大量の食べ物が次々と飲み込まれていく。空の皿はすでに二桁を数えた。メイドや執事が続々と料理を運び込んでるけど、彼女が食べるスピードのほうがずっと速い。

　俺たちが連れ帰ってきた女エルフの、恐るべき食べっぷりだった。

「…………ごちそうさまでした」

　そう静かに告げたエルフの前には、結局、三〇もの皿が積み上がっていた。

　女エルフの見た目年齢は十六、七歳だ。体格もそれ相応なのに、どこにそんだけ入る容積があったんだ。そのだぼっとしたローブの下、実は力士なのか？　……いや、超細かったな、胸以外。さっき潰されたときの感じだと。

「すごーい！　食いしん坊だねー！」

　と、父親共々、昼食に同席していたフィルが言うと、

「このくらいは、朝飯前」

　と言って、エルフ少女は親指を立てた。いや、朝飯の前にメシ食うなよ。

「いやあ、はっはっは！」

　この家の主あるじであり、いまエルフ少女が腹に収めた食料の持ち主であるところの父さんは、なぜだか愉快そうに破顔した。

「いい食いっぷりだった！　振る舞いがいがあるというものだ！」

「ありがとう、ございます。食べ物をくださって……」

「気にすることはない。我々は遥はるか昔、君たちエルフ族に大恩を受けたと伝えられている。エルフに出会った際には礼を尽くして歓待するのが習わしなんだ」

「ご先祖様に、感謝」

　言葉少なに言って、エルフ少女はほのかに微笑ほほえんだ。

　……やっぱりエルフって、すごい美人なんだな。いや、美少女と呼べばいいのか？　この人の場合。妖精か何かみたいだ……。

「ジャックとフィリーネちゃんに聞きましたが、森で倒れていたんですって？」

　母さんが言った。あの二人組はもう帰ったんだろうか？

　エルフ少女は肯うなずいてから、「えふんっ」と可愛かわいらしい咳せき払ばらいをした。

「……すいません。人と喋しやべるのが、久しぶりで。……ラケル、と申します。各地を旅する根無し草、です。前にいた村から、お腹なかが空すくのを計算に入れずに出発してしまって……」

「お腹が空くのを計算って……」

　なんだそれ。

　首を傾かしげる俺に、父さんが教師っぽい口調で言う。

「エルフ族は長命ゆえ、俺たちとは時間感覚が異なるんだ。俺たちに『気付いたら何時間も経たっていた』ということがあるように、エルフにも『気付いたら何日も経っていた』ということが当然に起こる。食事間隔は同じなのにも拘かかわらずな。ゆえに、エルフの最も多い死因は『餓死』であると言われている。それも『食事のし忘れ』による餓死だ」

　それだけ聞くとすげえ間抜けな種族に思えるが……このラケルというエルフのぼーっとした様子を見ていると、あまり違和感がなかった。

「だからエルフは自己管理力を補うために、ヒトと夫婦になることが多いそうよ。しかも相手が寿命で先に死んでしまっても、再婚することは決してないんですって。ロマンチックでしょう？」

　母さんがうっとりとして言ったが、それ、相手の人間のほうがすげえ大変なのでは。

「ねえ！」

　突然、フィルがラケルの膝の上に出現した。見れば、直前まで彼女が座っていた椅子は空になっている。いつの間に……。「こ、こら！」とポスフォード氏が注意するが、フィルは聞いてもいない。

「かくちをたびしてる、って言ってたけど、どして？」

「どして？　……どうして？」

「うん」

　旅の目的を訊きいているんだろう。首を傾げていたラケルもすぐ得心したようで、

「目的は、特になし……かな。強いて言うなら、精霊術の蒐しゆう集しゆう」

「せーれーじゅちゅのしゅーしゅー？」

　質問者本人はまったくピンと来ていない様子だったが、父さんが「ほう？」と眉を上げた。俺も興味を惹ひかれる。精霊術の蒐集……？

「精霊術の蒐集……とは、一体どういうことだ？　差し障りがなければ教えてくれないか」

「ええっと……見せたほうが早い、かな」

　ラケルはそう呟つぶやくと、右手の手のひらを上にして顔の前まで持ち上げた。

「これが、精霊〈アイム〉の【黎れい明めいの灯ともし火び】」

　瞬間、手のひらの上に小さな炎が灯ともった。

　かつてアネリも使っていた【黎明の灯火】──これが彼女の精霊術なのか？

「そしてこっちが──」

　さらにラケルは、左手を右手と同じ高さまで持ち上げる。

　直後起こったことに、俺、父さん、母さん、ポスフォード氏が、同時に声を上げた。

　ラケルの前に置かれた陶器のコップ──その中に残っていた水が、ラケルの左手に引き寄せられて球になったのだ。

「──精霊〈フォカロル〉の【原げん魚なの御み手て】」

　ラケルの右手では、依然、小さな灯火が揺らめいている。

　それと同時に、左手では球体にまとめられた水が宙に浮いているのだ。

　二つの精霊術を……同時に使っている……!?

「そっ……それは一体、どうやっているんだっ!?」

　父さんは狼ろう狽ばいし、腰を浮かせた。

　母さんも目を見開き、口を手で覆っている。

　本人たちは全然語らないので人ひと伝づてに聞いた話だが、父さんと母さんも昔、そこそこ名の知れた精霊術師だったらしい。にも拘かかわらず自分たちで俺に術を教えようとしないのは、かなり変わったタイプの術師だったからのようだ。

　だから、俺よりも遥はるかに衝撃を受けているんだろう──一人の人間が複数の精霊術を使っている、というありえない現実に。

「わたしの精霊術によるもの……です」

　右手の炎を消し、左手の水をコップに戻すと、ラケルは淡々と告げた。

　その様子に頭が冷えたのか、父さんも椅子に腰を戻す。だが、まだ衝撃が冷めやらないようで、両手をしきりに組み直していた。

「君の精霊術とは……一体……？」

「精霊〈シャックス〉の、【神しん意いの接せつ収しゆう】です」

【神意の接収】……？

〈シャックス〉は『盗み』を司つかさどる精霊だ。だからその術も、離れた場所にあるものを手元に引き寄せるとか、盗みに応用できるものが多かったはず。そんな力でどうやって……？

「まさか……」

　父さんの声は少し震えていた。

「君の【神意の接収】は──他人の精霊術を盗めるのか!?」

　ラケルは控えめに肯うなずいた。他人の精霊術を盗む精霊術だって……!?

「『盗む』というよりは、『模倣する』、ですけど。なので、本来の持ち主が術を使えなくなったりは、しません。精霊の種類を特定した上で、術を使用する術者を目撃することで、それを真ま似ねすることが、できます。同時に使えるのは二種類まで、ですけど……」

「なるほど……。職人が弟子に言う『見て盗め』を、究極的にしたようなものか……」

　なんつー反則能力だ……。エルフは精霊に近しい存在だから精霊術にも長たけてるっていうけど、これほどのもんなのか？

「さっき蒐しゆう集しゆうと言っていたな。君はその術で、精霊術を模倣して回っているのか？」

「……はい。わたしに必要な術がある……そんな気がして」

「どのくらい旅をしているんだい？」

「ええと……」

　ラケルは指を折って数えた。

「……たぶん、八〇年くらい？」

　じ、時間のスケールが違う……。

「そんなに旅をしているのなら、もうほとんどの精霊術を蒐しゆう集しゆうしきってしまったんじゃないか？」

「いえ……ほとんど伝説上にしか存在しない精霊もいます、から」

「〈バアル〉に〈パイモン〉、〈ビフロンス〉に〈アスモデウス〉、それに〈サミジーナ〉──そうそうお目にかかれない精霊も多いですものね」

「ああ、そうか……いや、それもそうだったな。ふうむ……」

　母さんの注釈に唸うなって、父さんは考え込み始めた。

「質問ばかりで悪いが……」

「はい。ご飯がおいしかったので、いくらでも」

「そいつはよかった。……ラケルさん、〈アンドレアルフス〉の【巣す立だちの透とう翼よく】は、君のコレクションの中にあるかな？」

「…………！」

　俺は息を呑のんだ。

　父さん、何を考えてるんだ？

「ええと……」とラケルは頭の中を探るようにこめかみに指を当て、

「……はい、あります。自分自身または触れたものから、重さを消し去る術……ですね」

「そうか。ではさらに質問だ。これから何か予定はあるかね？」

　ラケルはきょとんと首を傾かしげた。

「……いえ。予定どころか、行く当てすら……」

「それはいい！」

　父さんは満面の笑みで手を打った。

　……おいおい。まさか。

「ラケルさん──提案なんだが、しばらく我が家に住まわないか？」

「え？」

　目を瞬まばたくラケル。

「さすがに……そこまで甘えてしまうわけには」

「心配はない。代償はきっちりもらうさ。──ウチの息子に精霊術を教えてやってほしい」

　……やっぱり。そう言うと思った。

　ラケルは首を傾げ、俺のほうを見る。

「……精霊術の教師なら、他にいくらでもいる、と思います……けど」

「手前味み噌そになるが、息子のジャックは精霊術にかけてはいわゆる天才でね。そこらの教師では勤まらないんだ。何せ生後九ヶ月で術を発現させて以来、趣味のように訓練ばかりしている変な奴やつだからな」

「ほう！　生後九ヶ月で……」とポスフォード氏が声を上げた。っていうか変な奴とか言うなよ父親。

「その点、ラケルさん、君ならば心配いらない。精霊術に長たけるエルフであり、ジャックと同じ【巣す立だちの透とう翼よく】が使える。そして何より、八〇年にも及ぶその経験だ。精霊術のみならず、我が息子にいろいろと教えてやってほしい。どうだ、頼まれてはくれないか。望むなら報酬も出そう」

「うーん……」

　ラケルは唸うなって考え込み始めた。肩から青い髪がさらりと零こぼれる。

　依然、彼女の膝に座っているフィルは、「おおー」と何やら感嘆しながらラケルの胸をもにもにと捏こねていた。やめろ。目に毒だから。

　ラケルが考え込んでいる隙に、俺は口を挟むことにする。本人を置き去りにして話を進められると何だか据すわりが悪い。

「父さん。僕の意見は聞かないんですか？」

「なんだ、嫌なのか？　可愛かわいい女の子の家庭教師なんて、俺なら泣いて喜ぶがな」

「……あなた？」

　母さんがにっこりと笑った。

「い、いや、一般論だ一般論」

「へえ。そうですか」

「そ、そうです……」

　父さん弱っ。

　……まあそりゃ、三番目の教師みたいなプライドで凝り固まったおっさんよりかは、可愛い女の子に教えられたいけどさ。

　また、投げ出すんじゃないのか？

　俺の才能を羨んで、持て余して、憎みさえして。……そんなものを、俺はもう見たくない。お前はズルをした卑ひ怯きよう者ものだと、糾弾されている気分になる。

　俺の才能は貰もらい物だ。俺という人格にはそぐわない、過ぎた代物だ。それでも俺はこの力に頼るしかない。この力が、俺の、異世界における、たったひとつの武器なのだから。

　それを……お前もまた、否定するんじゃないのか？

「……じゃあ」

　ラケルは顔を上げて言った。

「とりあえず、息子さんの力を見てみたい……と、思います。教師をするかどうかは、それからで」

「ああ。それがいいだろう。ジャック、いいか？」

「……はい。わかりました」

　俺は席を立った。

　何を見せればこのぼーっとしたエルフを驚かせられるか、算段を立てながら。







「ふーん……いろいろある」

　ラケルはきょろきょろと訓練場を見回した。

　クッション用の砂場に、登坂練習用の岩山、液体浮遊の練習に使う溜ため池──たかが七歳の子供のために用意されたにしては設備が充実しているからな。

　その中で、ラケルが目を留とめたのは細長い岩山だった。高さは七メートルくらい。斜面の角度は七〇度を超える。

　ラケルはそのてっぺんを指さして、俺にこう言った。

「術を使って、あそこまで行ってきて。ちょこっと足を引っかけるだけでもいい。ただし、途中で岩山に触っちゃダメ」

　つまり、一回のジャンプでぴょーんと岩山の頂上に飛び乗れってことか。

「わかりました」

　答えて、俺は岩山の目の前まで歩いて移動した。

　七メートル上のてっぺんを見上げ、それから、目の前のごつごつした岩肌に視線を転じる。ええーっと……。

「あのー！」

　ラケルに振り返って叫んだ。

「『途中で』ってことは、今なら触ってもいいんですよねー!?」

　ラケルが怪け訝げんそうに首を傾かしげた。

「まあ、いいけど。まだ跳んでないから」

「わかりましたー！」

　ようし。

　俺は薄く笑い、唇を舐なめた。

　たったひとつの武器。貰もらい物の才能。だからこそ、能力の足りない教師に付き合っている暇はない。たとえ傲慢と言われても、この自尊心だけは手放せない。

　ラケル──あんたには、俺の人生を預けるに足る資格があるか？

　俺は右手で岩山に触れ、精霊術を発動した。

「……？　何を──」

　直後に起こったことは、極めてシンプルだった。

　俺が右手で岩肌の出っ張りを掴つかみ──

　──そのまま、岩山を丸ごと、地面から引っこ抜いたのだ。

「おッ、おぉおぉおおおっ!?」

「すごーい！」

　見物していたポスフォード氏が腰を抜かし、フィルが両手を挙げて歓声を上げた。

「まさか……あんな大きさの岩山を……」

　俺は宙に浮かばせた岩山の下端を、コン、と軽くノックする。

　すると、七メートル──地面に埋まっていた部分を含めて一〇メートル近くになった岩山が、くるん、と縦に一八〇度回転した。

　よって、自然、てっぺんだった場所が俺の目の前に来る。

　俺はそこに、ちょん、と爪先を触れさせた。

「足をちょこっと引っかけるだけでもいい──でしたよね？」

　聞いているのかいないのか──ラケルはぼーっと、上下を反転させたまま宙に浮かぶ岩山を見上げていた。

「明らかに限界を超えた重量……もしかして、あの子は……」

「ああ。どうやら本霊憑きルーストのようだ」

　父さんがかすかに誇らしげに言う。

　ラケルは口元に手を添えて、

「なるほど……ルースト……〈尊き別離のアンドレアルフス〉の……見るのは初めてだけど、あれほどの出力が……」

　瞬間、心臓の音が耳の奥に大きく響いた。

　今までの教師は、俺がこういうことをすると、大きく分けて三パターンの反応しかしなかった。

　呆ぼう然ぜんと立ち尽くすか。猛然と怒り出すか。悄しよう然ぜんと諦めるか──

　しかし、ラケルの反応は、そのどれとも違っていた。

　隠した手の向こう側──指の隙間にかすかに覗のぞく、唇。

　桜色のそれが、今、確かに。

　──笑みの形に、歪ゆがんでいたのだ。

「鍛えがいが……ありそう」

　かすかに喜色が滲にじんだ呟つぶやきを聞くにつけ、俺は逆に、呆然と立ち尽くす。

　まさか、俺の才能を──神様に贔ひい屓きされて手に入れた、この反則を。

　笑って認める奴やつが……いるなんて。

「彼の教師……お引き受けします」

　ラケルが静かな声でそう言うと、父さんは「おお！」と嬉うれしそうに笑った。

「いい……ん、ですか？」

　まだ少し戸惑いつつ、俺は尋ねる。敬語を維持するのに苦労した。

　ラケルはかすかに口角を上げ、

「元々、人を育てるのはそんなに嫌いじゃない。……それに、せっかくの才能がちゃんと使われてないのを見ると、イライラするの」

「は？」

　あれ？　今ディスられた？

「もしかすると、あなたは自分のことを、天才だと思っているのかもしれないけど──」

　静かな声で呟きながら、ラケルの身体からだが、ふわりと宙に浮いた。

「──まだまだ甘いよ、小こ童わつぱが」

　ラケルの身体がロケットのように飛び立った。

　空高くでくるりと宙返りをすると、天地を逆さにしたまま膝を深く折り畳む。そうして溜ため込んだ力を爆発させるようにして──

「あっ……!?」

　──虚空を、蹴った！

　何もない空中で鋭角にターンしたラケルは、同じ要領でもう一度反転する。

　そして、もう一度。さらにもう一度。さらに、さらに、さらに──！

　例えるとしたら、空中に見えない箱があって、その中をスーパーボールが跳ね回っているかのようだった。

　ラケルの身体からだが、空中を自由自在に飛び回る。

　俺がまだ三段までしかできない空中ジャンプを、何回も何回も使って。

「──これ、できないでしょ」

「うわっ!?」

　突然、うなじにふっと息が吹きかけられた。

　見れば、空にはすでにラケルの姿はない。俺の背後に着地したのだ。

　振り返ろうとしたが、その前に後ろから抱き締められた。

「捕まえた」

　耳元で囁ささやかれて、ぞくぞくとした感覚が背筋を貫く。

　青みがかった長い髪から、女の子っぽい甘い匂いがした。

「出力はすごいけど、制御が全然なってない。だからこういう、繊細な術の使い方ができないの」

　早くも授業をしてくれているようだけど、こっちはそれどころじゃない。

　せ、背中で……！　大きくて、柔らかいものが、むにっと、潰れてっ……！　うぎゃああ！　ぞわぞわする！　ふわふわする！　し、心臓がばくばくして……！

「あ、あのっ……離れて、くださっ……！」

「敬語はいい。ただし、わたしのことは師匠と呼ぶこと。いい？」

「わっ、わかりましっ──わかった！　わかったから！　師匠！」

「よろしい」

　言って、ラケル──師匠はようやく俺を解放する。

　あぶっ……危ねえーっ！　齢七歳にして第二次性徴が来るところだった……！

「改めて……わたしは、ラケル」

　師匠は少しだけ頬ほおを緩め、俺に手を差し出してきた。

「今日からあなたの、お師匠さま。……よろしく、ジャック」

　俺はその手を、おずおずと握る。

　こうして、俺に精霊術の師匠ができた。






エルフ師匠は容赦がない









　ラケルの修行は翌日から始まった。

「がんばれ～」

　と呑のん気きに手を振るのは、なぜか見学に来ているフィルだ。訓練場の隅にあるベンチに座り、向かい合う俺とラケル師匠を優雅に高みの見物である。

「ここで寝て。うつ伏ぶせ」

　有無を言わさぬ平へい坦たんな口調で、ラケルは告げた。スッと伸のびた指が差すのは足元の地面。

　はあ？　と思った俺だったが、とりあえず従ってみる。……と、

「よいしょ」

「ぐええーっ！」

　ラケルが何の躊ちゆう躇ちよもなく、うつ伏せになった俺の背中にお尻を乗せた！

「お、おもっ……おもっ……！」

「このまま腕立て伏せ～」

　鬼か！　七歳児にどんな筋肉期待してやがる！

　向こうでフィルがきゃらきゃら楽しそうに笑った。むりむりむり潰れる、死～ぬ～！

「無理なことはない。やればできる」

　俺知ってる！　やればできるって言う奴やつには大体根拠がないんだ！

「精霊術で、わたしの重さを消せばいい」

　…………………………………………そういうことなら先に言えよ！

　俺は背中に乗るラケルのお尻──こほん、重みに意識を集中し、【巣す立だちの透とう翼よく】を発動した。そして腕を突っ張り、身体からだを持ち上げていく。

「あなたは、まだ自分の精霊術を自分のものにできてない」

　言いながら、ラケルは指先で俺のつむじをいじり始めた。やめろ。

「精霊術は、わたしたちに与えられた第三の手であり足。あなたは、手足を動かすとき、『手足を使うぞ』『動かすぞ』なんて、いちいち意識する？　精霊術を使っているときのほうがむしろ自然、というくらいにならないと、論外」

「だからまずは、術を使いながら腕立て伏せをしろって？」

「そういうこと。あと、あなた、ヒョロいから」

　……確かに、術の訓練ばっかで筋トレとかしてなかったけどさあ。

「腕立て伏せ、とりあえず二〇」

「二〇か……」

「──を、五セット」

「鬼！　悪魔！　性悪エルフ！　──いでっ!?」

「し・しょ・う」

「……師匠」

　ヤバい。この爆乳エルフ、スパルタだ。

　俺は仕方なく腕立て伏ふせを始める。

「い～ち、に～い──」

　うおお……思ったより疲れる……！　腕立て伏せに慣れてないっていうのもあるけど、精霊術を使いながらってのが……！　これ、脳みそ二つ要るだろ……！

　現実逃避気味に視線を前にやると、フィルが目の前にしゃがみ込んでいた。パンツ見えてるぞ、と注意したいがその余裕もない。小さな顔が上、下、上、下と、俺が上下するのに合わせて揺れた。俺の上に座っているラケルを見ているのだ。……嫌な予感がする。

「──わたしも乗るーっ!!」

　直後、フィルの姿が視界から消え、背中に圧のし掛かる重さが増加した！

「どーんっ！」

「ぐええーっ!!」

　唐突に増えた重さに対応できず、俺は押し潰された。

「ジャック。止まってる」

「止まってるぞーっ！」

「お前ら……お前らなあ……！」

　マジ、覚えとけよ……！
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「……ぜえ……ぜえ……ぜえ……」

「走れ走れー」

　言われんでも走ってる。

　各種筋トレ（with重石おもしガールズ）を終え、水分補給と少しの休憩を挟んだ後、今度は走り込みを命じられた。もちろんラケルを肩車しての走り込みだ。

　息が切れてきて、脇腹が痛くなったりすると、意識がぼーっとしてくる。そうすると精霊術が切れて、哀れ俺はぺっちゃんこという構図だ。

　そうはなりたくないから必死に術を維持するんだが、これがまあ、非常に体力に響く。大して走ってないのに早くも音を上げそうだった。

　それに──

「スピード、落ちてる」

　肩の上に乗ったラケルが、俺の頭をぽんぽんと叩たたく。

　──それに、だ。

　肩車しているということは、ラケルの太ふと腿ももで顔を挟まれているわけで。スベスベで、ムチムチで、柔らかなわけで。……頭の上にも、すごい存在感を感じるわけで。

　なんなんだろうな、これは。子供に戻ったせいか、転生してからこっち、そういうことには全然興味が湧かなかったのに──屋敷の若いメイドにだってそういう気持ちを抱いたことはなかったのに、どうしてラケルにだけ？　もしや、これが性の目覚めか。幼稚園児が若い保育士さんを好きになる的なアレなのか。

　……よくよく考えると、俺の精神はしっかり大人なのに、向こうは七歳児のつもりで接してくるの、めちゃくちゃマズい状況じゃないか？

「……ねえ。ひとつ、訊きいてもいい？」

　頭も身体からだもいっぱいいっぱいになる俺に、ラケルが無情にも会話を振ってくる。

「精霊術……どうして、うまくなりたいの？」

「そんなの……」

　疲れ切った俺の脳裏に去来したのは、思い出したくもない光景。

　親しい人間が──

　近しい人間が──

　妹の形をした理不尽によって、壊されていく光景。

「……嫌だからっ……だよっ！」

　酸素不足と精霊術の維持で、頭の中はめちゃくちゃだ。

　だからこそ、口から零こぼれたのは、飾りのない言葉だった。

「何もっ、できなくてっ……無力でっ……無能でっ……守れないのが、嫌なんだっ！」

　冷静に考えれば、七歳のガキが何言ってんだって話だけど。

　金持ちの家でぬくぬく育った子供には、言えるはずのない台詞せりふだけど。

　ラケルは──そっと、俺の頭を撫なでる。

「……そう」

　そして、その白魚のような指を、俺の頬ほおに添えた。

「──だったら、もっと速く走って」

「いだだだっ！　ほっぺ！　ほっぺ抓つねるなっ!!」

　ほんと、マジ、絶対、いつか仕返ししてやるからな……!!







「じーくん、おつかれ～？」

「ぜえ……はあ……ぜえ……はあ……」

　頬をつんつんするフィルの手を振り払うこともできず、俺は大の字に寝そべっていた。

　いつの間にか日がだいぶ高くなっている。もうすぐ昼食の時間だ。

「さすがに……もう……終わりだろ……！」

「まだ。あと一つだけ」
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　あまりにも無情な宣告に、俺は慟どう哭こくした。

　終しまいには泣くぞ！　子供の泣き声は強いんだからな！

「と言っても、筋肉使う系じゃないから。安心して」

「やっと……精霊術の使い方を……教えてくれるのか……？」

「そんなところ。息が整ったら、森に行く」

「わたしも行くーっ！」

　走り込みにはついてこなかったフィルが、森と聞くや嬉うれしそうに跳びはねた。森の民め。

　俺の息が整うのを待ち、三人で森に入る。

　いつの間に地理を調べたのか、ラケルは迷いなく俺たちを先導する。整備された林道から外れ、獣道のようなルートを通り、辿たどり着いたのは切り立った崖の上だった。

「ふわー……。たかーい！」

　フィルに倣って俺も崖下を覗のぞき込むと、地面が三〇メートルは下にあった。

　こえー……。こんな危ない場所、この森にあったのか。

「師匠。こんなところで何の訓練を──」

　と、後ろを振り返った瞬間だった。

「どーん」

　ラケルの手が、勢いよく、俺を突き飛ばした。

「え？」

　身体からだが、崖の外に、放り出される。

　足の下にあるのは、当然、地面ではなく──

　三〇メートル下まで続く、深い深い虚空。

「は、あああああああああああああああああっ!?」

　重力が全身を捉え、浮遊感が足から頭まで突き抜けた。

　目の前の崖が高速で上へと流れていく。世界が俺を取り残して上昇しているような。いや違うっ、何を寝ぼけてる！　俺だ！　俺が落ちてるんだ！

　真下に視線を向け、地面が急速に近付いてくるのを認め、

　──【巣す立だちの透とう翼よく】！

　崖の半分を過ぎた辺りで、俺はふわりと浮遊した。

　数秒、バクバクと鳴る心臓の音を聞き、自分が生きていることを確かめて、

「──こ・ろ・す・き・かぁあぁあああああああああああっっっ!!」

　全力で抗議しながら、崖の上へと舞い戻った。

　弟子に対して修行初日から殺人未遂をかました師匠は、澄まし顔でけろりと言う。

「半分、ってところか……。まだまだ遅い」

「それが弟子を殺しかけた直後の台詞せりふか!!」

「今のは、咄とつ嗟さに精霊術を使うための訓練」

　平然としたものだった。

「どんなにすごい術が使えても、不意を打たれて発動もできなかったら何の意味もない。だからわたしはこれから、突発的にあなたを術を使わざるを得ない状況に追い込む。あなたはそれに対して、できるだけ早く対処すること」

「……つまり、今みたいなのがときどき、何の予告もなく起こると？」

「そう」

　…………死ぬだろ！　いつか！

「えいっ」

　愕がく然ぜんとしていると、フィルが唐突に、浮遊していた俺の足にしがみついた。

　俺は咄嗟に対応できず、その重さに引きずられてあえなく落下。地面に激突する。

　ぐえー！　と轢ひかれたカエルみたいな悲鳴を上げる俺をよそに、フィルはラケルのほうを見て、

「こういうことー？」

「そういうこと」

　ぐっと親指を立て合う二人。

　……マジで……？　この二人の突発的悪戯いたずらに四六時中警戒するの……？

「今のあなたの対処速度は１・５秒くらい。そんなに時間があったら、懐に入って首を切るのは簡単」

　ピッと首を切るジェスチャーをしながらラケルは言う。

　……言ってることは真っ当だ。やってることはめちゃくちゃだが。

「最終目標は０・２秒。達人はもっと速いけど、０・２秒で術を使えれば大抵のことには対処できる。何も四六時中警戒する必要はないから、何をされたときにどう対処するか、イメージトレーニングだけはしっかりしておいてね」

「……わかった」

「よろしい。じゃあ、今日はひとまずここまで」

「おっ!?　今日終わり!?」

「そう、終わり。──基礎メニューはね」

　…………えーっと。

　きそ……って、どういう意味だっけ？　ぼくこどもだからわかんない。







「はあっはっはっは!!」

　昼食の席で顔を合わせた父さんは、俺を見るなり上機嫌に爆笑した。

「可愛かわいがられているようだな、ジャック！　お前のそんな疲れた顔、俺は初めて見たぞ！」

「この人……ほんと……めちゃくちゃで……」

「あなたに体力がないだけ。あと、この人じゃなくて、師匠」

　同じテーブルに着いているラケルがそう言うと、父さんはまた呵か々か大たい笑しようした。

　ちなみにラケルの前には、やはり大量の皿が並んでいる。ちゃっかり相伴に与あずかっているフィルが隣から盗もうとしては、高速で飛んでくるラケルの手に防衛されていた。

　……ずっと俺に乗ってたくせに、なんで俺より食ってんだよ。

「やはり俺の目に狂いはなかったようだ。誰に教えられてもつまらなそうにしていたジャックが、たった半日でこんな風になるとはな！」

「こんな生き生きした顔のジャックは何年ぶりかしら……」

　母さん……この顔が生き生きしているように見えるんだったら、死体だって充分生き生きしてることになります……。

「ラケルさん。一体どんな訓練をしているんだ？　俺にも聞かせちゃくれないか」

「基礎的なこと……です。術を使わせながら走らせたり」

「おお！　懐かしいな……。俺も似たようなことをした覚えがある。ジャックでもやはり有効なのか？」

「ルーストだろうと何だろうと、基礎は大事……なので。それと」

「もがッ!?」

　いきなりふかし芋が飛んできて、俺の口を塞いだ。

「こんな風に、突発的な攻撃に対処する訓練も、同時並行でやります。……ジャック。今のは簡単に予想できた」

「ふぉくじふうにふるほわほほわふぁいひゃろ（※食事中に来るとは思わないだろ）！」

「敵対者に襲撃されたときも、同じことを言うの？」

　うぐぐぐ……！　ぐうの音も出ない。

「はあっはっは!!　予想以上に実戦的じゃないか！　ラケルさんは教師の経験が？」

「わたしの精霊術は……そのくらいしか、使い道がないので。行く先々で、路銀を稼ぐのに、ときどき」

「経験豊富というわけだ。楽しみだな、マデリン。俺たちの息子はきっと大成するぞ」

「ええ。いい教師に巡り合うこともまた、才能の一種ですもの」

　いい教師……まあ、確かにそれは認めんこともないけども。

　口の中に突っ込まれたふかし芋をもごもご咀そ嚼しやくしていると、フィルが妙に静かになっているのに気付いた。

　ラケルのことをじいっと見つめている。

　食べ物を盗み取るタイミングを計っているのか？　とも思ったが──

「ねえ！」

　──と、自分からラケルに話しかけた。

　ラケルが振り返ると、フィルは大きな瞳を輝かせ、信じられないことを告げたのだ。

「わたしにも『せーれーじゅつ』教えて！」







　昼食の後、俺とラケル、そしてフィルは、再び訓練場に出ていた。

「じゃあ、やってみて」

「うんっ！」

　ただし、今度は俺が見学。今の主役はフィルだった。

　案の定というか、フィルは俺とラケルの訓練を見ていて、混ざりたくなったらしい。すでに充分混ざってただろというツッコミはさておくとして、フィルの弟子入りは、保護者であるポスフォード氏の許可を取ってないのもあって、最初は渋られた。

　だが『だって楽しそうなんだもん！』と駄だ々だをこねる暴走お嬢様を止めることはその場の誰にもできず──『じゃあとりあえず精霊術見せて』という次第になったのだ。

　フィルは「んーと」と辺りを見回すと、

「あ。いたいたー！　鳥さんおいでー！」

　空に向かってそう呼びかけた。

　すると、空を飛んでいた鳥が三羽ほど、一直線に滑降してきた。

　鳥たちはフィルの頭や肩を止まり木にして、何か訴えるように鳴き始める。

「ふんふん。……えー!?　そうなのー!?　すごーい！」

　……談笑してる？

　俺の目には、フィルが鳥たちと談笑しているようにしか見えなかった。

「……なるほど……」

　その様子を見て、ラケルは納得深げに肯うなずく。

「精霊〈バルバトス〉の【無む欠けつの辞じ書しよ】……。人間以外の生物と対話し、命令を聞かせられる精霊術……」

「鳥さんとも猫さんとも、蟻ありさんともね？　お友達になれるんだよ！」

　肩に乗った鳥に嘴くちばしでつんつんとつつかれ、「もーっくすぐったいよー！」とフィルは笑う。確かに『命令を聞かせられる』っていうよりは『友達になる』って感じだった。

　光景こそ微笑ほほえましいが……これ、使いようによってはかなり有用な術なんじゃないか？

「ふむ……」

　ラケルはしばらく考える素振りをして、

「フィリーネ」

「フィルでいいよー！　『でし』にしてくれるの!?」

「……フィル。弟子にするかどうかは、あなたのお父さんに話してから決める」

「えー！」

「でも、それとは別に──午後のジャックの訓練を、少し手伝ってくれる？」

「お手伝い？　何をすればいいの？」

「ちょっと……」

　ラケルはフィルを手招きして、こそこそと何事か耳打ちした。

　めちゃくちゃ嫌な予感。

「……うん。わかった！　いいよー！」

「じゃあ、お願い。……こら、逃げるなジャック」

「はなせーっ!!」

　俺はずるずると引きずられる形で、再び森へと連れ込まれた。







　気付けば、俺は大きな狼おおかみの背中に乗せられていた。

「……え？　なに？　何すんのこれ？」

「狼に乗ったまま、できるだけ姿勢を保つこと。以上」

「いや、以上って──」

「それ行けわおーん!!」

「──ぁあぁああああああああああ!!」

　フィルの号令で走り始めた狼の背中に、俺は必死でしがみついた。

　速い！　速い速い速いっ!!

　木々を縫うようにして縦横無尽に走る狼は、まるでジェットコースター。しかも身体からだを固定するバーも掴つかまっておける手すりもない！　落ちる落ちる落ちる落ちる───っ!!

「振り回される瞬間、タイミング良く術を使って！　自分の重みを受け流すイメージ！」

　重みを、受け流す……!?　振り回される、瞬間に……！

　俺は狼の動きをよく見た。筋肉の動きを、視線の向く方向を見た。いつだ？　いつ曲がる？　まだまっすぐだ。まだ。まだ。先に大きな木が見えた。このまま行くとぶつかる。あそこだ。もうちょっとだ。三……二……一──

　今だっ!!

「──どぅおわああああああああああっ!!」

　重みを受け流すどころか、俺はすぽーんと狼おおかみの背中から放り出された。

　どぅばしぃーんっ!!　とド派手に背中を木の幹に打ちつけ、それからずりずりと下生えに落ちる。『浮遊』はしてたから痛みはない。

「タイミングが早い」

　ラケルがすたすた歩いてきて、淡々とそう言った。

　フィルがその隣でけらけら笑っている。

「いきなりすぎるんだよ!!　まず説明をしてくれ！　説明を!!」

「余計な知識を入れるより、肌で覚えたほうがいいと思ったんだけど」

　珍しいことに、ラケルはことりと首を傾かしげて抗議を聞き入れ、説明を始めた。

「わたしが昔訪れた外海のとある島に、〈アンドレアルフス〉を特に信仰する村があったの。そこでは【巣す立だちの透とう翼よく】を利用した武術が代々受け継がれていたんだけど……」

　予想外の入りだった。その武術を教えるつもりだったのか？　普通その説明省くか？

「その島の教えでは、【巣立ちの透翼】は地面のみならず、世界そのものから浮遊する力であるとされていたの。だから、発動前に対象物にかかっていた力はすべて消失する──正確には、置き去りにされる。浮遊する前の、世界の中に」

「はい、ししょー！　わかりませーん！」

　フィルが元気よく降参を宣言したが、俺にとっては腑ふに落ちる説明だった。

【巣立ちの透翼】を発動すると解ける無数の『大地の鎖』。その正体こそ、重力を始めとする、物体にかかる諸もろ々もろの力なのだと俺は思っている。その証拠に、物を浮かせると慣性さえ働かず、その場で静止するのだ。あたかも物理法則を置き去りにしたように。

「んじゃあ、浮遊中の物体をブッ叩たたいても傷一つつかないのも、世界そのものから浮遊してることが原因なのか？」

「その村ではそういう解釈だった。真実は誰にもわからない……。ただひとつ確かなのは、その性質を利用すれば、自然の理ことわりを無視した動きができる、ということ──こんな風に」

　ヒュン、と小さな風が目の前に吹いた。

　と思ったときには、ラケルの姿が消失していた。

「え？」

　慌てて辺りに目を巡らせる。と、一〇メートルほど離れた木々の間に、青髪のエルフの姿があった。ラケルは俺たちに向かって手を振ってみせると、次の瞬間──

　ヒュン。一〇メートル右に。

　ヒュン。一〇メートル奥に。

　ヒュン、ヒュン、ヒュン、ヒュンヒュンヒュンヒュンヒュン──

　森の中を駆け巡るエルフの姿を、俺はほとんど捉えることができなかった。目を凝らしてようやくわかるのは、ラケルの動きが異常に鋭いということ。カーブやターンの瞬間、一切減速していないのだ。そのせいで視線でさえ追いきれない……！

「──という感じで」

　再び目の前に現れたラケルは、その長髪を揺らしさえしなかった。

「走り出すとき、曲がるとき、折り返すとき、止まるとき──要所要所で一瞬だけ浮遊すれば、余分な力を捨て去り、常に最高速で動くことができる。この技術を、さっき話した島では《右う翼よくの形かた・玄鳥つばくらめ》と呼んでいた。あの島の武術では基本技のひとつ」

【巣す立だちの透とう翼よく】が物理を置き去りにするのを利用して、慣性をキャンセルする……！

　そうか──【巣立ちの透翼】にはそんな使い方もあったのか！

「ちなみに、この前見せた風を蹴って空を跳ね回るアレは、《左さ翼よくの形かた・信しん天てん翁おう》──これも基本技のひとつ。例の島では、早ければ八歳でできるようになること」

「八歳!?」

　今の俺が七歳だから──あと、たった一年。普通の人間が物心つく前から訓練に勤いそしんでいた俺と、ほとんど同じ……。

「さっきの狼おおかみの訓練が完璧にできるようになれば、いずれどっちも身に付く」

　淡々と言って、ラケルは試すような目で俺を見下ろした。

「どうする？」

　……大人の知性を持ち越し、貴重な才能に恵まれて。

　だけど、根本的なセンスが足りていなくて。

　だったら──努力で、間に合わせるしかないだろうが。

「……やるよ。今度は成功させる」

「よろしい。……フィル」

「おっけーししょー！　ワンちゃんおーいで！」

　あの狼がワンちゃんですか。二、三人食べてそうな感じなんですけどね。それがまた怖いんですけどね。この森にあんなのいたのか。

　だけど、まあ──狼ごとき、あの妹に比べたら怖くもなんともない。

　自分と同じくらいのサイズの狼に向かっていく俺の背中を、元気な声が追いかけてくる。

「がんばれがんばれじーくん！　負けるな負けるなじーくん！　今度は上下にもいっぱい揺らすぞーっ!!」

「落とそうとしてるだろそれ!!　完全に落とそうとしてるだろ!!」

「いいから早く乗る」




　こうして、俺の修行の日々が始まった。

　フィルも翌日には父親から許可をもらってきて、俺の妹弟子になった。

　俺、フィル、ラケル。

　三人で精霊術の訓練に明け暮れる日々が、矢のように過ぎ去った──






収穫祭と少女たち









「明日は修行、お休みだから」

　残暑が遠く過ぎ去り、風が涼しく、山々が色づき始めた頃。

　修行がようやく終わった夕方に、ラケルが唐突にそんな宣言をした。

　俺は俯うつむけていた顔を持ち上げると、乱れた息を整えながら眉をひそめる。

「……休み……？　そんなこと言って……どうせ、また不意打ちする気だろ……」

　前にも一度あったのだ。休みだと言われて解放感を楽しんでいたら、実は不意打ちに対処する訓練だったということが。

「ううん。今度は、本当にお休み」ラケルは淡々と言う。「明日は、お祭りだから」

「……ああ……もう収穫祭の時期か……」

　農業が主産業であるダイムクルドでは、年に一度、秋に大規模な収穫祭が催される。

　元々は農村主体のささやかな催しだったそうだが、農家や商人が露店をやり始めたり、旅役者の一座が劇をやり始めたりと、年を経るにつれて規模が大きくなっていったらしい。今では王都からの観光客も珍しくない、ラエス王国でも屈指の祭りのひとつだ。

　今年は修行漬けでそれどころじゃないと思っていたのだが──

「……本当に、休み？　丸一日？」

「二人とも、たまには遊びたいかと思って」

　この鬼教官にも人の心があったのか！　と感動する俺だったが……はたと気が付く。

「……そういえば、毎年、収穫祭ではご馳ち走そうが振る舞われるよな」

　ラケルは無言で目を逸そらした。

　相変わらず食い意地の張ったエルフだ……。まあ、何十年も根無し草だった上、気を抜くと食事を忘れてしまうというのでは、食欲に忠実になるのもわからないではないが。

「……とにかく、師匠の好意はありがたく受け取ること。わかった？」

「恩着せがましい……」

「わかった？」

「デコピンを準備するな暴力師匠！」

　……あれ？　と、そこで思う。

　そういえば、隣のフィルが妙に静かだ。休みと聞けば真っ先に騒ぎそうなものなのに。

　隣を見てみると、フィルは何やらそわそわと身体からだを揺らして、俺をちらちら窺うかがっていた。

「フィル、どうした？」

「えっとね。あのね。そのね……」

　直情少女であるフィルが、珍しくまごついている。ますます不思議に思っていると、彼女はじっと俺のほうを見て、弱々しくこう尋ねた。

「……じーくん、わたしと一緒に、お祭り回ってくれる？」

　俺は首を傾かしげた。

「他に誰がいるんだよ？　一人で回ったって面白くないだろ？」

　誘われるまでもなく、俺はそのつもりだったんだが。

「やったーっ！」

　さっきのまごつきは何だったのかという勢いで、フィルが抱きついてきた。俺は癖で【巣す立だちの透とう翼よく】を使って抱き留とめる。フィルも重さを消されるのは慣れたもので、そのままばたばたと足をばたつかせた。

「デートだね！　お祭りデート！」

「誰に吹き込まれたんだよ、その言葉……」

　きっとメイドの誰かだな、と思いつつ、俺は頬ほおを緩めた。







「──『おお、見よ！　「天の剣」が放つ光が、空を黄金に染め上げた！　邪悪なる大蜘ぐ蛛もが、聖なる光に苦鳴を上げる！』」

「『我が名は勇者ラエス！　邪よこしまなる神よ、虚無なる海に還かえるがいい！』」

　壇上の女優が剣を掲げて叫ぶと、広場に詰めかけた観客たちがわあっと歓声を上げた。

「『四勇者の邪神討伐』か。今年はずいぶんとポピュラーな演目だな」

　俺は舞台を遠目に眺めながら、カボチャパイの甘みに舌鼓を打つ。

「有名なの？　あのお話」

　と訊きいてくるフィルの口元は、その手にある串焼きのタレでベタベタだった。ハンカチでそれを拭いてやりつつ、俺は説明する。

「ラエス王国──この国の建国神話だろ？　正確には、大陸列強三国の」

「けんこくしんわ？」

「国ができたときのお話のことだ」

「なるほどー？」

　この国に拘かかわらず、誰もが子供の頃、寝物語に聞かされる物語のはずなのだが……フィルは早くに母親を亡くしたそうだから、そういう機会がなかったのかもな。

『四勇者の邪神討伐』──バカでかい蜘蛛の姿をした邪神と、『四種の神器』と呼ばれる武器を携えた四人の勇者、その戦いを描いた物語だ。

　曰いわく、勇者たちが邪神討伐後に作った国のひとつが、俺たちの住むラエス王国なのだという──王様が英雄だか神様だかの末まつ裔えいを名乗るのは、どこの世界でも同じらしい。

　俺たちは露店で買った食べ物を食い終わると、観客でごった返した広場を後にする。フィルが隣を歩きながら「次はどこ行こっかー！」と楽しそうに俺を覗のぞき込んだ。

「そうだな……。確か『ドワーフのあなぐら亭』で大食い大会やってるって聞いたな」

「ほほー。大食い大会。……ししょーが出てるかも？」

「もし出てたら優勝確定だな」

「行こー行こー！」

　この辺じゃ珍しいドワーフ族の店主がやっている食堂を目指して歩き出す。

　多くの人で賑にぎわう通りの真ん中には、大きな葉が柔らかに広がる樹きが点々と植わっている。ただの街路樹じゃない。この収穫祭のために、精霊術によって育てられたものだ。

　そのものずばり『精霊樹』といい、精霊への感謝と祈りを捧ささげるための媒介だ。有り体に言えばクリスマスツリーみたいなものである。

　精霊樹のそばには睦むつみ合うカップルがちらほら見受けられた。何かしら御利益があるんだろうが、まだまだ縁のある歳としじゃないから、よくは知らないんだよな。

「……ん？」

　精霊樹のほうを眺めているうちに、隣からフィルがいなくなっているのに気が付いた。まさかあのお転てん婆ば娘、勝手にどっか行ったか!?　と慌てて辺りを見回すと、後ろのほうで立ち止まったフィルを見つけた。

　俺は少し戻って声をかける。

「どうした？」

「……あっ。ううん。なんでもないよ！」

　何でもない奴やつは突然立ち止まったりしないだろう。

　フィルが立ち止まったのは、とある露店の前だった。路上のシートに並ぶのは、リボンやシュシュ、バレッタなど、布を使ったヘアアクセサリーの数々だ。

　店主らしき若い女性は『見たければ勝手に見ろ』とばかりに黙り込んでいる。無愛想の極致だったが、商品のほうには細やかなセンスが感じられた。

　素人の趣味とは思えない。仕立て屋の徒弟か何かが修行がてら作ったものを祭りに乗じて売っている、というところか。

　俺はヘアアクセからフィルに視線を転じた。

「欲しいのか？」

「うぇっ!?」

　フィルはなぜか目を白黒させて驚く。

「やっ、そんなっ、わたし……お、女の子っぽくないし……」

「はあ？　なんだそれ」

「み、みんな言うもんっ！　女の子はお淑しとやかなものだって！　もっと女の子らしくしろって！　だから、わたしは……別に、いらないもん、そういうの……」

　拗すねたように呟つぶやくフィルに、俺は意外な気持ちを持った。

　ポスフォード家は大商家だ。その娘であるフィルは、現代風に言えば社長令嬢──その窮屈さは、貴族に勝るとも劣るまい。

　天てん真しん爛らん漫まんで自由奔放に見えるこいつにも、悩みと呼べるものがあったらしい。

　ふむ……。俺は一計を案じて、無愛想な店主に声をかけた。

「すみません、ちょっと試してみても？」

　店主が無言で肯うなずいたので、俺はピンク色のリボンをひとつ手に取る。

「えっ、えっ？　じーくん？」

「別にお淑しとやかになれなくってもさ、見た目から入るってのもひとつの手だろ？　ほら、ちょっと頭下げろ」

「わーっ！」

　ぐいっとフィルに頭を下げさせると、俺は栗くり色いろの髪を一房束ね、それをリボンで留とめる。

　頭の横からちょこんと小さなサイドテールをハネさせたフィルは、その髪先をちょんちょんとつつきながら身を縮こまらせた。

「わ、わたし、似合わないよぉ……こんなピンクのやつ……」

「似合ってるよ。可愛かわいい顔してるんだから何着けても似合うだろ」

「え、えーっ？　わたし、かわいい……？」

「動きさえしなければな」

「もおーっ！　じーくんのいじわる！」

　顔を赤くしたフィルのぽかぽかパンチを、俺は笑いながら手で受け止めた。

　そのリボンは結局、俺が父さんからもらった軍資金で買ってやることになったのだった。







　それからもフィルと一緒に収穫祭を回り、あっという間に日が暮れた。
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　収穫祭は夜になっても続くが、それは大人たちだけだ。フィルの家から迎えが来たので、俺たちのデートはそこでお開きになった。

「また明日ね、じーくん！　……リボン、ありがと」

「ああ。ついでにちょっとはお淑しとやかになってやれよ」

「やーだもーん！」

　連れられていくフィルは笑顔だった。妹弟子の力になってやれたのなら喜ばしいことだ。

　さて。俺の迎えが来るまでには少し時間がある──ちょっとだけ一人で見て回るとしようか。これでも領主の跡取りだしな。視察だ、視察。うんうん。

　理論武装を完了して、騒がしさに導かれるままそぞろ歩く。

　とりわけうるさい広場に足を踏み入れてみると、ものすごい酒臭さが充満していた。うっ……息をするだけで酔いそうだ。

　何をしているのかと思いきや、飲み比べ大会が催されているらしい。空の酒さか樽だると酔い潰れた男たちが地面のそこかしこに転がっている。

「いいぞいいぞおーっ!!」「もっと飲めーっ!!」「見ろ！　顔色ひとつ変わらねえぜ!!」

　観客まで酔っているのか、暴動めいた熱狂ぶりだった。

　なんつー不健全な空間だ。本当に許可取ってんのか？

　訝いぶかりつつ、俺は観客の後ろから回り込んで、会場らしき場所を覗のぞき込んだ。

　そこには長い机が設置されていて、大会の出場者らしき男たちが……男たち、が……？

「…………ぐ、……ぅぷっ…………」

　ばたーん！　と筋骨隆々の男が椅子から転げ落ちた。

　その隣で、空のジョッキを静かにテーブルに置いたのは──

「ごちそうさまでした」

　──青く長い髪を持つ、耳の尖とがった女だった。







「……何やってんだよ、師匠……」

　男たちの熱い歓声を浴びながら広場を出てきたラケルに、俺は呆あきれた視線を送った。

　今し方、何人もの男たちを地に沈ませたエルフは、きょとんと不思議そうに首を傾かしげる。

「何やってるの、ジャック？　フィルは？」

「質問に質問で返すなよ。フィルは迎えが来て、もう帰ったよ」

「そう。楽しかった？」

「師匠ほどじゃないけどな」

　祭りを楽しみすぎだろこの女。物静かな雰囲気に反して、実は祭り好きなのか。

「ちょうどよかった。ジャック、ちょっとこっち来て」

「あ？　うん……」

「ぎゅー」

「うえあっ!?」

　言われるまま歩み寄ると、いきなり抱き枕のように抱き締められた。

　顔面が柔らかなものに埋まり、息ができなくなる。む、胸っ……!?　苦しっ……！

「はあぁ……あったかい……」

「さ、酒くさっ……！　おい師匠！　実はかなり酔ってるだろ！　顔に出ないだけだろ！」

「よってない」

「酔っ払いの常じよう套とう句くだよ！」

　ラケルは俺を湯たんぽ扱いしたまま歩き始める。俺は精霊術まで使って全力で抵抗するが、ラケルはあっさりとそれを抑え込んでしまった。やめろー！　領主の息子の顔を胸にうずめさせたまま往来を歩くなー！

　やがて囃はや子しの音が聞こえてきた。なんとかラケルの胸の谷間から顔を上げると、精霊樹の周りで踊る人々の姿が見えた。

　盆踊りみたいなもので、ああして踊ることで精霊への感謝と祈りを捧ささげるのだ。

　ラケルはそれに目を留とめると、篝かがり火びのそばに座り込んだ。もちろん俺を抱き締めたまま。

　青い髪を篝火が照らし、群青の瞳に黒い影が踊る……。はあ、と酒臭い息を吐きながら、ラケルは飽きることなく、大して面白くもない踊りを眺め続けた。

「……羨ましい……」

　茫ぼう洋ようとした声で、ラケルは独りごちる。

「あなたたちは……自分の……自分だけの、人生を……生きようとしている……」

「……はあ？　そんなもん、誰だってそうだろ？」

　実際にできているかどうかはともかくとして。自分の人生を生きようとするなんて、そんなことは、人として最低限の尊厳だろう。

　ゆえにこそ……それを侵す者は、決して許されない。

　ラケルはちらと俺を見て、言う。

「あなたたちは……精霊術が、それを教えてくれる……」

　恨むように──羨むように。

「でも、わたしは……人の真ま似ねしか、できないから……」

　迷子の子供めいた、頼りのない声で。

「どこから来て……どこに行こうとしているのかも……よくわからない」

　ぽつぽつと紡がれる、その言葉の空虚さに──俺の胸が、ぐっと詰まる心地がした。

　虚無と暗黒には、大きな隔たりがある。

　俺の五年間はただの暗黒で。手探りすら許されなかった袋小路で。

　しかし、それでも、その空虚さに、その虚無に──言葉に滲にじんだ諦念に、何もできなかった悪夢の日々が、一瞬だけ、脳裏に連想されたのだ……。

「……俺は、師匠のほうが羨ましいよ」

「え……？」

　茫ぼう洋ようとしていた群青の目がぱちくりと瞬まばたいて、俺に焦点を結んだ。

　逆に俺は、目を逸そらして続ける。

「八〇年も、旅をしてきたんだろ。たとえ当あて所どのない旅だとしたって……あんたはその足で、その目で、世界を見てきたんだろ。それってきっと、すごく贅ぜい沢たくだ」

　少なくとも、五年間、暗い部屋しか知らなかった俺にとっては。

「いい機会だし、教えてくれよ、師匠。あんたがどんな場所に行ってきたのか──八〇年も旅をしてるのは、きっと世界中探したって、師匠くらいなんだからさ」

　ラケルはじっと俺の顔を見て、それから淡く笑みを滲にじませた。

「……本当、生意気な弟子」

「鬼みたいな師匠に比べればマシだな。──いでっ！」

　ラケルはデコピンをすると、抱き上げていた俺を隣に座らせる。

　そして、高く遠く星々が煌きらめく、秋の夜空を見上げた。

「どんな話が聞きたい？」

「そうだなあ。じゃあせっかくだし、よその祭りの話とか」

「そうね……。それじゃあ、大陸から遠く西に離れた島に、聞いたこともない精霊を崇あがめる村があったんだけど──」

　俺はこの日から、事あるごとにラケルにせがみ、彼女の八〇年間に亘わたる旅路の物語を語り聞かせてもらうようになったのだった。






可愛かわいい幼おさな馴な染じみや巨乳エルフな師匠と仲良く混浴したあと添い寝する回









　狼おおかみの強きよう靭じんな足が、降り積もった枯れ葉を蹴散らしていく。

　肌を刺す冷気を意識の外に追いやり、俺は跨またがった狼の筋肉の動きを感じた。荒々しい川のような力の流動。それが刹那、ずおんと波打つように膨らみ、

　──今！

　狼が急激に右に転進する。横ざまのＧが俺を激しく振り回す──ことはなかった。俺は姿勢を微動だにさせないまま、狼が走る先を見み据すえ続ける。

　前方の地面が、不意に黒くなった。

　影。丸い。──岩！

　地面が揺れ、枯れ葉が飛沫しぶきのごとく舞い上がった。灰色の大岩だった。突然降ってきた大岩が、俺と狼の行く手に立ち塞がったのだ。

　避よける──のは間に合わない。止まる──のも間に合わない。

　狼の頭が、硬い大岩に激突する。

　──瞬間に、俺は自分自身と狼を浮遊させた。

　それにより、狼は岩に額をつけた状態でピタリと停止する。

　大岩が行く手を塞いでから、俺が術を発動するまで──

　おおよそ、０・５秒だった。







「ダメ。今のは《玄鳥つばくらめ》を使えば避よけられた」

　狼おおかみと一緒に戻った俺を出迎えたのは、お師匠サマのダメ出しだった。

「……師匠。質問があるんだが」

「なに？」

「最初に比べて三倍も速くなったんだから、少しくらい褒められてもいいと思わないか？」

「よしよし」

「犬と同じ褒め方！」

　俺は頭を撫なでる手を振り払った。ちょっと嬉うれしくなっている自分が情けない……。

　ラケルと一緒に森の中の原っぱに戻ってくる。そう、行き倒れたラケルを見つけた原っぱだ。森の中での訓練が多くなったので、最近はここが拠点になっていた。

「あ、二人ともおかえりー」

　切り株に腰掛けたフィルがこちらを振り返る。

　彼女の前には、野ウサギの群れがいた。

　ざっと見て三〇匹はいる。しかもただ群れているだけじゃない。軍隊さながらの隊列を組んで、一糸乱れぬ動きで右へ左へと行進しているのだ。

「ぜんた[image: ][image: ][image: ][image: ][image: ]い、止まれっ！」

　フィルの号令で全員がピタッと停止する。

　野ウサギのマーチと言うとメルヘンな響きだが、その様はどこか物々しさを感じさせた。

　ラケルがそれを見て、「……うん」と肯うなずく。

「だいぶ指揮に慣れてきてる。フィル、えらい」

「へへ～！　でしょ～!?」

「うおい！　フィルは素直に褒めるのか！」

「だって、フィルは可愛かわいいから」

「ふふ～！　わたしかわいい～♪」

「ジャックは可愛げがない」

「じーくんはかわいげがな～い♪」

　贔ひい屓きだ！　雇い主とうさんに言いつけるぞこのアマ！

　ラケルはひとしきりフィルといちゃいちゃすると、

「まあ、冗談はさておき……二人とも、だいぶ上達した。特にジャックは、才能をかさに着たクソガキだった頃とは大違い」

　そんな風に思ってたのかよ。

「ついては……ジャック。あなたに、わたしから一つ、プレゼントがある」

「プレゼント？」

「そう。これからもっと強くなるためのもの」

　もっと強く……。

「たぶん、明日には渡せると思う。楽しみにしておいて」

「え～！　なんだろうね～！」

　俺より楽しそうにフィルが跳ねた。まあこいつはいつでも楽しそうなんだが。

　もっと強く、か……。くそう、普通にわくわくする。ラケルのくせに味なマネを。

「じゃあ、今日はここまで」

　いつものあっさりとした宣言で、俺たちは屋敷へと戻った。





　　　　†






　リーバー邸の応接間で、二人の男が向かい合っている。

　ジャックの父親カラム・リーバーと、フィルの父親チェルノ・ポスフォードである。

「……また『真しん紅くの猫ねこ』の連中ですか」

「ええ……。これで今月三回目です。我が商会のキャラバンも一隊やられました」

　二人の面持ちは、子供らの前では決して見せない深刻さに満ちていた。

「リーバー卿きよう、くれぐれもお願いしますぞ。これ以上は看過できません」

「わかっています。我が領地ダイムクルドで、これ以上の勝手はさせません」

　声音は静かながら、カラムの双そう眸ぼうはかつて精霊術師として活躍していた頃のそれに戻っている。……すなわち、狩るものを見定めたときの目に。

　二人はソファーから立ち上がった。そろそろ彼らの子供たちが帰ってくる頃だ。

　カラムが応接間の扉を開けると、廊下には当の子供らがいた。





　　　　◆






　応接間から出てきた父さんが、俺たちに気付いて足を止めた。

「おお、帰っていたのか。今日の修行はおしまいか？」

「はい。気温も下がってきたので」

　ラケルが答え、「ところで」と続ける。

「……先ほど、『真紅の猫』と聞こえましたが」

「む、知っているのか、ラケルさん」

「他の土地で、噂うわさを」

「そうか。最近ここらでも活動しているようなのだ。くれぐれも注意してくれ」

「わかりました」

　ラケルと父さんの間では会話が成立していたが、俺にはいまいちピンと来なかった。

　さっきドア越しに、何やら真剣に話しているのが少し聞こえたが、その話だろうか？

「あの……『真しん紅くの猫ねこ』というのは？」

　俺がそう尋ねると、父さんは「む」と言い淀よどむ。

「それは……」

「有名な盗賊団の名前」

　渋っていた父さんをよそに、ラケルがあっさりと告げた。

　父さんが驚いてラケルを見る。

「……言ってしまってもいいのか？　怖がらせるだけだろう」

「今のこの子たちなら、ちゃんと自衛できます……警戒さえしていれば。きちんと説明したほうが安全かと……」

「そうか。君が言うならそうなんだろうな」

　父さんに肯うなずきかけると、ラケルは中腰になって俺とフィルに目線を合わせた。

「『真紅の猫』は、ここ何年か、ラエス王国の各地で暴れてる盗賊団。規模は大体三〇人前後って言われてて、単純な略奪から人攫さらいまで、何でもやる。基本、筋肉自慢の男ばっかりだけど……頭領は、精霊術師としても一流の、女。その首には、一〇年は遊んで暮らせるくらいの賞金がかかってる」

「へえ……」

　精霊術師の女盗賊か……。

「二人とも、暗いうちは絶対に外に出ないこと。明るいうちでも警戒を欠かさないこと。万が一何かあったら、それを必ずわたしたちに知らせること。わかった？」

「わかった」「はーい！」

　俺たちが素直に返事をすると、父さんとポスフォード氏が苦笑して肩を竦すくめた。

「実の父親も形無しだな」

「ですな。すっかりラケルさんが親代わりだ」

「あっ……その、すみません」

　ラケルが慌てたように頭を下げる。まあいつも通り、表情は薄いんだが。

「いや、いいんだ。俺たちは仕事柄、構ってやれないことも多い」

「ええ。むしろラケルさんの弟子になって以来、手がかからなくなって助かっているくらいですぞ！　ほっほっほ！」

「これからも子供たちを頼むぞ、ラケルさん」

「……ありがとうございます」

　父さんは微笑ほほえんで肯くと、俺とフィルの前にしゃがみ込んだ。

「そういうわけで、最近は物騒なんだ。今日はもう暗くなるから、フィリーネちゃんはお父上と一緒にウチに泊まっていきなさい」

「えっ！　お泊まりしていいの!?」

　フィルが確認するように父親を見ると、ポスフォード氏は柔和に笑って肯いた。

「やったー！　お泊まりだーっ！」

「うわっ!?」

　フィルが急に抱きついてきた。癖で【巣す立だちの透とう翼よく】を発動し、ふわりと受け止める。

「何して遊ぼっかなー！　ね、じーくん、何しよっか？」

「とりあえず離れてほしい」

「えーやだー」

「頬ほおずりするなーっ！」

　この利かん坊め……！

「遊ぶ前にお風呂」

　ラケルがそう宣言して、俺からフィルを引っぺがした。

「まだ汚れたまま。何するにもお風呂に入ってから」

「あ、そっか！　じゃあ三人で一緒に入ろーよ！」

「は？」

　何言ったコイツ。

「いやいや、俺おとこ──」

「わかった」

「わかった!?」

　お師匠サマがおわかりになられてしまったんですけど？

「いや、あの……師匠？　俺、男なんですけど……」

「あと百年成長してから言って」

「エルフの時間感覚で言うな！」

　そんなわけで、三人での混浴が半ば強制的に決定した。







　俺は速攻で服を脱ぎ去り、二人が着替え始めるより先に浴場に突入した。

　女子二人と同じ空間で服を脱ぐって行為には耐えられそうにもなかったし、それに、あの二人もさすがにタオルで身体からだを隠すだろうから、先に入ってしまえば被害も最小限で済もうというものだ。

　ヘタレと笑わば笑え。こちとら前世含めて約三〇年、女性経験まったくな……な……な……なし、とは言い切れないけど、俺の中でアレはノーカウントだ。バレンタインチョコだって身内はノーカンだし、アレもノーカン。

　……嫌なことを思い出してしまった。

　俺は湯を木き桶おけに汲くみ、頭から被かぶった。

「わー！　ひっろーい！」

「フィル、走っちゃダメ。こける」

「あわっ!?」

　フィルがこける音がして、またやってる、と俺は無警戒に振り返った。

　瞬間、心臓が破裂しかかった。

　入口のほうからぺたぺたと歩いて、こけたフィルに歩み寄る、ラケルの姿。

　一瞬、シルクのタオルでも全身に巻いているのかと思った。そのくらい白く眩まぶしい、それは初めて見る、彼女の裸体だった。

　フルオープン。隠そうとする気配すらなし。

　俺は自然と、ごくりと息を呑のんでいた。全身が強こわ張ばり、どんどん熱くなっていく。心臓の音がうるさいほどで、今に壊れてしまいそうにさえ思えた。

　視線を無意識に、爪先から上部へと滑らせる。

　しなやかなふくらはぎから、肉付きのいい太ふと腿もも、そして安産型のお尻へと至る曲線は、白磁めいた肌と合わさってまるで芸術品だ。美術館に飾ってあったって驚きはしない。

　そこからさらに視線を登とう攀はんさせれば、砂時計のようにくびれた腰が目に入ってくる。贅ぜい肉にくなんて少しも見当たらない薄いお腹なかに、可愛かわいらしく佇たたずむ小さな臍へそ。それに目を奪われていると、もうすでに、視界の上に丸いものが見切れていた。

　大丈夫か？　見てもいいのか？　誰にも怒られないか？　天罰が下ったりしないか？

　激しく躊ちゆう躇ちよしながら、しかし俺は、視線を上向けることをやめられない──

　二つの、乳房があった。

　ラケルの。メロンほどもある。薄青く血管の浮いた。歩くたびに柔らかそうに波打つ。作り物のようなお椀わん型で。桜色の花弁がツンと──
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　あう、うあ、うああああああああああ!!

　なんっ、なんだこれ！　目から脳にマグマのようなものが流れ込んでくる！

　それは、どこか懐かしいような感覚でもあった。そう、そうだ、これは生まれて初めてエロ画像を見てしまったときのそれを、何倍にもしたような──

　そっか。

　俺、マジで七歳なんだ。

　精神はともかく、身体からだは完全に七歳なんだ──そして、そういう欲はもちろん、心のみならず身体の影響も強く受けるわけで。

「……？　どうしたの、ジャック」

　呆ぼう然ぜんとしている俺を不審に思ったのか、ラケルが近付いてくる。

　ばるるんばるるんと揺れる二つの塊に目が釘くぎ付づけになって、俺は思わず手を伸のばしてしまいそうになった。

　だっ、ダメだダメだダメだ落ち着け落ち着け！

　揺れながら迫るそれに俺は恐怖すら覚えて、脱だつ兎とのごとく逃げ出した。広い湯船に頭から飛び込む。全身を包んだ熱いお湯は、しかし今の俺の身体に比べれば温ぬるく感じた。

「こら、飛び込むな」

　軽く注意だけして、ラケルは椅子に座る。先に身体を洗うみたいだ。

　俺は湯船の縁から目を出して、その様子をじいっと窺うかがう。

　ラケルは掛け湯をした後、左腕、右腕と順番に洗う。それから足に行くかと思いきや、

「んしょっ……」

　重そうに自分の胸を持ち上げて、その下を擦こすり始めた！

　うわっ、うわっうわっ、うわああああ……。指が食い込んでる。水風船みたいに形がぐにぐに変わる。あ、あんな風になるんだ……。

　バクンッ、バクンッ、という大きな心臓の音を耳の奥で聞きながら、俺は目を皿のようにした。もう躊ちゆう躇ちよなんてない。滑らかな肌を伝う水滴の一つ一つを、体勢によって形を変える曲線のすべてを、網膜に焼きつけることしか考えられなくなっていた。

　目覚めだ……。目覚めの時だ……。

　もう認めざるを得ない。ジャック・リーバーは、ラケルによって性を目覚めさせられてしまったのだ。

　もし思春期になってもラケルと一緒だったら、俺、どうなっちまうんだ……？　多感で元気な時期にあんなのがそばにいて、果たして俺は耐えられるのか？　ラケルはエルフだから、俺が大人になっても十六～七歳の見た目のままなんだよな……。

　前まえ屈かがみになってぶくぶくと水面を泡立たせていると、

「──じーくん、なんでししょー見てるの？」

　つるつるてんの大平原が、ラケルの姿を遮った。

　俺は口を湯から出して、じろりと全裸の七歳女児──フィルの顔を見上げる。

「……しゅ、修行の一環だ。いい弟子は師匠から見て盗むものなんだ」

「ほほーん？　じゃあ、わたしもいっしょにやる！」

　ざぶーん！　と隣に飛び込んだフィルは、俺と同じようにして、ラケルが身体からだを洗うのを観察し始めた。

「ほほーう。ふうーん？　なるほどー」

「……何か盗めたのか？」

「ししょーは大人だねぇー。おっぱいおっきーい」

「…………それな」

　あの大きさで着やせするタイプなのがすごいよな。いつもは野や暮ぼったいローブを着ててボディラインが目立たないから、脱いだときのインパクトがすごいっていうか。

「……むーん？」

　フィルが急に不思議そうな声を出したので、視線を隣に向けた。

　瞬間、湯船の中にも拘かかわらず、冷たい汗がぶわっと滲にじむ。

　フィルの視線が、お湯の中に向いていたのだ。

「んんんー……？」

　難しそうに小首を傾かしげるフィル。その顔はまるで、まったく未知のものを目にしたときのそれのようで──

「──ねえーっ！　ししょーっ！」

　対処しようと思ったときには手遅れだった。

「じーくんのおまたに棒みたいなのがあるよーっ？　これなあにー!?」

　興奮で上がっていた体温が瞬く間に急降下。

　呼ばれたラケルもピキリと固まってから、ゆっくりとこちらに振り返る。

　ラケルが深い海のような目を大きく見開いた。俺は再び、今度は羞恥で体温を上げて目を逸そらす。このとき、本能的に股間を手で隠してしまったが、すぐに墓穴だと気付いた。

　視界の端で、エルフ特有の長く尖とがった耳が、真っ赤に染まっていく。

　……か、可愛かわいい……。

　僭せん越えつながら、俺はそんな風に思ってしまい、ますます収まりがつかなくなった。

「？？？」

　相変わらず不思議そうな様子のフィルだけを取り残して、ばつの悪い空気になる俺とラケル。しかし、さすがは師匠と言うべきだろう。この空気を打破すべく、ラケルのほうから震えを帯びた声で切り出してくれた。

「…………ジャック。説明してあげて」

　って俺任せかよ！

「……嫌だよ。そういう教育も師匠の勤めなんじゃないですかねー？」

「……どうしてそんな意地悪言うの。そんな子に育てた覚え、ない」

「経験の豊富さを買われて雇われたんだろ。それを教えりゃいいじゃん」

　ラケルはむっつりと黙り込んで、

「………………そんな経験、ないのに………………」

　拗すねたような呟つぶやきは、しかし風呂なのでよく反響した。

　……へえ、ないんだ。まあどっちでもいいけど。

　ラケルは諦めたように溜ため息をつくと、たっぷりの躊ちゆう躇ちよを含んだ声で言う。

「…………フィル、ちょっと来て」

「ほえ？　はーい！」

「ジャックは明日の基礎メニュー五倍だから」

「はあ!?　なんで!?」

「師匠をいやらしい目で見た罰」

　悲痛な叫びを上げる俺をよそに、ラケルはフィルにこしょこしょと教育を施すのだった。







「今日はじーくんとししょーと三人で寝ます！」

　夕食後に行われたフィルの力強い宣言によって、そういう運びになった。

　メイドたちがわざわざベッドの準備をしてくれて、部屋を出ていく。

「本当に仲がよろしくていらっしゃるわ、あのお三方は」

「ね！　まるできょうだいみたい」

「ジャック様は将来、ラケル様かフィリーネ様のどちらかをお嫁にもらわれるのかしら？」

「フィリーネ様でしょ？　ラケル様は年上じゃない」

「馬鹿ね。ラケル様はエルフなんだから、あと何年かすればジャック様が追いつくわよ」

「どちらと結婚されるにしても、美男美女の夫婦になるよね～、きっと！」

　聞こえているぞメイドたちよ。もう少し部屋を離れてから喋しやべれ。

　今更メイドの噂うわさ話ばなしに目くじらを立てたりはしない。あれは彼女たち共通の趣味なのだ。

　ぼふんっ！　とフィルがいの一番にベッドに飛び込む。

「ふかふか～♪　じーくんとししょーもおいでよー！」

「これから寝るって奴やつのテンションじゃないな……」

　俺は苦笑しながらベッドに入る。

　続いてラケルも入ってきて、川の字になった。身長的に、ラケルが真ん中だ。

「灯あかり、消すぞ」

　近いほうにいた俺が、ベッドサイドのランプを消した。

　真っ暗になる。窓からかすかに射さし込む月明かりだけが、室内をほのかに照らしていた。

「ふふ～♪　ししょー、あったか～♪」

　俺は遠慮してラケルから少し身を離していたが、フィルはぎゅーっとくっついていた。

　本当に……親子みたいだ。

　そう思うと、頭の奥のほうがチリリと痛んだ。

　瞼まぶたの裏に、記憶らしき光景がチカチカと瞬く。

　幼かった頃──俺が本当に七歳くらいだった頃。

　自分と、母親と──妹とで、三人一緒に眠った記憶。

「……師匠」

　恥と呼ばれる感情が、瞬間的に吹き飛ぶ。

「もう少し、寄っても……いい、かな？」

　言ってから恥ずかしくなって、ラケルの顔を見られなかった。

　けど……なんとなく、微笑ほほえんでくれたような気がする。

「……ん。いいよ」

　俺はゆっくりと身を寄せて、腕をラケルの細い身体からだに回していく。

　……あったかい。安心する……。

　ラケルの柔らかな身体に目一杯顔を埋うずめて、その甘い香りを吸い込んだ。やってから思いっきり変態行為だと気付いたけど、興奮するどころか、むしろ気分が落ち着いた。

　その温ぬくもりが、香りが、もっともっと欲しくなる。いい抱きつき方を模索して、ごそごそと腕を動かしていたら、

「──ぁんっ」

　小さな声で、ラケルが鳴いた。

　言ったというより、鳴いたって感じだった。

　びっくりした俺だったが、落ち着いて状況を把握すると俺のせいだった。

　いつの間にか、ラケルの大きな胸を鷲わし掴づかみにしていたのだ。

　たぶん掴みやすかったんだと思う。

　恐る恐る視線を上げると、ジト目に出迎えられた。

「…………………………えろがき」

　もう一回揉もんだらどうなるのかなー、みたいなことを考えていなくもなかった俺だが、さすがにえろがき呼ばわりされては二度目は不可能だった。

　ラケルはくすっと笑って、フリーズしていた俺を自分から抱き寄せる。

　そして、耳元で囁ささやくのだ。

「明日、基礎メニュー一〇倍」

「ぎえーっ!!」

　ご、ご勘弁を……。

「あー！　二人で楽しそうにしてるー！」

　反対側にいたフィルがラケルを乗り越えてきて、俺とラケルの間に潜り込んだ。

「ねえ、何の話してたの？」

「ジャックが、わたしのおっぱい触ったの」

「うわー。じーくんえっちだー」

「わざとじゃないんです……本当なんです……」

　極めて肩身の狭い男ひとり。

「わたしのならいっぱい触っていいよ！　ほらほら！」

「……うーん。肋ろつ骨こつの感触が心地いい」

「きゃううっ！　くすぐったーい！」

　フィルをこちょこちょしてじゃれていると、ラケルが音もなく微笑ほほえんだ。

「なんか……いいね。幼おさな馴な染じみって」

「ん？」

「あなたたちはこれから、同じ速度で成長して、隣同士で人生を歩んでいく。そういうのって、なんか……すごくいい」

　そんなにいいものか。いまいちピンと来ない。……前世でも、幼馴染みがいたからかな。

「ししょーもおさななじみだよーっ！　だって仲良しだもんっ！」

　フィルがぎゅっとラケルに抱きついて言うと、ラケルもまた姉のように微笑んで、小さな身体からだを抱き返す。

「そうね。わたしたちは、仲良しだから」

「うん！　ししょーもじーくんも大好き！」

「フィルは、ジャックのどんなところが好きなの？」

「えー？　えっとね、えっとねー。お菓子を分けてくれるところでしょー？　一緒にお散歩してくれるところでしょー？　かけっこしてくれるところも好きだしー」

「飼い犬みたいな理由ばっかりだな……」

　俺はお前の飼い主じゃないぞ。神出鬼没なところはどちらかといえば猫だが。

「あとね、あとね…………わたしにだけは、すっごく優しいところ」

　不意に、鼓動が乱れた。

　その声にだけ……なんというか、艶みたいなものを感じたのだ。

　ラケルは微笑んで、俺のほうを見やった。

「確かに、ジャックって、フィルには甘いところある」

「だよねっ。だよねっ」

「そうか……？　自覚はないんだけど……」

　ただ俺がフィルの強引さに折れてるだけのような気が。

「じゃあフィルは、大きくなったら、ジャックのお嫁さんになるの？」

　お師匠サマが、張本人の前で非常にストレートな質問をなさった。

　子供にもいたたまれなくなるときはあるんだぞ！

「あの……えっと……あのね……？」

　フィルには珍しく、歯切れが悪い。

　視線をちらちらとこちらにやり、口をもにもにさせている。

　それに……暗くてよく見えないが──顔、赤くなってる？

　あのフィルが？　恥ずかしがって？

　フィルはしばらくの間、黙り込んだり、うーうー唸うなったりして──やがて。

「…………………………………うん」

　と──蚊が鳴くような、か細い声で。

　しかしはっきりと、答えたのだった。

「……そっか。じゃあ、立派なお嫁さんになるために、頑張ろう」

「うんっ」

「ジャックも、立派な旦那様になれるよう頑張るように」

「は、はい」

　……あれ？　今、流れで結婚することにならなかったか？

「えへへー♥」

　フィルは嬉うれしそうに、あるいはくすぐったそうにはにかんでいる。

　……まあ、いいか。

　俺は幼おさな馴な染じみの笑顔を見て、そう思うことにした。







　現実と夢の境を行ったり来たりしていた俺を、小さな声が現実側に引き戻す。

「（じーくん、じーくん）」

　ゆっくりと瞼まぶたを開けると、至近距離にフィルの顔があった。

　さっきあんな話をしたこともあって、自然と心臓が跳ねる。

「おまっ、ちかっ……！」

「（しーっ）」

　フィルは口の前に人差し指を立てたあと、ラケルを指差した。

　あの豊かな胸が、規則的に上下している。寝ているようだ。

　ラケルを起こすなってことか？

　フィルが毛布の中に潜り込んで、俺の寝間着をちょいちょいと引っ張った。

　俺も来いと？　まあ内緒話をするなら、毛布の中のほうがいいのか。

　俺も毛布の中に潜り込んだ。

　当然ながら真っ暗。俺とラケルとフィルの体温で、かなり暑い。……けど今は、より近いフィルの温かさを、特に強く感じた。

　暗闇の中に、息遣いが聞こえる。

　定期的に、生暖かい空気が俺の唇に当たった。

　フィルの息だ。

　闇に慣れた目が、ほんの数センチ先にあるフィルの顔を映し出す。

「（静かにね）」

　フィルはこしょこしょ声で話し出した。彼女が声を出すたび、湿った息が唇に当たる。

「（な、なんだよ。何か話でもあるのか？）」

　内心の動揺を押し隠して、俺は言った。

　……落ち着け、相手は七歳児だろ。

　俺も七歳児だから、普通の反応かもしれないけど。

「（えっと、あのね？）」

　フィルが唇を動かすたび、俺のそれと触れてしまいそうで、俺の集中力は半分くらいそっちに持っていかれてしまった。

「（ししょーがね、じーくんにプレゼントがあるって言ってたよね？）」

「（あ、ああ。言ってたな）」

「（思いついたんだけど……わたしたちも、ししょーに何かあげられないかなーって）」

「（プレゼントを？）」

「（うん）」

　そんなこと考えてたのか、こいつ。

　いつもは人のおかずやらお菓子やらパクってばっかなのに。

「（いいんじゃないか？　師匠も喜ぶと思う）」

「（やった！　じゃあ次のお休み、一緒に買いに行こ？）」

「（ああ、いいぞ）」

「（約束だよ！）」

　小指を出してきたので、自分の小指を絡ませる。

　そして小さく振ってから、離した。

　この内緒話も、それで終わり──

「（……えと、それと）」

　少しの名残惜しさを覚えた瞬間に、フィルが言葉を継いだ。

「（さっき……あの、言ったよね……？）」

「（な、何を……？）」

「（立派なお嫁さんになれるように、って。立派な旦那様になれるように、って）」

「（まあ、うん）」

　俺がぎこちなく肯うなずくと、フィルはもじもじと目を泳がせた。

「（だからね、その、メイドさんにね、聞いたんだけど…………）」

　俺には一瞬、何が起こったのかわからなかった。

　暗闇の中に薄く浮かぶフィルの顔が、不意に近付いて──

「（……えへ。えへへ）」

　顔を離したフィルは、誤ご魔ま化かすようにはにかんだ。

「（『ふーふ』は、こうしなきゃいけない……んだって）」

「（しなきゃいけない……のか）」

「（う、うん。しなきゃいけない……の）」

　何も考えられなかった。

　気付いたとき、俺は、自分からフィルに顔を近付けて──

　一センチ先で、フィルが長い睫毛まつげをぱちぱちさせる。俺は数秒して顔を離すと、言い訳するように囁ささやいた。

「（しなきゃいけない……んだろ？）」

「（そ、そだ……ね）」

　唇に当たる息が一瞬途切れる。代わりにもっと温かなものがつっつくように触れる。フィルの大きな目がすっと閉じて、ぱちっと開いて、悪戯いたずらっぽい輝きを瞬かせながら俺の瞳を覗のぞき込んだ。

「（しなきゃいけない……から）」

「（だよ……な）」




　毛布の中の暗闇で。

　三人分の体温に包まれて。

　お互いの吐息で湿った空気の中。

　すぐ隣で眠るラケルを起こさないように──




　それが、俺の。

　今世での、ファーストキスだった。
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禍福は糾あざなえる縄の如ごとし









　──雪が降っている。

　家々の屋根は一様に白く染まり、遠くに見える山はまるで大きなかき氷。

　電信柱の根本に溜たまった白い雪が、このときの俺にはとても旨うまそうに見えたけど、さすがに一〇歳にもなると、それをしないくらいの分別はついていた。

『かんせーい！』

　雪だるまの胴体に、手となる枝をぐさっと突き刺して、彼女が言った。

　その隣には七歳の妹がいる。彼女に半ば強引に雪だるま作りを手伝わされたのだ。

『えー、では、完成をしゅくしましてー……ばんざーい！　ばんざーい！』

　彼女にはテレビで見たことをすぐに真ま似ねする癖があった。今日は選挙に勝った政治家の真似だった。いつも唐突なので、たいてい誰も乗っていかない。今回もそうだった。

　彼女は首を傾かしげると、妹の両手を掴つかんだ。

『ほら、××ちゃん。ばんざーい！　ってやるんだよ？』

『……ばんざーい？』

『そうそう。ばんざーい！』

『ばんざーい！』

　そうして、二人ともきゃっきゃと笑う。

　そんな二人を、俺は胴体しかない雪だるまにもたれながら眺めていた。

　雪だるま作り競争は、彼女と妹連合軍の圧勝に終わったのだった……。




　──それは、擦り切れた記憶の断片。

　──悪夢の彼方かなたに消えた、幸せだったはずの思い出。





　　　　◆






　チュンチュンチュン、と小鳥が軽やかに鳴いていた。

「……まぶし……」

　瞼まぶたを刺してくる光を拭うように、俺は手で目を擦こする。

　……朝か……。何だか、ずいぶんと懐かしい夢を見ていたような気がする……。

「ん……んぅ……」

　声に横を向けば、すぐ隣に、フィルの顔があった。

　睫毛まつげがぴくぴくと動き、ゆっくりと持ち上がる。

　大きな瞳が、ぼんやりとしたまま、間近から俺を見つめた。

「……じーくん……？」

「おはよう」

「おはよ。……あ」

　挨拶を返してから、フィルは不意に顔を赤くした。

　毛布を手繰り寄せて、口元を──唇を隠す。

　その仕草を見て、昨夜、寝る直前にしていたことを思い出し、俺も顔が熱くなった。

「……えへへ」

　フィルはそれを見て安心したかのように、ふにゃっと力の抜けた笑顔になる。

　俺は恥ずかしくなって目を逸そらした。……ああくそ、まともに顔も見れやしない──

「──おはよう、二人とも」

　心臓が口から飛び出るかと思った。

　窓際の椅子で、ラケルが髪を梳とかしていたのだ。先に起きていたんだろう、もう寝間着からいつものローブに着替えている。

　俺とフィルは慌てて身を起こした。

「お、おはよう……ございます、師匠」

「ん。なんで朝から敬語？」

「あ、いや、なんとなく……」

「ふうん」

　そう言って、ラケルは俺とフィルを流し見た。

「二人とも、本当に仲良し」

「「えっ？」」

「わたしが起きたとき、あなたたち、手を繋つないだまま寝てたから」

「え、あ、それは……」

　フィルが俺の寝間着の裾をくいくいと引いた。

「（ないしょっ）」

　……そりゃまあ、睡眠中のあなたの隣で延々と飽きもせずチュッチュチュッチュしてましたとは言えないよな。

　俺の返答は特に待っていなかったのか、ラケルは髪を梳かすのを終えると立ち上がった。青い髪が朝日を透かして、ふわりとカーテンのように揺れる。

「じゃあ、わたしは行くから。二人はもう少し寝ててもいい」

「あ、うん。わかった」

「それじゃ」

　と言って、ラケルは部屋を出ていった。

　バタン、とドアが閉じる。

　二人、取り残された俺とフィルは、お互いの顔を覗のぞき見た。

「……えと」

「うん」

「あー……ははは」

「へへへ」

　お互いに意味のないことを言って、お互いに意味もなく笑ってみる。

　昨夜のことは、正直、夢のようにあやふやだ。

　昨日の昼間まで、フィルをそういう対象として見たことがあったかどうかさえ曖昧だったのに、あのときだけは、彼女が可愛かわいく見えて可愛く見えてしょうがなかったのだ。

　……実のところ、今も、その気持ちがちょっと残っている。

　残り香みたいに。

　後味みたいに。

「……フィル」

「あぅ。……じーくん？」

　気付くと、俺はフィルの頬ほおに片手を添えていた。

　指に彼女のさらさらの髪を絡ませる。

　昨夜はずっと存在した感触が、今はない。……その齟そ齬ごが、痒かゆいくらいにもどかしい。

「あー、えっと……」

　まあ、やっぱり、許可は取ったほうがいい、よな……？　でも、なんて言えば……。

「えへへ」

　俺が迷っていると、フィルがはにかむように笑った。

「いーよ？」

　心臓が痛いくらい跳ねる。

　フィルの長い睫毛まつげが、澄んだ瞳が──ほのかに紅潮した頬が、濡ぬれたように見える唇が。

　──何もかも、輝いて見えた。

　あ。

　俺……こいつのこと、好きだ。

　一つ唾を飲んで、ゆっくりと顔を近付ける。

　フィルが瞼まぶたを閉じたので、慌てて俺も閉じる。

　彼女の温ぬくもりを感じ、湿った息が半開きの唇に当たった。

　そして──




「ごめん、一つ言い忘れてた」




　──部屋の扉が開く音と同時に、俺たちは飛び離れた。

　俺は勢い余ってベッドから転げ落ち、背中を激しく床に打ちつける。

「……何してるの、ジャック」

　扉を開けたラケルが、呆あきれたような目で俺を見下ろした。

「い、いや、ちょっと寝ぼけてて……」

「たるんでる。わたしが暗殺者だったらもう死んでる」

「す、すみません……」

『たるんでる』の中でも究極のそれだったので口答えはできない。

「し、ししょーっ！　言い忘れてたってなぁに？」

　フィルが助け舟を出してくれると、ラケルも「ああ、そうそう」と話を戻した。

「今日、わたし、急用が入ったから、午前中は修行お休み」

「急用？」

　俺が起き上がりながら訊きくと、ラケルは肯うなずいた。

「昨日言ったプレゼント。準備できたみたいだから受け取ってくる。午後には帰ってくるから、それまでは遊んでてもいい」

「それじゃ」と言って、ラケルは今度こそ去っていった。

　プレゼントか……。なんだろうな？

「じーくん」

　首を捻ひねっていると、ベッドの上に座ったままのフィルが呼びかけてくる。

　フィルは目を泳がせ、栗くり色いろの髪を指でちりちりいじりながら、ちらっとこっちを見て、

「……もっかい、やり直す？」

　困ったように笑いながら、小さく首を傾かしげた。

　ラケルが来る前にやろうとしていたことを思い出し、俺はまた顔が熱くなる。

　やり直したいかと言えばやり直したいが……でも、またイチから……あー、うー……。

「…………ま、また今度……」

　顔を逸そらしながらかろうじてそう言うと、フィルは恥ずかしそうにはにかんだ。

「わかった。……また、今度ね？」

　たった一日で、たった一晩で。……こんなにも、見え方が変わるものなのか。

　もうフィルが何を言ってもドキドキする。

「──あっ、そうだ！」

　不意にフィルが大きく声を上げて、ベッドから飛び降りた。

「ししょー、午前中はお休みだって言ってたよねー？　だったら今から行こ！」

「行く？　って？」

「忘れちゃったの？　ししょーにあげるプレゼント、一緒に買いに行こって！」

　ああ……そんな話もしたんだった。そのあとに起こったことが強烈すぎて忘れてた。

「よし、行くか。師匠もちょうどプレゼントを取りに行ったし、それと交換する感じで」

「ようし！　行こーっ!!」

　すっかりいつもの感じに戻って、フィルはそう宣言した。







　──それから、およそ六時間後。

　俺は冷たい石の床の上で目を覚ました。

「う……いっつ……！」

　ゆっくりと起き上がりながら、後頭部をさすった。じんじんと痛む。何かにぶつけたのだろうか。そのせいか、直前の記憶が曖昧だった。

　なんだ……？　俺、どうしてこんな、床の上で寝て……。

「んんっ……」

　隣から声が聞こえた。見ると、フィルがうつ伏ぶせに倒れていた。

「フィル!?　おい、大丈夫か!?」

「いてて……。はれ？　じーくん……？」

　慌てて抱き起こすと、フィルはぼうっとした顔で俺を見上げる。

　……怪け我がはしてないみたいだ。よかった……。

「じーくん……ここ、どこ……？」

　フィルが周囲を見回すので、俺もようやく周りのことに注意が行った。

　俺たちが目を覚ましたのは、寒々とした石造りの牢ろう屋やだった。

　そう、牢屋だ──目の前には鉄格子があり、向こう側には薄暗い廊下が横切っている。

　鉄格子の反対側には、明かり取りか換気用か、小さな窓があった。だが天井の近くにあるため、俺たちじゃ肩車しても届かない。しかも頑丈そうな格子が嵌はまっている。

　半地下の、石いし牢ろう──？

「……気が付いたんだね」

　混乱していると、突然新たな声がした。

　振り返るや、思わず息を呑のむ。牢屋の隅の暗がりに、俺たちと同じ年頃の子供たちが何人も何人も、まるで風呂場のカビみたいに固まって、膝を抱えていたのだ。

　話しかけてきたのは、その先頭にいる白い肌の少年だった。俺はその少年に尋ねる。

「君たちは……？　一体、ここはどこなんだ？」

「覚えてないの……？　連れてこられたときのこと……」

　連れてこられた、とき……？　俺は直前の記憶を探る。ズキッと頭の奥に痛みが走り、曖昧にぼやけていた記憶が、徐々に焦点を結び始めた。

　ああ……そうだ……。俺とフィルは、街に出かけたんだ。二人で色んな店を回って……確か、四軒目くらいの小物屋で、髪飾りを買った。二人で小遣いを出し合って──

　──屋敷に帰ろうと、近道をしたんだ。

　ひと気のない路地裏を、通り抜けようとした。すると不意に、人の気配がした。ラケルの修行の賜たま物もので、俺は反射的に警戒態勢に入ったが、一瞬遅かった。

　直後、ズン！　と後頭部に衝撃が走って……今に至る。

「……なるほど、な……」

　俺は頭を押さえ、眉根を寄せる。「俺たち、攫さらわれたのか……」

「皿割れた？」

　きょとんと首を傾かしげるフィル。ベタな間違い方しやがって。

「昨日、師匠に注意されただろ？　『真しん紅くの猫ねこ』って盗賊団のこと。たぶんそいつらに連れてこられたんだ」

「──あっ！　……お、覚えてたよっ！」

「嘘うそ下手すぎるだろお前」

「むー……。わたしのせいじゃないもん。じーくんのせいだもん」

「なんでだよ」

「昨日の夜からわたし、じーくんのことで頭いっぱいだったんだもんっ！」

「……あ、あー」

　今それ蒸し返すか!?

「…………だったら、仕方ないな」

「だよねっ、だよねっ」

　俺も正直浮かれていた面は否めないし、人のことは言えない。普段通りの精神状態だったら、こんなことにはなっていなかったはずだ。まるでバチが当たったみたいだな。

　……さて、毒気を抜かれてしまったが、よろしくない状況であることは間違いない。

　でもまあ、絶望的というほどでもないか。

　ラケルにいろいろ仕込まれたからってのもあるが、俺固有の経験値がこのときばかりは有用に働いていた。意外なほど頭が落ち着いている。

　ともあれ情報が必要だ。俺はさっき話しかけてきた少年に向き直った。

「なあ。君たちもここに攫さらわれてきたのか？」

「……うん」少年は肯うなずく。「いきなり襲われて、わけがわからないうちに、ここに連れてこられたんだ。他のみんなも大体同じ……もう一週間も前からここにいるって子もいる」

　牢ろう屋やに閉じ込められているのは、俺とフィルを除けばおよそ一〇人ほどだ。みんな身なりが薄汚れているが、一応食事は出ているのか、飢えている様子はない。

　ただ……腕や足、あるいは目などに、包帯を巻きつけている子供が何人もいた。

　俺の見間違いでなければ……包帯でぐるぐる巻きにされた腕や足には、先端がない。途切れているのだ。包帯には血が滲にじんでいて、昔に事故で失ったとか、生まれつき手足がないとか、そんな雰囲気ではなかった。

　明らかに、できたばかりの、生々しい……新鮮な損傷なのだ。

「なあ……なんだ？　あの怪け我が……」

「……あれは……」

　少年が言いにくそうに口を開いたときだった──外の廊下から足音が聞こえてきた。

「し……『品定め』に来たんだ……!!」

　少年が震えた声で言うと同時、他の子供たちも震えて怯おびえだす。

　なんだ……？　『品定め』？

　足音がどんどん近付いてきて、程なく、その主が鉄格子の向こうに現れた。

「ふーん？　話通り、なかなか育ちの良さそうなガキじゃねえの」

　そいつは、鉄格子越しに俺とフィルを見てそう言った。

　女だった。歳としはたぶん、三〇くらいか？

　赤みがかった髪があっちこっちに跳ねていて、野生の虎のような荒々しさを感じさせる。露出の多い服の隙間からは、鍛え上げられた筋肉が垣かい間ま見みえた。これを見て、女だからってナメてかかる奴やつはいないだろう。熊とだって戦えそうな肉体だ。

　昨日ラケルが言っていた──『真しん紅くの猫ねこ』の頭領は、精霊術師としても一流の女だと。

　ってことは、こいつが……。

「ふーん？　ふんふん」

　女頭領は俺とフィルを無遠慮に眺め回す。

　さっきの少年の言葉に、俺は今さら納得した。

　なるほど──これは『品定め』だ。

「どっちもなかなか上玉じゃねえか。ま、ガキなんざどいつもおんなじ顔だけどさ。ふうん……。さすが貴族のガキだな。高く売れそうじゃあねえの」

　俺が貴族なのを知っている……？　身なりで判断したのか？

　女頭領は後ろに付き従っている男に振り向いた。

「おい、お前。他の連中に伝えな。今日の『カジノ』を始めるってね！」

「おっほう！　今日は何人やるんで？」

[image: ]

「この新入り二人と……そうだなあ、もう一人くらい欲しいか」

　女頭領が牢ろう屋やの中を眺め回すと、子供たちの恐怖が漲みなぎるのを感じた。

　……『カジノ』だって？　こんなしみったれた牢屋のある場所で？

　女頭領は子供たちをざっと見回し、先頭の辺りを適当な調子で指差す。

「あいつにしよう。これで三人だ」

「…………え…………」

　指差されたのは、俺たちに話しかけてくれた少年だった。

　彼はぽっかりと口を開ける。俺にはまるで、そこから魂が逃げていくように見えた。

　時を追うごとに、少年の顔から表情が抜ける。顔色は蒼そう白はくを飛び越えて真っ白になり、後に残ったのは、抜け殻のような、わかりやすいまでの──

「や……やだ……。やだ……。やだぁあぁあああああぁあああああああああああああああああああああああああ!!」

　少年は突如金切り声を上げ、鉄格子に縋すがりついた。

　そして、女頭領へと手を伸のばし、涙と鼻水で顔をぐちゃぐちゃにして、必死に必死に、懇願するのだ。

「お……お願いしますっ……!!　な、なんでも……なんでもやりまずがらっ……!!　『カジノ』だけは……『カジノ』だけはぁあぁぁっ……!!」

「やかましい」

　瞬間、俺は瞠どう目もくする。

　少年がいきなり、後ろに吹っ飛んだのである。

　な──何が起こった？

　女頭領が勢いよくポケットに手を突っ込んだのは見えた。だが、それだけだ。それだけなのだ。なのに、鉄格子の中にいる少年が吹っ飛んだ──まるで銃にでも撃たれたみたいに！

　……精霊術？　だとしたら、何の術だ……!?

　蹲うずくまったままべそべそとすすり泣く少年を放置し、女頭領は俺に目を留とめた。

「……お前、いやに冷静だねえ。怖くはないのかい？　それともまだ状況を呑のみ込めない愚ぐ図ずか」

　俺は黙殺する──つもりだったが、気が変わった。

「ババアの加齢臭がきつくてさ。息を止めるのに必死なんだ」

　そう言って薄く笑うと、女頭領の片眉がぴくりと動いた。

「……誰の何が、なんだって？」

「ちょっとくらい頭使えよ。あんた以外にいるか？　クソババア。あ、これ、『クソみたいな匂いのするババア』の略な」

　あ、下っ端の男が超ビビってる。……どうやら成功らしいな。俺はほくそ笑んだ。

　瞬間、女頭領がダンッと床石を蹴りつけた。

　そのときにはすでに、俺の身体からだは真横に吹っ飛んで、壁に叩たたきつけられていた。

　全然違う方向から、衝撃が……!?

　頭を押さえて蹲うずくまる俺を見下ろして、女頭領は床に唾を吐く。

「よく覚えときな、クソガキ。アタシは盗賊団『真しん紅くの猫ねこ』の頭領、『血ちまみれ雌め[image: ]ひよう』のヴィッキーだ。アタシを愚弄した奴やつは、必ずてめえの真っ赤な血を見ることになる。ガキだろうと関係なくね」

　そう捨て台詞ぜりふを吐いて、『血まみれ雌[image: ]』のヴィッキーとやらは、下っ端の男を連れて去っていった。だっせえ異名。

　足音が完全に聞こえなくなると、背中を丸くして蹲った俺に、フィルが駆け寄ってくる。

「じーくん！　だいじょーぶ!?」

「大丈夫だ」

　俺はけろりと言って立ち上がった。

　フィルが「ふぇっ？」と間抜けな声を出す。

「痛く……ないの？」

「痛いわけないだろ。殴られる寸前に自分を浮遊させたんだから。……まさか、気付いてなかったのか？」

「き……気付いてたよー？」

「だから嘘うそが下手すぎる」

　こっちはラケルの不意打ちで鍛えられてるんだ。来るとわかってる──いいや、あえて撃たせた攻撃を防げないはずがない。

　俺はこめかみの辺りをさすった。あの感触……蹴られたのか？　でも、あの女──ヴィッキーの足は床石を蹴りつけただけ。大体、足が鉄格子をすり抜けるわけがない。

「それより」

　わからないことはひとまず棚上げにする。

「フィル、お前、よく大人しくしていられたな。あの女頭領より、お前が余計なことし出すほうが怖かったんだが」

「うー……だって、怖くて……」

「……お前にも怖いとかあるの？」

「あるよーっ！」

　ぷーっと頬ほおを膨らませて、フィルはおかんむりをアピールした。

　こいつにも恐怖という感情があったとは。今日一番の発見かもしれない。

「それより、フィル」

「むー」

「むくれてないで話聞け」

　膨らんだ頬を両手で押し潰す。フィルの口からぷしゅーっと空気が抜けた。

「さっさと師匠や父さんたちに連絡だ。ここに盗賊のアジトがあるぞってな」

「りょうかーい♪」

「えっ……！」

　驚いたような声に、俺たちは振り向いた。

　他の子供たちが全員、唖あ然ぜんとした表情でこっちを見ていた。

　俺はヴィッキーに吹っ飛ばされた少年に歩み寄り、手を差し伸のべる。

「大丈夫か。立てるか？」

「う……うん……。あの……さっき、連絡って……」

「ああ、それはな──」

　言いかけたところで、

「小鳥さんおいでー」

　フィルが鉄格子の嵌はまった窓に呼びかけた。

　鉄格子の隙間を抜けて、小鳥が三羽、牢ろう屋やの中に飛び込んでくる。

　フィルはスカートのポケットをごそごそと探ると、白い団子をひとつ取り出した。それを小鳥たちに差し出し、ぱくぱくとついばませる。

　フィルの【無む欠けつの辞じ書しよ】は飽くまで人間以外の生き物との会話が可能になる精霊術だ。言うことを聞かせられるかどうかはまた別の話で、相手によって成功率が変わる。

　その成功率を上げる方法を、ラケルはフィルに伝授した。何のことはない。普通に動物を手て懐なずけるときと同じで、エサを与えてやればいいだけだ。

　それ用の団子を、フィルは自分で作って常備している。団子にしたのは作るのが簡単だからだそうだが、俺はやはり桃太郎のきび団子を連想してしまう。

　団子がすっかりなくなってしまうと、フィルは小鳥たちに目線を合わせて言った。

「えーと。ここがどこか調べて、お屋敷にお知らせしてくれるかな？　……で、いいんだよね、じーくん？」

「ああ。それでいい」

　小鳥たちはチュンチュンと鳴いてから、再び窓の外に飛び立っていった。

　少年が、当惑の表情でそれを見送る。

「今のは……？」

「フィルの精霊術だよ。連絡役を頼んだ。今から……そうだな、早くて四時間もすれば父さんが編制した部隊が助けに来るはずだ」

「ししょーはもっと早く来ちゃうよ。じーくんのと同じせーれーじゅつでびゅーんって」

「ああ、そうか。じゃあ一時間半ってとこだな。ここがどこかにもよるが、時間から見て、そう離れてはなさそうだし……」

「い、一時間半で、助けが……!?」

　信じられないといった様子で、少年が目を瞠みはった。

　普段から有事に備えて、ラケルとの連絡手段はいくつも想定してある。何せ向こうは精霊術のデパートだ。音を操る精霊術【清しよう浄じようの聖せい歌か】に、精神共有の精霊術【三さん矢しの文もん殊じゆ】、そして人間以外の生物と会話し、指揮することができる【無む欠けつの辞じ書しよ】──どんな形で、どんな連絡を受けても、ラケルなら即座に行動してくれるはずだ。

　俺は白い肌の少年に尋ねる。

「君、名前は？」

「えっ？」少年は目を瞬まばたき、「ベニー……だよ」

「そうか。ベニー、よく聞け。他のみんなもだ」

　俺は一〇人ほどの子供たちに向けて言った。

「およそ一時間半くらいで助けは来ると、俺は予想している。だがその前に、俺たちがお前たちをここから連れ出す。そうしたほうがいいんだ。……フィル、なんでだと思う？」

「えっとねー……」

　話を振ってみると、フィルはことりことりと、左右に首を傾かしげるのを繰り返した後、

「助けに来てくれた人たちと、とーぞくの人たちが戦いになったときー……『ひとじち』に取られちゃうから！　かな？」

「正解」

「やったー！　なでなでして？　なでなでして？」

　なでなでする。えらいえらい。

　牢ろう屋やの中でも通常営業の俺たちを、白い肌の少年──ベニーたちは、やはり信じられないものを見るような目で見ていた。

「君たちは、一体……？」

「俺たちは──んん、なんて言えばいいんだ？」

　人より精霊術の心得があるぶん気持ちに余裕がある者です？　間違ってはないけど。

　俺が迷っていると、フィルがビシッと手を挙げて言った。

「せーぎのみかた！」

「……は？　正義の味方？」

「うん！　だって、ししょーに聞いたよ？　じーくんって、せーぎのみかたになりたくてせーれーじゅつ習ってるんだよね？」

　……ラケルの奴やつ、どんな説明してるんだ。

　いや、でも……正義の味方……正義の味方ね。

　いいんじゃないか？

「うん、そうだ。俺たちは正義の味方だ」

　暗い闇の中、膝を抱える子供たちに、俺は宣言した。

「──お前らを全員、ここから助け出す」

『真しん紅くの猫ねこ』？　『血ちまみれ雌め[image: ]ひよう』？　それがどうした。だっせえ名前しやがって──お前らなんかより、俺の妹のほうがずっとずっと怖かった。

　こちとら監禁歴五年のベテラン様だ。

　こんな場所──自宅よりも簡単に出ていってやるよ。






俺たちゃ盗賊、有り触れた邪悪









「出な」

　盗賊『真しん紅くの猫ねこ』の女頭領ヴィッキーは、程なくして再び現れた。

「頭領直々のお出迎えか。ずいぶんとＶＩＰな待遇じゃないか。スイートルームにしちゃあここは少々貧相に思えるが」

「イイね。今のうちに減らず口を叩たたいておきなクソガキ。一生で最後の機会だろうからね」

　軽く煽あおってみたが、今度は術を使ってこない。

　……厄介だな。下っ端の男だけなら伸のして逃げることもできたかもしれなかったのに。

　俺、フィル、ベニーは、牢ろう屋やの外に連れ出される。

　鉄格子の内側で、残された子供たちが不安そうな顔をして俺たちを見送っていた。俺は盗賊たちに気取られないよう、そっと彼らに肯うなずきかける。

　前をヴィッキー、後ろを下っ端男に挟まれる形で、石造りの廊下を歩かされる。

　俺とフィルが逃げるだけなら簡単だ。が、一〇人もの子供を引き連れてとなると話は変わってくる。

　──まずは相手の戦力、地理情報、置かれた状況を正確に把握すべし。

　ラケルの教えを思い返しながら歩いていると、壁に紙が貼りつけてあるのに気付いた。

　……情報通りだ。時間はほとんどなかったが、子供たちから──『カジノ』とやらで牢屋を出たことのある子供から、それの存在は聞き出していた。

　地図だ。

　古いものなのか、インクが多少薄れているが、読めなくはない。俺はそれをチラッと見て、できる限り記憶した。

　脳内に記憶した地図を広げて吟味する。

　これは……砦とりでか？　ずいぶん昔に放置された砦のようだ。

　構造はかなり複雑で、迷路のようだった。たぶん雑な増築を何度も繰り返したせいだろう。その証拠として、各所にデッドスペースが散見される。出入り不可能で完全に死んでいる空間もある一方、小さな中庭のようになっている場所も多かった。ふむ……。

　複雑怪奇な廃はい砦とりでの中を、五分ほども歩いた。

　恐怖か緊張か、時間が経たつごとにベニーの顔色が悪くなっていた。心臓を押さえるように強く左胸を掴つかんでいる。

　地下から一階に上がり、地図上でも確認した小さな中庭のようなデッドスペースを何度も横断した。そうしてやがて、目的地らしき場所に辿たどり着く。

　かつては訓練場にでも使っていたのだろう、広い中庭だった。テニスくらいならできそうな広さがある。

　生え放題の雑草の上に、むくつけき男たちが大きな円を描くように座り込んでいた。彼らの手には一様に酒があり、わいわいがやがやげらげらと、上機嫌に騒ぎ立てている。

　ここが『カジノ』……？　屋根どころかテーブルさえもない、ただの中庭が？

「野郎どもォ!!　『ルーレット』の到着だよ!!」

「「「「「オオォオオォォオぉおぉおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおぉおッッッッッ!!!!!!」」」」」

　ヴィッキーが大音声で叫ぶと、男たちが震えんばかりの雄お叫たけびで応えた。

　なんだ……この異常な熱気は……。

　俺たちは盗賊たちが作る大きな車座の中心に連れてこられる。

　そこにはベッドのようなものがあった。木製の天蓋付きベッド──いいや、違う。

　……これは、ベッドなんかじゃない。ベッドに、あんなものは付いていない。

　あんな──人間の手足を拘束することにしか使えない、金属の輪っかは。

　それは、拷問台だった。

「さあ！　本番の前にリハーサルだ！　今夜のラッキー野郎はどいつだい!?」

「俺だァ!!」

　一人の男が車座の中から出てきて、拷問台の傍そばに歩み寄る。

　拷問台にはすでに、一頭のイノシシが横たえられていた。

　すべての足を拘束され、フゴフゴと鼻息を漏らすだけの──まるで、俎まな板いたの上の鯉こい。

「ヘイ、ラッキー野郎！　名乗りを上げな!!」

「エイブっス!!」

「オーケー、エイブ！　男を見せな！　おい、目隠し持ってこい!!」

　ヴィッキーが拷問台の天蓋のように見える部分の蓋を開き、中から鉈なたを取り出した。天蓋ではなく収納スペースだったのだ。エイブと名乗った男が鉈を受け取ると、別の男が手拭いを持ってきて、男の目を覆った。……まるで、スイカ割りでもするかのように。

「野郎どもォ！　ルールはわかってるな!!」

　ヴィッキーが盗賊たちに叫んだ。

「この状態で鉈を振り下ろし、果たしてどこが切り落とされるか!?　見事に当てりゃあ大おお儲もうけ！　オッズに応じた配当を手に入れる!!」

　盗賊たちが歓声を上げた。

「配当を除いた賭け金は、エイブ、てめえの取り分だ！　もし誰にも当てられなけりゃ一いつ攫かく千せん金きん！　独り占め！　ただし『ルーレット』を殺しちまうのは反則だよ！　商品をダメにした分は身体からだで返してもらう！　……ま、便秘に悩んでるならそれもアリかもねえ!?」

　ぎゃははははははッ!!　と盗賊たちは下品に笑う。

　こいつら……正気か……？

　そんなスイカ割りみたいなことを……本気で、人間で……!?

「さあまずは練習だ。歌えや歌えっ、野郎どもッ!!」

　──ズン！　ズン！　ズン！　ズン！

　男たちの足が地面を揺らす。




「♪　俺たちゃ盗賊！　泣く子も黙る！　♪」

「♪　俺たちゃ盗賊！　泣く子も奪う！　♪」

「♪　お手てか足か！　目玉か耳か!?　♪」




「──右手!!」

「──左手だ!!」

「──脇腹いけぇっ!!」




「♪　選より取どり見み取どり！　目当てはどれだ！　♪」




　歌に煽あおり立てられるように──目隠しされた男が、イノシシの右前脚めがけて鉈なたを振り下ろした。

　笛の音のような、甲高い音が耳をつんざく。

　脳の奥まで突き刺さるそれが、イノシシの悲鳴だと認識するのに、数秒を要した。

　フィルが俺の腕を強く掴つかむ。その手が、肩が、ふるふると震えているのを見て、俺は彼女を強く抱き寄せて、その耳を塞いだ。

　……フィルの【無む欠けつの辞じ書しよ】は動物の声を聞く精霊術だ。

　彼女には、聞こえていたのだ。あのイノシシの悲痛な断末魔が……。

「よっしゃァ[image: ][image: ][image: ][image: ][image: ][image: ]っっ!!」「くそおおおッ!!」「右手かああーっ!!」

　盗賊たちは切断された右前脚から鮮血を噴き出すのを見て、まるで競馬でも見ているかのように、悲ひ喜き入り交じった叫び声を上げる。

　一様に、楽しそうに。

　鮮血が撒まき散るのを見て、可哀かわい想そうとも恐ろしいとも思わず。

「い、……いいの、かよ……？」

「ああ？」

　俺が吐き気を堪こらえながら呟つぶやくと、ヴィッキーが眉根を寄せた。

「これと同じことを、俺たちにやるつもりか……？　商品なんだろ……？　売り物に傷を付けるつもりか……!?」

「ははあ。なるほど、尤もつともな意見だねえ？」

　何が楽しいのか、ヴィッキーは俺を見てにやにや笑った。

「ひとつお勉強をさせてやるよ、クソガキ。どんな商売でも、客にはそれぞれ好みってもんがあるのさ。傷一つない生娘じゃねえと興奮しねえって客もいれば、手足の一本や二本はぶっ飛んでねえとピクリともしねえ客もいる──そして、だ。アタシらみてえな野蛮な盗賊から商品を買おうとするような連中は、一体どっちだと思う？」

「…………!!」

「思うかい？　アタシらみたいなのが、商品を傷一つ付けないでいてくれるなんて！　ま、やろうと思えばできるんだけどね？　客が違うものを求めるんだから仕方がねえ。企業努力ってやつを積み重ねて、お客様のご希望に沿った商品をご用意できるよう精進するわけさ──ついでにちょいとガス抜きさせてもらってるがね？　『好きこそものの上手なれ』ってやつだよ、はっははは……!!」

　……何が、企業努力だ……。

　やってることはそこらの商人と同じだと、そう言いたいのか。自分たちは異常ではなく、有り触れた、社会の一部に属する、誰に憚はばかることもない存在だとでも言いたいのか。

　寝言は寝て言え。

　お前らみたいな連中、どうやったって正当化なんてできない。

　──許されると、思うなよ。

「さあて、それじゃあ本番と行こうか」

　ぐったりと力を失ったイノシシが、拷問台の上からどかされる。

　──新たなる生いけ贄にえを、迎え入れるために。

「最初は誰にしようか？」

　俺、フィル、ベニーを、ヴィッキーは値踏みする視線で、順繰りに見回した。

　そして、一人に目を留とめる。

「……よし、決めた。お前だ」

「えっ」

　ベニーの身体からだが凍りついた。

　ヴィッキーの指が、彼の目前に突きつけられていた。

「生意気なガキはメインディッシュに取っておこう。まずはオードブルと洒落しやれ込こもうじゃないか」

　周りの盗賊たちが歓声を上げる。

　それらはすべて、ベニーの苦しみを、痛みを望む声。

　声の圧が、全方位から彼の逃げ道を塞ぎきった……。

「……や……やだっ……！」

　ベニーの足が、ずりずりと後ずさる。

「やだっ……やだああああっ……!!」

　背を向けて逃げ出さないのは、きっと、背を向けることすら恐ろしいからだ。

　ハンバーグを前にした子供のようなヴィッキーの視線を、自分の背筋に受けるのが恐ろしくて恐ろしくて仕方がないのだ。

　俺もそうだった。

　目を背けることすら恐怖だった。

　視界から外した瞬間、何をされるかわからなくて──

　ヴィッキーはゆっくりじわじわと、後ずさるベニーを追い詰めていく。その様はまるで、蟻ありの行列を追い立てて遊ぶ子供だった。

「（じーくん。助けてあげないの……？）」

「（状況が悪い。さすがにこの数は相手しきれない……）」

　周囲に集まった盗賊の数はざっと三〇人。

　俺一人ならいざ知らず、フィルとベニーを守りながらとなると……。

「（この廃はい砦とりでの構造は地図で確認した。逃げるだけなら……）」

　だが、それにもチャンスは必要だ。俺たちの精霊術は歳としにしては強力だが、何の準備もなくこれだけのならず者を蹴散らせるほど反則じゃない。

　俺は辺りに視線を走らせた。

　何かないか？　チャンスを作り得るものは……！

「くっ……来るなっ……来るなっ……！」

　追い詰められたベニーは、右手で石を拾って投げつけ始めた。

　ヴィッキーはそれを意にも介さず、ベニーに向かって手を伸のばす。

「さあ──お前に価値を付けてやる」

　どんっ、と──ヴィッキーの手が、軽くベニーを突き飛ばした。

　バランスを崩したベニーは、すぐ背後にあった茂みに姿を消し、

　──ガッドン！

　何かが倒れたような音が、まるで見当違いの方向から聞こえてきて、俺は弾はじかれたように振り向いた。

「……な……」

　拷問台だ。

　拷問台の上に、いつの間にか、ベニーが寝かされていた。

　ベニーが痛そうに呻うめいている間に、傍そばにいた盗賊の男が素早くその手足を拘束する。

　まさか、今のは……!?

　ベニーが突き飛ばされた場所と拷問台の間には、軽く見積もっても六～七メートルの距離があった。

　それを、一瞬で移動した……!!

　この現象を実現できる精霊術は、俺の知り得る限りただ一つ！

「精霊〈バティン〉……【絶ぜつ跡せきの虚こ穴けつ】……!!」

　離れた場所と場所を移動時間ゼロで、間の障害物も無視して移動できる力。

　つまりが、瞬間移動テレポートの精霊術……!!

「出たぜ！　姉御の【絶跡の虚穴】!!」

「俺たちの頭領！　『血ちまみれ雌め[image: ]ひよう』の最強の精霊術だあっ!!」

　周りの盗賊どもが沸き上がった。

　あの女頭領が精霊術師としても一流であることは聞いていた。

　だが、それにしても、まさかと言わざるを得ない。

　──【絶ぜつ跡せきの虚こ穴けつ】。

　王国中の精霊術師の卵が集まる王立精霊術学院で探しても、これほどレアな術を持っているのは一人か二人程度だろう。

　しかも、【絶跡の虚穴】によって移動させられる物体の大きさは実力に比例すると言われる。人間一人を移動させられるほどとなると、その実力は達人クラス……！　よりにもよって、どうして盗賊がそんな力を……！

「たっ……助けてっ……！　助けてぇえぇええええええぇぇ!!」

　ベニーは拷問台の上で暴れ回った。

　しかし、ガチャガチャと拘束具が鳴るだけで……まるで、何の意味もない。

「（じーくん！）」

「（わかってる!!）」

　こんなときのために。

　こうして、目の前で誰かが苦しもうとしているときのために、俺は強さを求めたんだ。

　もう二度と、無力でいる悔しさを味わわないために──!!

　何かないか。

　ほんの少しでいい。逃げるための隙を作る方法が、何か……!!

「────あ」

　あれだ!!

「本番を始めよう！　歌えや歌え、野郎どもッ!!」

　──ズン！　ズン！　ズン！　ズン！




「♪　俺たちゃ盗賊！　泣く子も黙る！　♪」

「♪　俺たちゃ盗賊！　泣く子も奪う！　♪」

「♪　お手てか足か！　目玉か耳か!?　♪」




「──太ふと腿もも!!」

「──目玉!!」

「──右耳だあっ!!」




「♪　選より取どり見み取どり！　目当てはどれだ！　♪」




　目隠しをした男が、鉈なたをベニーに振り下ろす。

　──その寸前。

「ピィギィィイィイイイイイイイイイィィッッ!!」

　イノシシが雄お叫たけびを上げながら、その男の腰に突っ込んだ。

　右前脚を失った、三本っきりの脚で──血の雫しずくを地面に滴らせながら。

　そう。ついさっき、リハーサルとやらに使われたイノシシである。

　適当に地面に打ち捨てられたイノシシに、奇跡的にまだ息があることに気付いた俺は、急いでフィルに言ってそれを動かさせたのだ。団子を与えていないため成功率は七割ってところだったが、イノシシはなけなしの力を振り絞ってくれた……！

「な、なんだ!?」「まだ生きてやがったのかっ!?」

　盗賊たちが浮き足立つ。

　鉈なたを持っていた男は当然、イノシシの突進によって薙なぎ倒されていた。

「フィル！　そのまま周囲の連中に突っ込ませろ！」

「りょーかい！　ごめんね、もう少しがんばってね……！」

　三本足のイノシシは、盗賊たちの中に突っ込んで攪かく乱らんする。

　俺とフィルはその間に、ベニーが寝かされた拷問台に駆け寄った。

「き……君たち……!?」

　ベニーが驚いた顔で俺たちを見る。

　俺はガチャガチャと手足の拘束具を揺すってみたが、堅くてとても外せそうにない。

「仕方ない。拷問台これごと持ってくぞ！　掴つかまれフィル！」

「うんっ！」

「────ガキどもぉおぉおおおおおおおおおおおおおぉッ!!」

　ヴィッキーが憤ふん怒ぬの形相で走ってきた。

　握り締めた拳こぶしが振り上げられる。とても俺たちに届く間合いじゃない。だがこの女に限っては、間合いなんて問題にならない！

　フィルを小脇に抱え、ベニーが繋つながれた拷問台を片手で掴み、全力で真上に跳んだ。

【巣す立だちの透とう翼よく】によって俺の体重も、フィルの体重も、ベニーや拷問台の重さもすべてゼロになって、俺たちは一気に何十メートルも跳び上がった。

　星々輝く夜空が全方位に広がる。盗賊たちは遥はるか下──どんなに長い槍やりを使ったって届きやしない。

　とはいえ、このままじゃ宇宙まで行くか地上に逆戻りするかの二択だ。

「フィル！」

「うん！　鳥さんっ！」

　フィルの声に呼応し、一羽の鷹たかが夜空を飛んできて、俺の肩を掴んだ。

　俺は未いまだに空中跳躍──《左さ翼よくの形かた・信しん天てん翁おう》を完全には会得できていないが、こうすれば疑似的に飛行することができる。

「じーくん、どうする？　他の子たちのとこ戻る？」

「そのつもりだけど、いったん街のある方向に行け。逃げるつもりだと思わせるんだ。それから屋根の上に降りて、ベニーを拷問台から解放してから牢ろう屋やに戻る」

「りょーかいっ」

　森を越えたところに灯あかりが見える。そちらに飛んでいく素振りを見せると、案の定、盗賊たちは慌てた様子でその方向に走っていった。

　それを確認してから転進し、目立たなそうな屋根の上に降下する。

　その際、ベニーを拘束していた拷問台を、落下の衝撃を利用して破壊した。

「あ……ありがとう……」

「いや、感謝はまだ取っておいてくれ。これから他の奴やつらも助けなきゃならない。一人にしておくと捕まるかもしれないから、悪いけど君もついてきてもらわないと」

「う、うん。わかった……」

　ベニーは左手首をさすりながら肯うなずく。

　俺は屋根の上に四散した拷問台を見やり、ん？　と怪け訝げんに思った。

　拷問台上部──天蓋のようになっていた収納スペースが、空だったのだ。あの鉈なたしか入っていなかったらしい。てっきり他の拷問機具や包帯なんかが入ってるんだと思ってたが。

「じーくん。どしたの？」

「……ああ、悪い。行こう」

　俺は拷問台の残骸から視線を切り、屋根の上を移動し始めた。






廃はい砦とりでの逃走劇









　空間把握力には自信がある。

　何せこの半年間、ラケルに重点的に鍛えられたのが、まさにそこだったからだ。

　曰いわく、【巣す立だちの透とう翼よく】による戦闘は三次元機動を重視するから、どこに何があるかを素早く覚えて、目で見なくても把握できるようにならなければならない──

　そのためにスイカ割りを数段難しくしたような訓練をやらされてきたわけだが、その成果が今、図らずも発揮されていた。

　地図を見て把握し、上空から見下ろして確認した廃砦の構造。頭の中に展開したそれをなぞるようにして、複雑怪奇な道順を駆け抜ける。最短最速、迷いなしだ。俺たちのフェイントに盗賊どもが気付く前に、地ち下か牢ろうの子供たちを救出する！

「はあっ……はあっ……！」

　一緒に走るベニーの息が上がっていたので、【巣立ちの透翼】で重さを消してやって、片手で抱え上げた。子供にしても華きや奢しやな奴で、フィルと同じくらい抱えやすい。

「ご……ごめん……」

「いいよ。毎日やってるんだ、こういうの」

　ラケルに弟子入りした頃は、こうして術を使いながら走ると、すぐにふらふらになったものだ。

　だが、今となっては息の一つも乱れない。肉体的な体力と精霊術的な体力、その両方が鍛えられたからだ。

　フィルも俺と似たような体力強化メニューをこなしているから、息を切らす気配すら見られなかった。

　……こうして図らずも実戦を経験することで、ラケルの訓練の的確さが骨身に染みた。ラケルと出会えたことは、もしかするとルーストとして生まれたこと以上の幸運だったんじゃないか──そんな風に思えてくるほどだ。

「……あれっ？　じーくん、降りないの？」

　地下への階段をスルーすると、フィルが首を傾かしげた。

「牢ろう屋やの鍵がない。扉から子供たちを解放するのは無理だ。地上の窓から引っ張り上げる」

「窓、……って……。窓には確か、鉄格子が……」

　ベニーの呟つぶやきに、俺は笑みで返した。

「まあ見とけって」

　小さな中庭のような空間に出る。

　その壁際の地面近くに、体育館の換気窓みたいな感じで、鉄格子の入った窓があった。ベニーを地面に降ろすと、俺はその前にしゃがみ込み、鉄格子を右手で握る。と同時に、左手で窓の上の石壁に触れた。

「よっ……と」

「えっ……!?」

　まるでジェンガのようだった。

　俺が軽く力を込めて引っ張ると、堅けん牢ろうそうな鉄格子が、周囲の石材ごとあっさり引っこ抜けたのだ。

「なっ……なんで……!?」

「俺が物を浮遊させると、その瞬間、その物体にかかるすべての力が消失する」

　目を白黒させるベニーに、俺は石材がくっついたままの鉄格子をひらひら振ってみせる。

「この石材を固定する圧力が消えた瞬間に引っこ抜いたんだ。この手の壁は石材がひとつくらい抜けてもすぐには崩れないからな。まあいざとなれば壁を丸ごと浮遊させればいいんだけど」

　俺にとっては、石材で組んだ壁は藁わらで作ってあるも同然だ。コンクリートみたいに継ぎ目がなかったり、何かしらの接着剤でくっついている場合は別だが。

「す……すごい……」

　ベニーは目を丸くして俺を見つめる。

「君たちは、ほんとに……正義の味方、みたいだ……」

「ふふーん！」

　ベニーの横で、なぜかフィルが自慢げに胸を張った。……まあ、俺自身が偉ぶるよりはいいけどさ。

「おい！　助けに来たぞ！」

　鉄格子のなくなった窓から牢ろう内に呼びかけると、子供たちが驚いた顔で一斉にこっちを見上げた。よし。全員いるな。

「一人ずつ引っ張り上げる！　腕を伸のばせ！　動けない奴やつには手を貸してやってくれ！」

　そうして、一〇人ほどの子供たちを牢ろう屋やの中から引きずり出した。こういうときも【巣す立だちの透とう翼よく】は便利だ。

「これから、ここを脱出する」

　小さな中庭に勢せい揃ぞろいした子供たちに、俺はできる限り自信満々に宣言した。彼らを不安にさせないためだ。

「落ち着いて、俺の指示に従ってくれ。何があってもまず俺の声を聞くように。いいか？」

　不安にさせない力強さと怯おびえさせない優しさ。二つを両立させるのは難事だったが、幸い、子供たちは素直に肯うなずいてくれた。よしよし、いい子だ。フィルより扱いやすい。

「動けない奴は重さを消すから、動ける奴が運んでやってくれ。移動するぞ」

　フィルが片腕を失ってバランスを取れない少女に右肩を貸す。

　ベニーも片足を切られた少年を左腕で支えていた。

　俺はいざというとき矢面に立たなきゃならないから、負傷者を運ぶのには協力できない。心苦しいが、あの牢屋での日々を共に耐え忍んだ彼らに任せよう。

「フィル。索敵頼む」

「もうやってるよー」

　廃はい砦とりで内から何匹かネズミが中庭に駆け込んできて、フィルに向かってチュウチュウと鳴いた。それを聞いたフィルは片手でマルを作る。俺は肯いた。

「ここからは喋しやべらないように」

　口の前に人差し指を立てて子供たちを静かにさせると、俺は先頭に立って中庭を出た。

　たぶん一番見つからないのは屋根の上を行くルートだが、一〇人もの子供たちを連れて歩くにはあまりに危険だ。盗賊に捕まる前に屋根から落ちて死にましたってんじゃ寝覚めが悪すぎる。廃砦内を突き進むしかなかった。

　慎重、かつ迅速に。……一気に、出口まで駆け抜ける。

　俺たちは走った。

　子供たちに気配を消せと言うのは無理な相談だ。スピードこそが命。気付かれる前に去る。それが理想だった。

　一応、壁を突き破って本当の最短ルートを行くという手もあるにはあるんだが、思いっきり痕跡を残していくことになるからな。さすがにそこまでのリスクは取れない。

　俺の前にはフィルの命を受けたネズミが走っている。俺たちに先んじて角を曲がり、敵の有無を確認する斥候だ。チュチュチュっという鳴き声が『安全』の合図。俺はそれを信用し、足を緩めずに角を曲がる。タイムロスをできる限りなくすためだ。

　そのおかげで、敵陣内とは思えないほどのハイペースで移動することができた。

　……一度や二度の戦闘は覚悟してたんだが、盗賊とはなかなか遭遇しない。盗賊の人数に比してこの廃はい砦とりでが大きすぎるのだ。

　その上にこの複雑さ。一〇人以上の大所帯とはいえ子供ばかりだ、一度姿を暗ませれば見つけるのは難しい。このまま何事もなく脱出してしまえ……！

　曲がり角の向こうで、チュチュチュっと斥候役のネズミが鳴いた。よし。俺はこれまで通り、勢いを緩めずに角を曲がる──

「──見ぃつけた」

　そこに。

　女盗賊ヴィッキーが、立ち塞がっていた。

　俺は慌てて足を止める。腕を広げて、後続の子供たちを制止した。

「えっ……なんで……？」

　フィルが戸惑いの目でヴィッキーの姿を見る。斥候役のネズミはその姿の後ろにあった。なんでだ？　あのネズミが索敵したはずなのに──！

　──ああそうか。【絶ぜつ跡せきの虚こ穴けつ】か！

　ネズミの索敵が終わった直後に、ヴィッキーがテレポートしてきたんだ！　なんて間の悪い……！　あるいは狙っていたのか……!?

「悪いガキどもだ。勝手にどっか行っちゃいけねえって、親に習わなかったのかあ？」

　にたりと笑い、ヴィッキーは拳こぶしを握り締めた。

「とはいえ、こっちも人に説教できるほど善人じゃあないんでね。──お仕置きは、優しくしといてやるよっ!!」

　ヴィッキーが、岩のように硬く握り締めた拳を鋭く突き出した。正面っ──

　俺の頭がガクンッ！　と前に揺れた。

　後頭部を殴られたのだ──正面から突き出された拳に、後ろから殴りつけられたのだ！

　予想外の衝撃に俺はたたらを踏んだ。攻撃の方向が予測できない。常に裏を掻かかれる。相手は目の前にいるのに、不意打ちを受けているかのような──

　──だが、もうネタは割れている。

「おっ……!?　おおおっ!?」

　ヴィッキーが当惑の声を漏らし、ふわりと宙に浮き上がった。

　──お前の攻撃の正体は、拳や足のみのテレポートだ。

　インパクトの瞬間だけ【絶跡の虚穴】で手足を移動させているだけ！　つまり、お前の身体からだは攻撃の瞬間、確かに俺の身体に触れているのだ──触れたものを浮遊させることができる、この俺の身体に！

　ヴィッキーがばたばたと無様に宇宙遊泳をしている隙に、俺は間合いを詰める。

　──牢ろう屋やでベニーを殴った分のお返しだ。

　浮遊するヴィッキーに、渾こん身しんの飛び蹴りを見舞った。

　ヴィッキーはまっすぐに吹っ飛び、背中をしたたかに廊下の壁に打ち付ける。ドンヴァンッ!!　という、およそ人体から生まれるものとは思えない轟ごう音おんが弾はじけた。

　俺は着地しつつ、壁に叩たたきつけられたヴィッキーを睨にらんで顔をしかめる。

「硬かって……！　なんて腹筋してんだあの女……！」

　鋼鉄みたいな硬さだった。まともな鍛え方じゃない。こんなもん、子供の筋力じゃいくら攻撃したところで……！

「撤退だ！」

　ヴィッキーはまだ宇宙遊泳状態で身動きが取れない。だが【巣す立だちの透とう翼よく】の効果は触れ続けていない限り時間経過で切れてしまう。今のうちに逃げるしかない！

　俺はフィルたちと一緒に来た道を引き返した。

　走りながら、記憶した地図を脳内に広げる。隠れられる場所はないか。一時的でもいい、あの女盗賊の目から逃れられる場所は……！

「──あった。あそこだ！　あの部屋へ入るぞ！」

　地図上で当たりを付けた部屋を折り良く廊下の先に見つけ、その扉に飛びついた。

　しっかり室内を索敵してから、子供たちを中へ引き入れる。俺が殿しんがりになって、注意深く扉を閉めた。

　この部屋なら大所帯でも充分に隠れられる広さがある──はずなんだが。

「……なんだ？　思ったより狭いな……」

　物置のような部屋だった。ごみごみとガラクタめいたものが山積し、白い埃ほこりを被かぶっている。そのせいか？　地図から受けた印象よりもだいぶ狭いような……。

　まあいい。物が多いのは隠れるのに好都合だ。

「いったんここに隠れる。俺がいいって言うまで顔を出すな。声も出しちゃダメだ。いいか？」

　こくりと子供たちが肯うなずくのを見ると、俺は彼らが隠れる場所を見繕った。

　それから、俺自身もフィルと一緒に、腐食した木箱の中に身を潜める。

　埃っぽい暗闇の中に、フィルの息遣いと鼓動の音だけが満ちた。

「（ふへへ）」

「（なに笑ってんだ）」

「（ゆうべみたいだね）」

「（……チューはしないぞ）」

「（わかってるよ～♪）」

　楽しそうに言いながら、フィルは俺の首筋に顔をうずめるようにして身体からだを密着させる。もうすっかり色ボケっていうかマセガキっていうか……まあ、俺もだけど。

　リズムの速くなった自分の鼓動から必死に意識を逸そらしていると、不意に外から音が聞こえ、俺もフィルも身を強こわ張ばらせた。

　心持ち強く、互いを抱き締めながら、闇の中で耳をそばだてる……。

　……足音だ。

　この部屋の外から、一人分の足音が聞こえた……。

「────♪」

　鼻歌……？

　俺はかすかに顔をしかめた。鼻歌にはいい思い出がない。

　脳裏に自然と浮かび上がってくるのは、俺の世話役だった少女の顔。ミルクティー色のツインテールがよく似合う、優しい笑顔の……。

　しかし、その顔はすぐに歪ゆがんで、別のものになってしまう。

　──火傷やけどで爛ただれた肌──爛らん々らんと輝く瞳──薄気味悪く裂けた口──

　パチパチと火花が散る音が聞こえる。あのとき、もし、何か一つでも間違っていたら。父さんも、母さんも──

　──コルク抜きを眼前に突き立てられる少女の顔が、瞼まぶたの裏に浮かんだ。

　大丈夫か。大丈夫か。大丈夫か。何か間違えていないか。下手を打っていないか。気をつけろ。気をつけろ。気をつけろ。相手はあの妹みたいな外道なんだ。少しでも間違えたら。少しでも間違えたら──

「（──きゃうっ。じーくん……？）」

　いつしか、俺はフィルの身体からだを強く抱き締めていた。息が乱れている。嫌な汗が滲にじんでいる。くそっ、何をやってるんだ！　落ち着け、落ち着け……！

　ふわりと、優しい力が俺の身体をぎゅっと抱き締めた。

「（怖くないよ、じーくん）」

　フィルが俺を抱き返して、耳元で柔らかに囁ささやいた。

「（わたしが、いっしょにいるよ。だから何にも、怖くないよ……）」

　乱れた息が、徐々に整っていく。頭の中を満たした焦りが、嘘うそのように抜けていく。

　……ああ、そうか。俺は……独りぼっちじゃ、ない。

「（悪い……。さすがに、俺も、緊張してて）」

「（うん。だいじょーぶ。じーくんは強いから、だいじょーぶだよ）」

　俺は深く息をついた。そうだ。俺は強くなった。何のためだ？　戦うためだ。

　もう二度と、同じことは、繰り返さない。

　足音と鼻歌の主はこの部屋を素通りしたらしく、いつしか遠ざかっていた。……よく聞くと、それは男の声だ。ヴィッキーはどこに行ったんだ？

　それからしばらく様子を見ると、俺たちは木箱から出る。

　ベニーたちも出てこさせて、俺たちは狭く暗い物置の中で身を寄せ合った。

「じーくん、どうする？」

　フィルの単刀直入な問いに、俺は顎に手を当てて考え込んだ。

「……ヴィッキーに気付かれたのはかなり厄介だ。瞬間移動なんてされたら、どれだけ走っても逃げ切れない」

「隠れて逃げるしかないかな？」

「それはそうだが、そもそもあいつはどうやって俺たちの場所を突き止めたんだ？　俺たちの居場所が正確にわかってないと、あんなドンピシャで現れたりできないだろ」

「うーん。そだね……。どうやってるんだろ？」

　監視カメラや発信機があるわけでもない。フィルみたいに動物を操れるのでもない限り、俺たちを捕捉するには人の目を使うしかないはずだ。誰かが俺たちの行動を監視しているのだろうか？

　いや、だとしても連絡手段の問題がある。俺たちは常に移動しているのだ。全力でヴィッキーの元に伝えに走ったとしても、その頃には俺たちはそこにはいない。ドンピシャで先回りできるほど正確に位置を捕捉するには高速な連絡手段が必須となる。……【絶ぜつ跡せきの虚こ穴けつ】なら可能か？　人を瞬間移動させられるなら、音も同じように──

　──くそ。これ以上考えても埒らちが明かなそうだ。

　今わかるのは、どこに逃げてもヴィッキーに先回りされる可能性が高いということだけ。

「……やっつける、しかないのかなあ？　あのとーりょーさんを」

「それも非現実的だと思うけどな……。今の俺たちじゃ火力が足りない」

「ひきつけることくらいならできるかも？」

「だとしても、囮おとりだと気付かれた時点で瞬間移動で逃げられて終わりだよな」

「うーん……。ねえ、じーくん」

「ん？」

「その『しゅんかんいどう』って、どうやって行き先を決めてるの？」

　鋭い質問だな。俺は少し考えた。

「……俺が読んだ本じゃ、そこまでは書いてなかった。師匠にも精霊術別の対策とかはまだ習ってないし……。憶測になるけど、行き先を正確に想像すれば、とかか？」

「怖くないのかなあ？　うっかり壁の中に入っちゃったりしたら、って」

「いや、それは起こらないはずだ。【絶跡の虚穴】は、正確には離れた場所と場所を繋つなぐ『穴』を開ける能力なんだ。だから開けられる穴の大きさによって、移動させられるものの大きさが決まる」

　いわゆるワームホールってやつだな。そして、その大きさは術者の実力による。ずぶの素人だと指先を通すのがやっとってところらしい。ベニーや自分自身を丸ごと通せるヴィッキーはかなりの実力者ということになる。

　今のトップ精霊術師の中には、何千人って大軍を丸ごと移動させた【絶跡の虚穴】使いがいるって話を聞いたことがあるが、果たしてどこまで本当なのやら。

「うーん……そっかあ。行き先を決めるやり方によっては、『しゅんかんいどう』されなくて済むかなーって思ったんだけど」

「まあ例えば、物理的に入れない狭い場所ならあの女も瞬間移動できないだろうけどな」

　子供しか通れないような狭い道があればよかったんだが、この廃はい砦とりでには通風孔なんて気の利いたものはないようだった。

　話し合っても具体的な策は出てこない。やっぱり何とかして、俺たちの居場所を捕捉した方法を調べるしかないのだろうか……。

　──コン、コン。

　不意に、扉がノックされた。

　ひやりと背筋が凍る。まさか──なんて現実逃避の暇さえ与えられなかった。

「入ってますかぁー？　──なんてなァ！　ここかガキどもォ!!」

　ドバンガンガンッ!!　扉が震え、ミシリと軋きしんだ。ヴィッキー……!?　どうやってここを見つけたんだ!?　こいつ……やっぱり、何らかの手段で俺たちの位置を捕捉している！

「くそっ！」

　俺は室内の木箱やガラクタを動かしてバリケードを作った。

「開けろッ!!　クソガキィッ!!」

　だが依然、扉は震え、軋み、バリケードは徐々に崩れる。この筋肉女がッ！　このままだと長くは保もたない！

「奥へ行くぞ！」

　子供たちにそう叫びながら、俺は奥の壁に駆け寄った。

　当然、そこには出口なんかない。石組みの壁が立ちはだかっているだけだ。

　だが──俺には、扉なんて必要ない。

　両手で石の壁をぐっと押す。たったそれだけで、壁がばらばらと瓦解し、小さな中庭が姿を現した。俺にとって石組みの壁は存在しないに等しい！

「来いッ！　早くッ!!」

　負傷者から順番に、子供たちを部屋から逃がす。

　扉のバリケードは、もう半分ほど崩れていた。ヴィッキーが入ってくるのは時間の問題だ……！

　残り四人。焦りが募る。残り三人、残り二人──

　──バキャリッ!!　という、決定的な音が聞こえた。

　ハッと視線を上げると、俺が作ったバリケードは、雪崩を打って崩れ去っていた。

　残り一人──ベニーの向こう側に、その女の影が立つ。

　女盗賊ヴィッキーが、戸口に立って笑っていた。

「逃ッがすかァああああああッ!!」

　猛然と迫るヴィッキーに歯は噛がみしながら、俺は室内に残った最後の一人、ベニーに手を伸のばす。

「手を！」

　重さを失い、泡のように宙に浮かんだままの石材の間を縫って、ベニーが咄とつ嗟さに伸ばした左手を──

　ん？

　──掴つかみ取り、その身体からだを室外に引きずり出した。

　直後、そこらに浮かんだ石材の重さを戻す。

「チッ……!!」

　ヴィッキーが忌々しげに舌を打った。

　重さを取り戻した石材が、女盗賊の上に雨と降り注いだのだ。

　猛獣めいた殺意を放っていた筋肉女は、すっかり瓦が礫れきの中に埋もれて消える。……だが、この程度で大人しくしてくれる奴やつじゃあない。早いとこ離れないと。

「ベニー。大丈夫か？」

「……う、うん……」

　力尽くで引っ張り出されたベニーは、前から俺に抱きつくような格好になっていた。相当怖かったんだろう。バクバクという激しい鼓動が、密着した俺の左胸にまで伝わってくる。俺の鼓動と混じり合って、まるで俺自身が早鐘を打っているかのような──って、んん？

「じーくん！　早く！」

「あ、ああ……」

　俺はフィルに急せかされて、再び子供たちを連れて走り始める。

　それと同時に、隣を走るベニーの顔をちらりと窺うかがった。

　──今のは……？

　──いや、でも、あのときは……。

　意識が過去へと遡り、違和感を洗い出し──そして、今更のように疑問に思った。

　ヴィッキーは、どうしてバリケードごときに足止めされたんだ？

　その疑問が突破口だった。

　点と点が、線で繋つながる。

　それを元に、自分の記憶を再解釈した。

　俺たちの位置を正確に捕捉してくるヴィッキー。

　精霊術【絶ぜつ跡せきの虚こ穴けつ】。

　複雑怪奇な廃はい砦とりで。

　狭い部屋。

　拷問台。

　鼓動。

　手。

「（──フィル）」

「（んー？）」

　俺はこっそりと──他の誰にも聞こえないように──フィルに言った。

「（ネズミを使って、この廃砦を調べてくれ──隅々まで、詳しく）」






絶ぜつ跡せきの虚こ穴けつ









「チッ……ガキどもめ。ちょこまかちょこまかと……」

　いい加減、アタシは辟へき易えきしていた。

　このアタシが──盗賊団『真しん紅くの猫ねこ』が頭領『血ちまみれ雌め[image: ]ひよう』ことヴィッキー様が、あんなガキごときにこんなに手間をかけなきゃならないなんて。

　多少、手間がかかるくらいならむしろ可愛かわいげがあるってもんさ。だが、それはあくまでアタシが楽しめる範囲でのこと。

　よく奪い、よく稼ぎ、よく遊ぶ。これは盗賊の基本だが、遊びが稼ぎを損ねるようじゃあ本末転倒だ。アタシは勤勉な盗賊なんでね、刹那的になるのは酒をかっ食らうときだけと決めているのさ。

『彼女』との取引は明朝だ。それまでにガキどもを取っ捕まえて、商品を用意しておかなきゃならない。……こりゃあ今夜は徹夜になりそうだ。

　イライラするねえ……。ああ、イライラする。村の一つも潰してやらなきゃあ、このストレスは解消できそうにない。あるいは──ああそうだ、いいことを考えた。

　前に、ずいぶんと目鼻立ちの整った王子様がいるって聞いたことがある。歳としはちょうどあの生意気なガキどもと同じくらいで、頭脳明めい晰せきな、いわゆる神童ってやつだそうだ。再来年には、あの王立精霊術学院に入学するって話らしい。

　聞くだに忌々しいプロフィールじゃあないか。天才ってヤツはそれだけで気に食わない──才能で楽に生きられる分、苦労してもらわなけりゃ不公平ってもんだよねえ？

　というわけで、決めた。次の獲物はそいつにしよう。

　掻かっ攫さらって、もてあそんで、身代金をたっぷりせしめて、それから売っ払っちまおう。

　貴族連中の絶望的な顔が目に浮かぶ……。ああ、その想像だけで一樽たる分は呑のめそうだ。

　……おっと、その前に目の前の仕事を片付けなくちゃあいけないね。

　あの貴族のガキ、一体何者だ……？　ただのガキじゃあねえ。明らかに訓練を受けている。ウチの筋肉ダルマどもじゃあ相手にもならねえだろう。

『ギルド』を通じて攫ってこいと依頼されたときは深く考えなかったが──なんともキナ臭いねえ。ああ、やだやだ。よくわからねえことには深く首を突っ込まない──それが長生きする秘ひ訣けつさ。

「……うん？」

　アタシは耳をそばだてた。『こいつ』は声が小さくていけないね。

「ああ……わかったわかった。そこにいるんだね？」

　情報に従って移動する。

　と、遠目に一〇人くらいのガキが見えた。……連中だ。

「そろそろ年貢の納め時ってやつだよ、ガキども」

　このまま追い立てれば袋小路だ。

　あのガキはどうやら重さを消す精霊術を持っているようだが、他のガキども全員をまとめて浮かすことはできまい。できるならとっくにやっているはずだからね。

　それに、二度同じ手が通じるアタシじゃない。

　もしまた飛んでいこうとしやがったら、アタシの【絶ぜつ跡せきの虚こ穴けつ】で打ち落としてやるさ。

　アタシは乾いた唇を舌で舐なめ、廊下を歩いていく。

　やがて出た中庭に、あのガキが待ち構えていた。相変わらずの小生意気な目で、アタシを睨にらみつけている。

　その傍そばにはもう一人、一緒に攫さらってきた女のガキもいた。こっちもこっちで、ガキらしくねえ揺れのない目をしてやがる。

　だが──アタシは辺りを見渡して、ガキに問いかけた。

「おい、ガキ」

「なんだ、ババア」

「他のガキはどこ行きやがった？」

　ここにいるのは、二人だけだ。

　さっき見たときは、確かに逃げたガキ全員がいた。そしてその全員が、こっちのほうに逃げてきたはずだ……。一体どこに消えた？

　クソガキは眉をひそめるアタシを見て、癪しやくに障る笑みを浮かべた。

「さあな──瞬間移動でもしたんじゃないか？」

　……こいつ、何か企たくらんでやがるな？

　ガキの青臭い脳のう味み噌そで何を考えたか知らねえが──

　アタシは懐に手を突っ込み、ナイフを取り出した。

　それを見て、クソガキの眉がぴくりと反応する。

「はッは！　やっぱりねえ！　アンタの精霊術は自分が触れたものにしか使えねえんだ！　だからこうして武器を使われると、攻撃を受けた瞬間に相手を浮かすことはできなくなる！　お得意の術を使ったところで、浮き上がるのは武器だけって寸法さ！」

　ほんの少しでも触れた途端にふわふわ浮かされて、身動きが取れなくなる。これほど厄介なことはねえ。対策させてもらったよ。

　あとはあの短い両腕にだけ気を付けておけばいい。

　悪く思わないでほしいね。プロは相手がガキだろうと手加減なんかしないのさ。

「……だったら、こっちも武器を使うだけだよ」

　そう言って、クソガキは背中から一本の剣を取り出した。どこぞの倉庫から持ち出してきやがったか。

　柄つかを両手に握り、正面に構えるクソガキ。なかなか様になってやがる。素人じゃねえな。大人用の剣だからガキには重いはずだが、それも精霊術があればお構いなしってわけか。

　気に食わないねえ。

　こういう未来を約束されてそうなガキは──

　──いっぺん、人生をめちゃくちゃにしてやらなきゃなあ！

「死ねっ……!!」

　アタシはその場でナイフを鋭く突き出した。

　──【絶ぜつ跡せきの虚こ穴けつ】。

　虚空に開けた穴を通じて、クソガキの腹をぶっ刺す。間合いなんて関係ねえ。速度なんて関係ねえ。アタシの攻撃は、相手がどこにいようと届く！

　おイタが過ぎたね。キズモノにしちまうのは残念だが、クソガキにはお灸きゆうを据すえてやるのが大人の義務ってもんさ……！

　アタシは、疑いもしなかった。

　一瞬後、クソガキがお腹なかを押さえてその場にくずおれることを。

　だけど、現実はそうならなかった。

「……あ、……ぁあ……っ!?」

　アタシがナイフを突き出した、その瞬間──クソガキの姿が、ブレて消えたのだ。

　いや違う、視界の端でかろうじて捉えている！　羽虫のようにブンブンと飛び回る黒い影……！　だが羽虫にしてはデカすぎる。それは人影だった。人影が、アタシを取り囲むようにして跳ね回っているのだ。

　速い。

　そして、鋭い。

　物理法則をまるで無視した、それは鋭角すぎる乱反射だった。イカサマカジノのルーレットの玉だってもう少し自然に動くってもんさ。

　これも重さを消す精霊術の使い方の一つってわけかい。なるほど、よくお勉強しているようだ──!!

　直上から振り下ろされてきたクソガキの剣を、ナイフで受け止める。

　重い。斬撃の瞬間だけ剣の重さを元に戻してやがる。

　だが、軽い！

　クソガキはかすかに顔をしかめると、間合いを取って再び高速機動を開始した。

　確かに精霊術の扱いは天才的だ。精霊術の扱いは、ね。

　だけどやっぱり所詮はガキ──筋力と体重が足りてない。こいつがもし大人だったら、さすがのアタシも今の一撃は受け止められなかっただろうさ。

　基本的に、重さってのは強さだ。

　何かと何かが正面からぶつかり合えば、重いほうが勝つ。当然だろう？

　このガキの戦い方は、それを熟知して利用したものだ。

　だからこそ発展途上──体重も筋力も足りない今、こいつの戦法は完成形に至っていない……！

　さあ、よく見ろヴィッキー。血ちまみれ雌め[image: ]ひよう！　ヤツの動きは確かに速く鋭い。だが、所詮はこけおどしさ。軌道がめちゃくちゃなだけで、速さ自体は野犬とそう変わりやしない。思い出せ、野犬のディナーになりかけたことが何度あったか！　そして逆にディナーにしてやったことが何度あったか……！

　無軌道なガキの動きをよく見て、斬撃を迎撃する。害意が素直で助かるね。ちりりと首筋がざわつくのさ、アンタが剣を構えた瞬間に！

　何度目とも知れない交錯の際に、アタシはクソガキの目を見て笑った。

「どうした？　同じことばかりして、えらく悠長じゃないか。……何か待っていることでもあるのかい？」

　クソガキはアタシから飛び離れる。

　今度は高速機動には入らず、剣を構えたままじりじりと間合いを測り始めた。

「はン。時間稼ぎかい？　アタシの目をひきつけときゃ、他のガキどもが逃げられるとでも？」

「かもしれないな」

「無駄だね。無駄無駄。お利口なアンタなら気付いてんだろう？　アタシはお前らの居場所をいつでも知ることができるのさ。それと【絶ぜつ跡せきの虚こ穴けつ】を合わせれば、どれだけ距離を稼いだところで無駄なことさ」

「だろうな。──ただし」

　にやりと。

　クソガキが、クソ生意気な笑みを浮かべた。

「その【絶跡の虚穴】とやらが、今も使えれば──の話だが」

　……な、に……？

「やってみろよ。他の子供の居場所を調べて、瞬間移動で追いかけてみろ。まあ当然、俺は全力で止めるが、試すくらいなら自由だ。そうだろ？」

　……こいつ、まさか……。

　アタシの……アタシの秘密を……!!

「おい……。おい！」

　もう今更、隠しておく理由もない。

　アタシは後ろの──『あいつ』が隠れているはずの場所に向かって叫んだ。

「教えろ！　ガキどもは今どこにいる!?」

　返事がない。

「……おい、どうした？　どこに行った……!?」

　返事がない。

「おいっ……！　おいッ!!」

　何かが崩れるような感覚があった。

　アタシの足元を支えていたものが──脆もろくも、朽ちた家のように。

「出てこい！　とっとと出てきやがれッ！　ベニィイィいいいい────ッ!!」





　　　　◆






「騙だまされたよ」

　狼狽うろたえてベニーの名前を──内通者の名前を喚わめき散らすヴィッキーに、俺は剣を向けたまま告げた。……さあボーナスタイムだ、くっちゃべって時間を稼げ！

「ベニーを拷問台に瞬間移動させたのと索敵したはずの廊下に突然現れたこと。この二つから、すっかり『こいつはどこにでも瞬間移動できるんだ』って思い込まされちまった」

　でも、と俺は続ける。

「冷静に思い返してみると、おかしいんだよ──その二つのどちらとも、俺たちは人間が丸ごと瞬間移動したその瞬間を見ていないんだ」

　ベニーのときは、茂みの中に倒れ込んだ。

　先回りされたときは、索敵をネズミに任せていた。

　どちらとも、【絶ぜつ跡せきの虚こ穴けつ】によって消失し、あるいは出現するその瞬間を、目撃していない。

「極めつきはあれだ。お前は物置に隠れた俺たちを見つけたにも拘かかわらず、バリケードなんかに足止めを食った──教えてくれよ、『血ちまみれ雌め[image: ]ひよう』のヴィッキー様。あんたはあのとき、どうして【絶跡の虚穴】で物置に入ってこなかったんだ？」

「…………ッ……!!」

「答えられないよな。そりゃそうだ。お前は人間を瞬間移動させることができないんだから!!」

【絶跡の虚穴】によって空間に開けられるワームホールの大きさは、術者の実力に比例すると言う。おそらくヴィッキーが開けられるワームホールは、拳こぶしがやっと通る程度の大きさでしかないんだ。人間なんて──とてもじゃないが通せない。

「な、……何を証拠に言いやがる……!!」

　どんな証拠よりも雄弁な歪ゆがんだ表情で、ヴィッキーは俺を睨にらみつけた。

「人間を瞬間移動できないィ？　だったらてめえの目の前でやってみせた拷問台への瞬間移動は？　廊下に現れたときは!?　【絶跡の虚穴】なしで一体どうやって──」

「小細工トリツクだよ」

「は？」

「その名も轟とどろく『真しん紅くの猫ねこ』の頭領とはとても思えない、セコい子供騙しだ。……まあ、一時的とはいえ、それに引っ掛かった俺も、まだまだ子供だったってことだけどな」

「いやー、じーくんはすごいよー！」

　フィルが場違いな明るさで言う。

「わたし、全然気付かなかったもん！　瞬間移動させられた前と後とで、ベニーくんの利き手が違ったなんて……」

　……そう、それがこの説を思いつく端緒だった。

　瞬間移動させられる直前、ベニーは右手で石を拾ってヴィッキーに投げていた。

　だがその後、負傷者を支えるとき、あいつが使っていたのは左腕だった。

　さらにトドメに、ヴィッキーから逃げるとき、俺が伸のばした手を取るためにあいつが咄とつ嗟さに伸ばしたのもまた、左手だった。

　つまり、瞬間移動させられたのを境に、ベニーの利き手が変わっていたのだ。

「ば、き、……利き手だぁ!?　そんなもん、どうとでも説明できるだろうがッ!!」

　何かを守ろうとするように、ヴィッキーは口角から泡を飛ばした。

「たまたま違う手を使ったのかもしれねえ！　そもそも両利きって可能性もある！　たったそれだけで……っ！」

「もちろん、たったそれだけじゃないぜ──この盗賊団で、お前とベニーしか知らない秘密を見抜いた根拠はな」

「…………っ!!」

　顔を強こわ張ばらせるヴィッキーに、俺は自分の左胸を指し示す。

「さっき、物置でお前から逃げたときにな、ベニーに正面から抱きつかれたんだ。えらく緊張してたみたいで、心臓のバクバクが直接伝わってきたよ──俺の心臓にな」

「……は……？」

「わからないか？　俺の心臓に、つまり左胸に、直接伝わってきたんだ──正面から抱きついたベニーの鼓動が。それっておかしいだろう？」

　何せ──と、俺は左胸を指した指を右胸に移動した。

「心臓は、左胸にあるんだから。正対した俺からすれば、ベニーの鼓動を感じるのは心臓のない右胸でなきゃおかしい」

「…………ッ!?」

　ヴィッキーは愕がく然ぜんと目を見開いた。……そうか、どうやら知らなかったみたいだな。

「──『内臓逆位』だよ」

　その異常を説明する言葉を、俺は告げる。

「人間の中にはな、身体からだの中身が鏡に映したように左右反転して生まれてくる奴やつがいるんだよ。ベニーはそれだ。心臓が右胸にある、そういう体質だったんだ。──一方で、瞬間移動前のベニーの心臓は左胸にあった。『カジノ』に向かう道中で、心臓を押さえるように左胸を掴んでいたのを俺は見た」

　ベニーの顔色がいやに悪かったのでよく覚えている。恐怖によるものか緊張によるものか、あのときは判別がつかなかったが、今ならはっきりわかった。

　緊張だ。

　迫る『大一番』に向けて、緊張を抑えようとしたんだ。だから心臓を押さえたんだ！

「たまたま利き手じゃない手を使うことはあるだろう。両利きってこともあるだろう。じゃあヴィッキー、お前に質問だ──たまたま心臓の位置が入れ替わることはあるか？　あるいは、右胸と左胸両方に心臓があることは？」

「……ぐっ……ううう……!!」

「ないよな。それだけは有り得ない──別人に入れ替わったりしていなければ！」

　俺は女盗賊が仕掛けたチャチな小細工を、余すことなく暴露する。

「『ミラー・ツイン』──双子の中には、鏡像のように左右対称の身体からだを持って生まれてくる子供がいるって話だ。片方が右利きならもう片方は左利きに。そして時には、身体の中身さえそっくり反転して──」

　双子。

　極めてよく似た、しかし別の人間。

「お前に突き飛ばされて、ベニーは茂みの中に埋もれた。そのタイミングに合わせて、拷問台上部の収納スペースに潜んでいた双子が下に落ちる。そうすることでベニーが瞬間移動したように見えた──たったこれだけの、あまりに簡単な仕掛けだったんだ」

　文字通りの、子供騙だましだ。……もっとも、ヴィッキーが騙したかったのは、子供おれたちじゃあなかったようだけどな。

「……馬鹿な……!!」

　歯を剥むき出しにして、ヴィッキーは俺を睨にらむ。

「センリ共和国でたまたま見た、クソドマイナーな芸をパクったのに……！　アンタみたいなガキが、どうして……!!」

　……ああ、そっか。この世界じゃ、奇術マジツクってマイナーなのか。

　双子を使った瞬間移動なんて手て垢あか塗まみれのイリュージョンなのに、どうして下っ端盗賊どもに気付かれないのか疑問だったんだが──精霊術なんてもんがある世界じゃ、多少、人間が出たり消えたりしたところで、大した見世物にならないのか……。

「……ついでに言えば、俺たちの位置を捕捉していたのもベニーとその兄弟だろ？　入れ替わった後も、ベニーは入れ替わる以前の会話を覚えていた」

　──君たちは、ほんとに……正義の味方、みたいだ……

　子供たちを助けに戻ってきたとき、ベニーはそう言った。俺たちが『正義の味方』を名乗ったのは、もう一人のベニーに対してのはずなのに。

「口裏合わせの機会もなかったのに──まるで傍そばで一緒に話を聞いていたかのように」

　それが可能な精霊術を、俺は知っていた。

　通信手段になりうる精霊術のひとつとして。

「精霊〈ナベリウス〉の【三さん矢しの文もん殊じゆ】──他者と精神を共有する精霊術。それを使って、俺たちの位置情報を連絡させていたんだろ」

「……チッ……！」

「だったら話は簡単だ。精神を共有している都合上、片方の説得が成功すればもう片方も芋づる式──お前の傍で連絡係をしていたベニーも、もうとっくに逃げ出してる頃だよ」

　ヴィッキーは歯は軋ぎしりをしてナイフを振るった。

　しっかり警戒していた俺は、空間を越えてきた刃やいばをバックステップで躱かわす。

「ックソガキが……!!　連絡係の一人や二人、いなくなったところでどうした!!　ガキが一〇人もぞろぞろ歩いてたら、小細工なんざなくても簡単に見つけられるんだよ……!!」

「確かにな。複雑怪奇なこの砦とりで、道がわかってても移動するには時間がかかる。大人の足で追いかければ、全員脱出する前に追いつけるかもしれない」

「わかったらさっさと諦めて──」

「普通の道を行けばな」

　ヴィッキーは続く言葉を呑のみ込んだ。

「──てめえ……そこまで……っ!!」

「お前が【絶ぜつ跡せきの虚こ穴けつ】で自分自身を瞬間移動させられないのだとしたら、どうやって安全を確認したはずの廊下に突然出現できたのか？　答えは一つしかないよな──『俺たちが気付かなかった扉から普通に出てきた』だ」

　俺はヴィッキーの一挙手一投足を見張りながら続ける。

「物置に隠れたとき、違和感があった。地図で見たときより狭く感じられたんだ」

　ガラクタが多いせいかとあのときは思った。だが俺の感覚は真実を捉えていた。

「たぶんどこの部屋に入っても、十中八九は同じ違和感を覚えたと思う。だって実際に、地図に描かれているより狭いんだから──いや、地図の部屋が実際より大きく描かれている、と言うべきだな」

　正しい寸法で描かれている地図より、実際の部屋が狭い。

　とすると、どういうことか。

「この砦には、部屋と部屋の間に、不自然なデッドスペースが大量に存在するんだ。いい加減な増築のせいになんかできないくらい大量にな。しかもそのすべてが、地図上ではなかったことになっている。それを知って、想像しないほうがおかしいだろ？　──この砦には、隠し通路が張り巡らされているんじゃないか、って」

　隠し通路──秘密の抜け道。

　言わば、人工の【絶跡の虚穴】。

「複雑怪奇なこの砦で、隠された近道なんか使えば、傍はた目めにはほとんど瞬間移動に近い。思えば不自然だったんだ──この砦は、お前らの人数に比してデカすぎる。アジトにするには不適だ。それでもここを拠点にしてるのは、この隠し通路を利用して、部下に精霊術師としての実力を過大に見せかけるためだったんだな？　『カジノ』のときに子供騙だましのトリックを使ってみせたのも、自分への求心力を高めるためだったんだろ？」

　荒くれぞろいの盗賊団をまとめ上げるための涙ぐましい小細工。

　自分を精霊術の達人に見せかけること。

　やたらと『血ちまみれ雌め[image: ]ひよう』なんて異名を自ら口にするのも、きっとそういう理由からだ。

「お前は部下に、自分自身を瞬間移動させられないことを隠していた。隠し通路の存在を隠していた。だとしたら、こう考えるのが自然ってものだ。──隠し通路を逆利用すれば、誰にも見つからず、超安全にここを脱出できる、ってな」

　思いついてからは簡単だった。

　まず、フィルに大量のネズミを動員してもらい、ヴィッキーと遭遇したあの廊下を調べてもらった。すると案の定、隠し通路の入口を発見した。

　あとはネズミに隠し通路内のマッピングを任せ、完了し次第、内通者であるベニーの兄弟に協力してもらってヴィッキーを誘導。首尾よく誘おびき出せたら、俺が時間を稼いで子供たちを隠し通路で逃がすだけ。

　ちなみに、隠し通路は要所要所を破壊してあるので、俺がヴィッキーを逃がしたとしてもそう簡単には追いかけられないおまけ付きだ。

「部下に隠し通路を教えておけば、今からでもあいつらを捕まえられたかもな。セコい小細工で自分を過大に見せてたツケだ、『血ちまみれ雌め[image: ]ひよう』」

「…………悪いか」

　怨えん嗟さを形にするように、ヴィッキーは呟つぶやいた。

「自分を大きく見せるのが、そんなに悪いかッ!!　てめえみてえな才能のある奴やつにはわかんねえだろうけどなあ!!　アタシがこれまでどれだけ、」

「悪くないし、さらに言えば興味もない」

　剣先を寸すん毫ごうたりとも揺らさず、俺は告げる。

「お前にどんな事情があろうが、どんな過去があろうが、どんな劣等感があろうが、知ったこっちゃない。お前は今までどれだけ殺した？　どれだけの子供たちの手足をもいだ？　お前にどんな事情があれば、その行為が許される？　許されるはずがない。許されるはずがないだろうが」

　俺は知っている。

　愛のため、恋のため、と綺き麗れいな言葉を叫びながら、次々と人殺しに手を染めた人間を。

　俺は、あいつを許さない。

　あいつのような人間を許さない。

「ヴィッキー。自称『血まみれ雌[image: ]』。人を人とも思わず、子供を物のように扱い、あまつさえそれを当たり前のことだと正当化した、手の施しようのないクソ害悪────」




「────お前に転生の機会が与えられないことを、心から祈る」




　ヴィッキーの額に、太い血管が浮くのが見えた。

　唇が震え、肩が震え、手が震え、ナイフが震え──

「──死ィねぇええぇえええええええええええええええええええええええええええええええええええええええええええッッッ!!!!」

　絶叫と共に、ナイフの切っ先が突き出された。

　ワームホールを通し、空間を越えて襲い来る刺突。それは当たりさえすれば、俺みたいな子供一人、あっさりと命を奪い取ることができただろう。そう──当たりさえすれば。

　あまりに、殺意が明瞭だった。

　殺すことしか考えていない、当てることを考えていない、素人みたいな刺突だった。

　丸わかりだ。狙いは心臓だと。だから俺は握った剣で、簡単に弾はじくことができた。

　全力を込めれば込めるほど、その反動は大きい。ナイフはヴィッキーの手から弾かれて、地面の上を転がっていった。

「……もう、時間稼ぎの必要もないな」

　ベニーたちは砦とりでを出た頃合いだ。ラケルが助けに来るだろう時間も迫っている。

　俺は丸腰になったヴィッキーに肉薄した。

　人に剣を振り下ろすことに、今更躊躇ためらうものか。

　何せ、身内を殺している。

　たった一人の妹を、二度も殺している。

　いわんやそれが、同情の余地もない害悪ならば──一体どこに、躊ちゆう躇ちよする理由がある？

「……クソがっ……!!」

　ヴィッキーは表情を左右非対称に歪ゆがめて、俺を睨にらみつけた。

　その手にもはや武器はない。俺の剣を防ぐ手段はない。

　さあ死ね。さあ消えろ。

　世のため人のため、これ以上の俺を生まないために──!!




「────覚悟しろよ、クソガキ」




　重さを元に戻しながら振り下ろした剣に、強烈な衝撃が返ってきた。

　……受け止められた……？

　いや──弾き返された？

　体勢を崩した俺は、どうにか地面を蹴ってヴィッキーから距離を取る。

　改めて女盗賊の姿を確認すれば──その身体からだには、傷一つ見受けられない。

　さっきまでとの違いは、たった一つだけだった。

　拳こぶしだ。

　握り締められた指に、銀色に光るものが嵌はまっている……！

　──メリケンサック……!?

　まさかあれで剣を弾き返したのか……!?　そんな、いくら子供の筋力とはいえ、長剣の重量を拳で跳ね返すなんて……！

「…………まさか、ガキ相手にこれを使うことになるとはなァ…………」

　ヴィッキーはメリケンサックを嵌めた拳を、ゆらりと胸の前に構える。

「大人げねえなぁ……ガキ相手に必死こいてよぉ……。屈辱だ──本ッ当に屈辱だッ!!」

　ヴィッキーが拳撃の予備動作を見せた瞬間、俺は《右う翼よくの形かた・玄鳥つばくらめ》による高速機動に入った。

　これであいつは俺を捉えられな──────────

「────────いッ………………!?!?」

　メキメキメキッ。

　という、嫌な音が、した。

　痛い。出所を探す。痛い。痛みを探す。痛い、痛い、痛いっ──!!

　肋ろつ骨こつだった。

　俺の肋骨が、ひしゃげた音だった。

「──げぅ」

　自分でも聞いたことのないような、おぞましい声が、喉の奥から自然と零こぼれ、直後、俺は【巣す立だちの透とう翼よく】を、使っているわけでもないのに、地面から足を……浮かせた。

　硬い地面に跳ね、壁に全身を打ちつけ──手からも。足からも。力が失うせて。……ぐったりと。その場に。倒れ伏ふした……。

「じーくんっ!!」

　霞かすむ視界に、フィルが駆け寄ろうとしてくれたのが見えて、俺は何とか、手で制する。

　力が……腕に力が、入らない……。あれだけ苦労して鍛えた筋肉が、いきなり全部、抜け落ちたかのような……。

　それでも、無理やり、身を起こした瞬間、

「うっ、げぇえぇぇっ……！」

　口の中から血の塊が溢あふれ出て、地面にびちゃびちゃと撒まき散らされた。

　い……た……くる、し……。いきが……うまく、できな……。これ……内臓……やられて、る……？　…………って、いうか…………。

　…………俺、死ぬ…………？

「さっきは言いたい放題、ナメた口を聞いてくれたじゃないか。ええ？」

　女盗賊が、打って変わった怜れい悧りな視線で、這はいつくばった俺を見下ろしている。

「思い通りに現実が進むのは楽しかったか？　大人を翻弄して、馬鹿にして、優越感に浸れたか？　勝てると思ったか？　勝ったと思ったか？　こいつは自分より弱いって侮ったか？　覚えておきな──そういうのを『慢心』って言うのさ」

　その場から一歩も動かず。

　自分に有利な間合いを、決して手放すことなく。

　女盗賊、『血ちまみれ雌め[image: ]ひよう』、ヴィッキーは告げる。

「確かに、アンタはガキの割には大したもんだ。天才ってやつかもしれねえさ。だがなあ、基本的なことを忘れてるぜ？　──アタシのほうが、アンタより二〇年ばかし長く、このクソッたれな世界で生きてるってことをよッ!!」

　その言葉で……俺はようやく、自分の勘違いを、正す。

　転生にはアドバンテージがある。前世の記憶は持つだけで有利だ。……ただし、それはガキにしては、ということであって、……俺よりも早く、俺よりも長く、この世界で生きてきた大人には……決して、敵かなうはずもないのだ。

　たかだか七年で何を知った？　子供の狭い世界で何を悟れた？　……ああ、何にもわかっちゃいないのだ、俺は。精神がちょっとばかし老けてるだけで、……俺は、真実、この世界では──ただの七歳に、他ならないのだ。

　十で神童、十五で才子、二十歳過ぎればただの人。

　であれば。

　……俺は、神童の皮を被かぶった、ただの人でしかない。

「立て、クソガキ。第二ラウンドだ。──大人の恐ろしさを教えてやるよ」

　俺は定まらない足取りで立ち上がりながら──薄く、頬ほおを緩ませた。

　……ああ、よく教えてくれた。よく思い出させてくれた。

　与えられた才能に溺れて、転生のアドバンテージに胡坐あぐらを掻かいて、楽勝ムードに浸って慢心して──俺以外の誰かが、傷付けられるその前に。

　その拳こぶしを、よく俺に向けてくれた。

　この痛みが教師だ。この苦しみが師匠だ。もっと教えてくれ。もっと思い知らせてくれ。俺が、もう二度と無力を嘆くことがないように。見殺しにする言い訳をしないように──




　──俺の人生の礎になれ、『血ちまみれ雌め[image: ]ひよう』。






あかつきの輝き









　体調は最悪だ。痛いし、力は入らないし、吐き気は留とどまる所を知らない。

　けど、それをぐっと飲み込んで、俺は剣を握り締める。

　現実的なことを言えば、フィルを連れてとっとと逃げてしまえばいい。時間稼ぎはもう無用だ。子供たちはもうとっくに廃はい砦とりでを抜け出している頃だろう。

　だが──見ろ、女盗賊のあの瞳を。

　俺しか見ていない。

　俺の命しか見ていない。

　俺という存在を、その手で、その足で踏み躙にじることでしか、自分の魂に救済をもたらす方法はないと、心から信じ切っているような目だ。

　きっと、俺も──妹を殺すとき、あんな目をしていた。

　だから、殺し合うしかないのだ。

　生きるか死ぬかしかないのだ。

　以前は殺す側。今度は殺される側。

　これは俺にとって、およそ七年ぶりの──

　──生存闘争。

　俺は血と唾液の混ざったものを地面に吐き出すと、服の袖で口元の血を拭った。

　さあ、考えろ。

　体格でも筋力でも劣り、もしかしたら精霊術の扱いでも後れを取っているかもしれない俺が、唯一ヴィッキーと対等なのは頭脳だけだ。前世から持ち越した、この魂だけだ──たとえ慢心と謗そしられようと、俺が頼れるのはこの反則だけなんだ。

　あいつは一体、何をした？

　メリケンサックを装備したとはいえ、ただの拳こぶしでどうやって俺の斬撃を弾はじき返かえした？　そして、どうやって高速機動中の俺を捉えた？

　見逃すな──どんな些さ細さいな情報も。

「────ッ!!」

　体重を消す。地面を蹴る。大地の鎖から解き放たれ、自らを物理法則の外側に置く。

《右う翼よくの形かた・玄鳥つばくらめ》。

　予備動作一切なし。一歩目からトップスピード。あたかもプリズム内を乱反射する光のように、俺は廃はい砦とりでの中庭を跳ね回る！

「──ッハァ!!」

　メリケンサックで武装された拳が、猛然と空気を、そして空間を割った。

【絶ぜつ跡せきの虚こ穴けつ】。

　空間そのものに開かれた虫食い穴を、拳が通り抜ける。

　いくら間合いを無視できるとはいえ、今までならば、俺の《玄鳥》にはついてこられないはずだった。

《玄鳥》の強みは、人間の直感に反することだ。

　そのスピードで、その軌道ならば、おそらくこう動くだろう──無意識のうちに脳裏に走るそんな当て推量を、慣性キャンセルというイレギュラーが外してしまう。これは経験を蓄積した相手ほどよく効くとラケルは言っていた。

　しかし。

「──くっ……！」

　当たる。

　横腹に一撃、鈍い衝撃と痛み。ぐりりと硬いメリケンサックが肉に食い込む。

　だが、さすがに二回目だ。今度はモロには喰くらわなかった。自分を浮遊させることで衝撃を受け流す。

　吹っ飛ばされるが、これは計算の内。壁に激突した反動を利用してスーパーボールのように跳ねた。

　壁から壁へ。

　壁から壁へ。

　壁から壁へ。

　普通の人間の戦いでは有り得ない三次元機動。さして複雑に飛ぶわけでもない羽虫を、なのに見失うことがあるように──人間の目はこの動きを追えるようにできていない！

　右へ左へと顔を動かすヴィッキーが後頭部を見せた瞬間、俺は鋭角にターンして剣で背中を狙った。

「──こっちかァ!!」

　一瞬遅れ、ヴィッキーがこちらに気付く。チッ！　歴戦の勘ってやつか……!?

　構わず、剣を振り下ろした。

　同時に、拳こぶしが繰り出された。

　剣と拳けん。読みは同じでも、殺傷力は雲泥の差。剣は人を殺すためだけにあるが、人間の手はそうではない。だから正面からぶつかれば、どちらが勝つかなんて明白だ。たとえ筋力や体重に差があるのだとしても、普通に考えれば……！

　鈍く大きい金属音がした。グゥアァンンッ!!　という、まるで梵ぼん鐘しようでも打ち鳴らしたかのような。じんじんと多重的な衝撃が腕を痺しびれさせる。それが剣と拳、正面激突の勝敗を証あかしていた。

　俺の剣が、弾はじき返かえされる。

「──ッくそ──!!」

「はッ！　もう少し鍛えてきな？」

　勝ち誇るヴィッキーから距離を取り、俺は再び高速機動状態に入った。ヴィッキーが追撃の拳を放つが、今度は虚空を叩たたくに留とどまる。

　どうしてだ、どうしてだ、どうしてだ……!?

　起こりえないことが起こっている。その感触があった。

　今の槌つちに衝つかれたかのような衝撃は、明らかにただの拳のそれじゃない！　【絶ぜつ跡せきの虚こ穴けつ】は、離れた場所と場所を繋つなげる精霊術。それ以外の力はないはずなのに……！

　俺が動き回る間も、ヴィッキーは薄く笑みを湛たたえて拳を構えている。そこには余裕があった。わかっているのだ、待ってさえいれば勝てると。

　ラケルの冗談みたいな基礎メニューをこなしてきたおかげで、まだ体力には余裕がある。だが、人間の身体からだが、こんな三半規管をぐるぐるにシェイクするような動きを想定しているわけがない。

　限界はそのうち、必ず来る。ヴィッキーはそれを待っているのだ。

　だから見抜かなければならない──スピードという鎧よろいが俺を守ってくれているうちに、ヴィッキーの拳の秘密を。

　隙を見て幾度となく攻撃を仕掛けるが、ヴィッキーはことごとく反応して弾き返す。

　百発百中だった。

　咄とつ嗟さの迎撃であるはずなのに、薄い剣の刃を正確に見切って拳を当ててくる。

　とんでもない達人の業だ。だが果たして、ただの盗賊であるヴィッキーがそこまでの達人になれるものか？

　視界の端で、何かがきらりと輝いた。

　埃ほこり？　雪？　ガラス？　いいや、どれとも違う。

　きらきらと輝きながら舞い散るのは、毀こわれた剣の欠片かけらだった。

　限界があるのはこっちも同じか！　武器を失えばますます勝ち目がなくなる……！

　焦りながら剣の状態を確認した、そのとき──俺は、その異常に気が付いた。

　刃は毀こぼれが、全体に渡っている。

　一部分ではなく。一点ではなく。根元から切っ先まで、全体に。

　相手はたった一つの拳こぶしだというのに。

　これではまるで、無数の拳が同時に刃全体を叩たたいているかのような──

「──あ」

　……そういう、ことかっ……！

　理屈としては、できる。直感には反するし、自然の摂理にも反するが、事は精霊術だ、何が起きたって不思議じゃない。【絶ぜつ跡せきの虚こ穴けつ】にはこんな使い方もあるのか！

　この推測が正しいとして……ならば、どうする？

　回避は難しい。正面突破も至難だ。

　なぜなら、俺には火力が足りない。筋力が、体重が、体格が足りない。ヴィッキーを圧倒するには、単純なパワーが必要だ。

　それを、どうやって生み出す？

　跳ね回りながら考える俺の耳に──不意に、音が届いた。

　その音源を探して。

　──俺は、ちらりと上空を見やった。





　　　　◆






　笑え。

　笑ってさえいりゃあ、アタシは冷静だ。

　蠅はえみたいにブンブン跳び回りやがるクソガキを、アタシは頭んなかを目一杯冷やして捉え続ける。

　さっきみたいにカッとなったら終わりだ。冷静に対処し続けていりゃあ、向こうが勝手に潰れてくれる──それからゆっくりと甚いた振ぶってやればいいだけの話だ。

　だが、この小こ賢ざかしいガキが、本当にこのまま体力切れで終わるのか？

　ついさっきアタシ自身が言った通りだ──勝てると思った。勝ったと思った。それを慢心と呼ぶ。

　ガキだからって油断はしねえ。丁寧に丁寧に、冷静に冷静に。……仕事をひとつひとつこなすように、心を殺して対処しろ……。

「……ん？」

　馬鹿みたいに高速移動を繰り返していたクソガキが、新しい動きを見せた。

　一直線に上空に飛び上がったんだ。

　一体何のつもりだ……？　その先には空しかねえぞ。

「おいこらクソガキィ!!　女見捨てて一人で逃げるつもりかァ!?」

　地上には女のガキが取り残されている。逃げるつもりならこいつも連れていくはずだ。

　もし本気で見捨てるつもりの腰抜けだったら、構うことはねえ、アタシが一発どついて叩たたき落としてやるよ──

　そう思って拳こぶしを握った瞬間、

「心配しなくても───」

　真っ黒な夜空へ向かって上昇していたガキが──突如として、停止した。

「───逃げねえよ!!」

　瞬間、反転する。

　上昇から下降へ、一切のクッションを挟まず。

　アタシには、それは──見えない天井を蹴ったようにしか、見えなかった。

　まるで、山肌から剥はがれ落ちた岩塊だ。

　アタシを押し潰すべく、一人のガキが、まっすぐ地上に墜落してくる！

「おぉおぉおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおッッ!!」

　いっちょまえの咆ほう哮こうと共に、クソガキは剣を振り下ろしてくる。

　落ち着け、落ち着け。笑えヴィッキー！　やることは変わらない。殴って弾はじき返かえすだけ。アタシの拳は最強だ──!!

「ぐっ……!?」

「ォああっ……!!」

　拳から肩にかけて、衝撃が突き抜けた。

　剣を弾き返すことには成功する。クソガキは大きく体勢を崩している。チャンスだ。今なら当てられる。逆の拳を振り抜く、それだけで──!!

　だが、アタシもまた、同じくらい仰のけ反ぞってしまっていた。

　なんっ……だい、この反動の強さは！

　垂直下降によって、体重を余すことなく使うことによって、威力が多少上がるのはわかる。だが、その『多少』がデカすぎる！　まるで何倍にもなったかのような……！

　まさか。

　このガキ──もう気付いたのか？　アタシの拳のカラクリに！

　クソガキは地面に足を着けながら、アタシの顔を見上げた。

　そして──ふっ、と頬ほおを緩めてみせるのだ。

「『点』を集めれば『面』になる」

　アタシの背筋に刃を通すように、クソガキは告げる。

「そういうことだろ、筋肉女──お前、拳を増やしてやがるな？　【絶ぜつ跡せきの虚こ穴けつ】の出口だけをいくつも作ることで！」

　その通りだ。それがアタシが使う、【絶ぜつ跡せきの虚こ穴けつ】の裏技。

　離れた空間と空間を繋つなげる穴の、入口と出口──そのうち、出口だけを複数作るとどうなるか。

　入口を通ったものが、すべての出口から出てくるのだ。

　つまり分裂するってわけだ。寸分違たがわない同じものが、出口の分だけな。もちろんそれは、自然の摂理ってやつに激しく反している──だからなのか知らねえが、増えたものは数秒で消えちまう。

　だが、数秒もあれば十分だ。

　無数に増やした拳こぶしで、何十発ものパンチを一瞬でくれてやるのにはな。

　拳という『点』も、大量に集めれば『面』になる。同時に押し寄せる無数のパンチは、どんなスピードで逃げたところで躱かわすのは難しい。そしてもちろん、威力は普通のパンチの何倍にもなる！

　──が、それは諸もろ刃はの剣だ。

　相手に与える傷が何倍にもなるってことは、こっちが喰くらう傷も何倍にもなるってこと──どれだけ鍛え上げた拳でも、何を殴っても痛まないってことはねえ。その痛みが、反動が、増やせば増やした分だけ大きくなっちまうんだ。

　これまでは、クソガキの攻撃が軽かったから無視できた──ゼロがいくつあってもゼロのまま。文無しをいくら襲っても稼ぎはゼロ。

　だが今、このガキは体重を目一杯使うことでゼロを一にした！　それが何倍にもなって、アタシの拳を押し返した……！

「試そうぜ」

　いけ好かない不敵な笑みで──しかし、額から汗を流して──クソガキは言う。

「俺の剣とお前の拳、どっちが先にぶっ壊れるか──!!」

　クソガキが地面を蹴る。

　小さな影が、一瞬で空高く舞い上がる。

　──冷静だ。頭に血を上らせるな！　こんなもん付け焼き刃の思いつきだ。落ち着いて対処すればいい……！

　クソガキが、夜空の中央を、蹴る。

　くそっ、どうなってやがんだ……！　明らかに異常な現象への悪態を堪こらえて、アタシは大きく横に跳んだ。

　何が『試そうぜ』だ。相手なんかしてやるかよ。勝手に地面にぶつかって死ね！

　急降下してきたクソガキは、アタシが回避したのを見るや、くるりと猫みてえに体勢を入れ替えて着地し、跳ねるようにして再び跳躍した。

　反撃の隙さえ見当たらない、スムーズな動作──ああ嫌だ、これだからガキは！　慣れてきてやがるんだ。おそらくは初めて試したんだろうこの戦法に、早くも！

　地面と夜空を行き来するたびに、クソガキのキレが増していく。

　最初は、それを落石に例えた。

　だが今や、それは豪雨だ。

　間断なく降り注ぐ剣の豪雨──雨を避よけることなんざ、どんな天才でもできやしねえ！

　アタシは何とか拳こぶしで防御し、そのたびに腕の骨が軋きしむ音を聞いた。

　なんなんだ、こいつは……！　どうして空を蹴れる!?　これも精霊術なのか。重さを消すだけじゃない？　いいや違う、だったらもっと早くに使っている……！

　冷静だ、笑え、余裕ぶって考えろ！

　最初からこの戦法を取らなかったのはなぜだ？　時間がかかるから──準備が必要だったから──準備？　準備、準備、空を蹴るのに必要な準備といえば当然──

　──足場。

　アタシは剣の豪雨を防ぎながら、夜空に目を凝らした。

　……夜空？

　いいや……いいや、いいや、違う！

　あれは……夜空じゃ、ない。

　夜空にあるべき、星々の輝きがない。

　本来の夜空を埋め尽くす、漆黒のそれは──




　──無数の、大量の、カラスの群れ……!!




　気付かなかった。

　まるで枯れ葉に身を隠すカマキリだ──夜空の黒に紛まぎれるようにして、真っ黒なカラスが群れていやがる！　クソガキはあのカラスを足場にしてやがるんだ……!!

　偶然なんかじゃない。……こんなこと、誰にできる？

　アタシは覚えていた──『カジノ』のとき、虫の息だったイノシシが突然起き上がって暴れ始めたのを。

　あれも精霊術の仕業だとしか考えられねえ。誰のだ？　決まってる。あのクソガキじゃないのなら、残るはもう一人……！

　アタシは横目でそいつを見た。

　戦いに巻き込まれない位置に避難しつつも、アタシに敵意ある眼まな差ざしを向けている、そいつ。

　あのクソガキと一緒に攫さらってきた、女のガキ。

　あいつの、動物を操る精霊術……!!

「あンのッ……メスガキィイィイイッ!!」

　頭上からの斬撃を弾はじき返かえし、痺しびれと痛みが右腕に走る。それを無視して、アタシはカラスを操るメスガキを睨にらみ据すえた。

　アタシの【絶ぜつ跡せきの虚こ穴けつ】は、見える範囲にしか『穴』を作れない。

　だが見える範囲でさえあれば、どこにだって拳こぶしを届かせられる……!!

　左の拳を振るった。

　体勢が悪くてあまり力が入らなかったが、充分だった。クソガキの剣に比べりゃ笑っちまうほど軽い感触がして、メスガキが小さく悲鳴を上げて横に倒れる。

「フィルっ!!」

　頭上からそんな、悲痛で、心配で、そして怒りの入り混じった声が聞こえてきた。

　アタシはほくそ笑む。

「──フィルに何してんだ、クソババアッッ!!」

　真上から、剣を振り上げたガキが迫った。

　だが、アタシは笑う。そう、笑う。笑ってさえいりゃあ、アタシは冷静だ。

　──だが。

　おいガキ、アンタはちゃんと笑えてるかい？





　　　　◆






　フィルが殴られたのが見えた瞬間、頭の中が灼しやく熱ねつに満ちた。

　思考が何もかも吹っ飛んで、ヴィッキーをぶった斬ることしか考えられなくなった。

　だから……それは、当然の結果だ。

　何度も何度も、ラケルに口すっぱくして教えられていた。

　──戦場では、冷静さを欠いた奴やつから死ぬ。

　目の前に星が散った。

　痛いと思ったときには、もう、俺は地面に倒れ伏ふしていた。

　雷の音のように遅れて、直前の記憶が再生される。

　拳が、全方位から迫ってきたのだ。

　分裂した拳によって、全身を釣つる瓶べ打うちにされたのだ。

　そして、俺は、攻撃のことばかり考えていて……相手の攻撃を受け流す準備を、これっぽっちも、していなかったのだ……。

「っはあ……奥の手を出したってのに、ここまで手間取るとはね」

　ヴィッキーが、息を切らしながら俺を見下ろしている。

「認めてやるよ。アンタは強い。おかげで右手がこのザマさ」

　皮が剥むけ、肉が覗のぞき、まるで何度も何度も岩に打ちつけたかのようになっている右手を、ヴィッキーはぶらぶらと振った。

「……惜しいねえ。その歳としにしてその戦闘力。変態貴族のコレクションにしちまうには、あまりに惜しい。どうだい？　『真しん紅くの猫ねこ』に入るってのは？　ウチの連中はどうにも馬鹿ばっかりでね、アンタみたいに頭のいい奴が一人いてくれりゃあ大助かりなんだが」

　俺はわずかに残った余裕をかき集め、皮肉げに笑ってみせる。

「……光栄なお誘いだな。だが、お前の盗賊団には、決定的に足りないものが三つばかしある」

「へえ？　後学のために聞いてやろうじゃねえの」

「その一、知性。その二、品性。その三、健けな気げで可愛かわいらしい女の子」

　直後、ヴィッキーは耐えきれなくなったように、ぷっと噴き出した。

「はっ……はっはっはっ!!　ガキのくせにイカしたジョークを知ってやがる!!　ますます惜しくなってきたねえ!!」

「……ほざけよ。俺への殺意が全然隠し切れてないぜ。お前はただ、俺の無様な命乞いが見たいだけだ……」

「ああ、その通りさ。それに気付けるところだけは、本当に盗賊向きなんだがねえ……。盗賊団ってのは落らく伍ご者しやの集まりだよ。アンタみたいに黙ってるだけで贅ぜい沢たくな人生が手に入るような奴やつを入れる隙間なんざ、どこにもねえさ」

　黙ってるだけで……か。本当にそうだったらよかったんだけどな。

　俺の表情を見下ろして、ヴィッキーは「ふん」と鼻を鳴らした。

「どうやら覚悟はできてるようだね。つまらねえ」

「俺を売り飛ばすつもりか……？　生かしたまま？」

「もちろん。お前は商品だ。商品を自ら壊す商人はいねえ」

「商人？　そんな頭よさげなもんじゃねーだろ」

「その小生意気な舌を切り落としてやりたくなってきたよ。……でも、それよりもいい場所がある」

　ヴィッキーは、刃は毀こぼれしすぎてノコギリのようになった剣を、俺の手から奪い取る。

　そして、その先端で、俺の右手首をつんつんとつついた。

「手だ。お前の手を両方斬り飛ばしてやるよ。勤勉に鍛えてきたんだろう精霊術も、これでたいそう使いにくくなるだろうさ」

「……それは困るな」

　なるだけ平静な声で返しながら、俺は思考をフル回転させていた。

　何かないか。何かないか。何かないか。

　状況を逆転できる一手は、何かないか。

　身体からだは……まだ、かろうじて動く。

　だが今動いたところで、ヴィッキーを倒す術すべはない。

　やはり、火力。攻撃力だ。

　ヴィッキーの拳こぶしを正面から捻ねじ伏ふせるほどの、圧倒的な攻撃力……!!

「さあて、とっとと済ませちまうか。夜明けには『彼女』に引き渡さなきゃあならないんでね」

「『彼女』……？」

　引き渡す……？　仲買人ブローカーみたいな奴がいるのか？

　ヴィッキーは「チッ」と舌を打った。

「……口が滑ったか。アタシも慢心してるようだね。まあいいか」

　投げやりに呟つぶやき、俺の下腕を足で押さえつける──あたかも、木材にノコギリを入れるときのように。

「暴れるなよ？　手元が狂ってミスったら、余計に痛い思いをしなきゃならなくなるからね──ああ、ってことは、暴れてくれたほうがいいねえ？」

　俺の下腕を踏みつけた足には、分厚い靴底のブーツを履いてやがる。衣服程度の薄さならともかく、これじゃあヴィッキーを浮遊させることはできない。

　どうする？　どうする!?　どうする……!?

「せーのっ──!!」

　掛け声をして、ヴィッキーが剣を振り上げ、

　──フィルの声が聞こえた。

「じーくんっ！　上っっ!!」

　上？

　俺は振り上げられた剣の遥はるか先を見た。

　ヴィッキーもまたフィルの声に反応し、遥か頭上を見上げた。

　俺の足場になっていたカラスは、もはやどこにもいない。

　──だが、その代わりに。

　何羽もの鷲わしが、編隊を組んで夜空を飛んでいるのが見えた。




　その足に括くくりつけられた縄に、一本の、剣をぶら下げて。




　それはまるで、いつかテレビで見た、ヘリコプターの吊つり下げ空輸みたいだった。

　縄から、剣が外れる。

　重力に従って、まっすぐ落下する。

　まっすぐ──つまり、ちょうど俺とヴィッキーがいる位置に。

「んなっ……!!」

　驚いたヴィッキーは、慌てて俺の腕から足をどけて退避した。

　自由になった俺もまた、全力で地面を転がって逃げる。

　直後、墜落してきた剣の切っ先が地面に──────────────




　────────────────────────────────────────────────────────────────────────────────────────────────────────────────ンッッッ!!!!!!




　音さえ吹き飛ぶほどの、それは衝撃だった。

　地中の火山が噴火した──そんな風にさえ思えるくらいの、大爆発が起こった。

　いや、実際、それは爆発じゃなかったんだろう。

　だって炎がない。少しも熱くない。だからやっぱり、衝撃としか言えないのだ。空から降ってきたたった一本の剣が、地面が丸ごと裏返るほどの衝撃を起こしたのだと、そう理解するしかないのだ。

　舞い上がった粉ふん塵じんに巻かれ、ごろごろと地面を転がりながら、俺は混乱していた。どうして剣が一本落ちてきただけで、こんなとんでもない衝撃が起こる……!?

　危ないところを助けられたという実感さえ湧かないまま、俺は痛みを噛かみ殺しつつ、苦労して立ち上がった。足元が覚おぼ束つかないながらも視線を上げたときには、粉塵もだいぶ薄くなっていた。

　地面に、クレーターが穿うがたれている──隕いん石せきでも落ちてきたかのようなクレーターが。

　その中心に、一本の剣が深々と突き刺さっていた。

　異様な剣だった。刀身の鋼は、緋ひ色いろとも金色ともつかない不可思議な色──よく晴れた日の朝焼けのような、スーッと目が覚めていくような色だ。よく見れば、柄つかの拵こしらえにも同じ金属が使われている。

　鉄じゃない。金でもない。銀でもなければ銅でもない。宝石のようにも見えるがダイヤでもルビーでもなく、サファイアでもなければオパールでもない──そう思っているうちに、やっぱり金属に見えてくる。

　なんだ、あれ……？

　あの剣、一体、何でできてるんだ……？

「おい……おいおいおいおい……マジかい？　なんだいありゃあ……！」

　俺の疑問にはヴィッキーが、愕がく然ぜんと、しかし強い興奮の色を帯びた声で答えてくれた。

「あの朝焼け色……間違いない。世界最重の金属ヒヒイロカネ！　金の百倍の値段が付くっていう幻の金属じゃねえか……!!　それが……おいおいおい、あの剣一本で何十年遊んでられる……!?」

　盗賊の性分か、ヴィッキーはさっきまでの戦いなんてすっかり忘れたかのように目の色を変えていた。その様子から、あの剣がどれほどの代物なのか推し計れる。

　世界最重の金属……ヒヒイロカネ。

　形や大きさは普通の長剣なのに、落下の衝撃はまるで隕石のそれだった……。一体何百キロ──いいや、何トンあるんだ、あの剣は？

　いや、だが、しかし。

　あの剣は鷲わしがぶら下げて持ってきたんだ。何十羽もの編隊を組んで重量を分散していたとはいえ、そんな重さの剣をぶら下げて飛べる鷲がどこの世界にいる？

　可能性は一つしかない。

　剣の重さを、【巣す立だちの透とう翼よく】で軽減した。

　ルーストじゃない普通の【巣立ちの透翼】には限界重量があるが、たとえ限界を超えた重さであっても、力の及ぶ分だけ軽くすることはできる──その上で【無む欠けつの辞じ書しよ】を使って鷲わしを操り、剣をここまで運ばせたんだ。

　そんなことができるのは、一人しかいない。

　他者の精霊術を模倣できる精霊術【神しん意いの接せつ収しゆう】──それによって、複数の精霊術を併用できる、ラケルしか。

　俺の脳裏に、昨日のラケルの言葉が蘇よみがえる。




　──あなたに、わたしから一つ、プレゼントがある

　──これからもっと強くなるためのもの




　……まさか……。

　俺はクレーターの中に足を踏み入れ、地面に深々と突き刺さった剣の前に立った。

　朝焼け色の刀身。透き通った刃やいば。

　その佇たたずまいはまるで、いつか本やモニターの中に見た、御お伽とぎ噺ばなしのワンシーン──

　──俺は、剣の柄つかに手を伸のばした。

「はッ!!」

　女盗賊が鼻で笑う。

「そいつを引き抜いて振り回す気かい？　冗談にしちゃつまらないねえ！　いくらお前に重さを消す精霊術があったってねえ、限度ってもんがあるだろう？　そいつは観賞用の役立たずさ！　ま、さっきみたいに上から落とせば、武器にならなくもないかもね。残念だったねえ、当たらなくて!!」

　朝焼け色の輝きだけが、俺の目に映っていた。

　この輝きは、今の俺には眩まぶしすぎる。

　あまりに不釣り合いで、畏れ多くて、夢のようで、触れることさえ躊躇ためらってしまう。

　それでも、もし。この美しい輝きを、いつか、何の曇りもなく望めたのなら──それはどんなにか、幸せなことだろう。

　だから俺は、手を伸ばす。

　あの悪夢を終わらせた先に、こんな風に綺き麗れいな夢を描くために。

　俺は──あかつきの輝きを放つ剣を、自らの両手で握り締める。

「────あ？」

　ヴィッキーの嘲笑が途切れた。

　俺の背後に、陽炎かげろうのように揺らめき立ったその姿を、瞳に映して。

　色とりどりの翼が夜闇を抱く。

　ステンドグラスを纏まとったかのような、それは極彩色の巨鳥。

　孔く雀じやくの姿をした──精霊の化身。

「…………〈尊き別離の、アンドレアルフス〉…………？」

「…………本霊憑きルースト、だって…………？　そんな……そんな馬鹿な……。たった七十二柱しかいない、精霊の本霊が……ああ、なんで、よりによって…………!!」

　なんで、よりによって？

　自業自得って言葉を知ってるか。因果応報って言葉を知ってるか。

　──お前みたいな悪人には、不運が訪れないといけないんだよ、クソ盗賊。

　俺は【巣す立だちの透とう翼よく】によって剣の重さを消し、柄つかを握った手に力を込める。当然、剣はあっさりと抜けて、その朝焼け色の刀身を惜しげもなく夜気に晒さらした。

　何度か素振りをしてみれば、朝焼け色の輝きが、火の粉のように辺りに散る。

　何トンもの重さの剣も、俺の【巣立ちの透翼】にかかれば枝切れと変わらないのだ。

「……天才が……」

　怨えん嗟さを込めて呟つぶやいたヴィッキーを、俺はまっすぐに見み据すえた。

　身体からだの調子はあまりよくない──チャンスはたぶん、一度だけ。

「このッ…………天才がァアァァぁああああアああああああああああああッッッ!!!!!!」

　咆ほう哮こうと同時に、俺は動いていた。

　朝焼け色の輝きが、夜闇を流星めいて引き裂く。

　一瞬遅れて、ヴィッキーの拳こぶしが空間を超えた。

　俺の行く手を阻むようにして、いくつにも分裂した拳が迫る──

　──《右う翼よくの形かた・玄鳥つばくらめ》。そして《左さ翼よくの形かた・信しん天てん翁おう》。

　ラケルが俺に伝授せんとしたこれらの技は、ただの移動術でしかない。

　獲物を捕食するのには、どんな鳥だって翼だけじゃあ不足する。

　必要なのだ。ついばみ、咥くわえ、喰くらい呑のみ込む──鋭い嘴くちばしが。

　俺は【巣立ちの透翼】のスイッチを切る。

　重さを取り戻した剣が、轟ごう々ごうたる勢いで夜気を押しのけた。

　奪われた嘴が戻るとき、巨鳥は炎さえ嚥えん下げする。




　──《断だん嘴しの形かた・火ひ[image: ]くい》。




　交錯は、一瞬だった。

　少しの拮きつ抗こうもなく……瞬まばたきのうちに、勝負はついた。

　振り抜かれたヴィッキーの右腕が、跡形もなく、吹き飛んだのだ。

「──ぁ」

　ヴィッキーは、憤ふん怒ぬに歪ゆがませたままの顔で、凍りついて。

「…………アタシ…………笑って、ねえ…………」

　腕を失った肩口から、おびただしい血ち飛沫しぶきを、爆発するように噴出させた。

　その勢いに押されるように、ふらりくるりとその場で回り……どす黒い赤で、辺り一帯の地面を汚し。──女盗賊は、ようやく、自らの血だまりに倒れ伏ふす。

　その姿は──彼女が『カジノ』と称して傷付けた子供たちと、よく似たものだった……。

「……痛い……ってぇ……」

　ヴィッキーが倒れるのを見届けた直後、俺の手から剣が零こぼれ落ち、地面にズズンとめり込む。顔をしかめて確認してみれば、手首が紫色になっていた。

「じーくん！　だいじょーぶ!?」

　フィルが心配げに駆け寄ってくる。俺は強がって笑いながら、

「大丈夫だ。攻撃するために一瞬重さを戻したときに、ちょっと捻ひねっただけだ。……お前こそ大丈夫か？　一回殴られただろ……？」

「全然平気！　それよりじーくんのほうがずっと痛そう……」

「いって！　ちょっ、バカ、触るのはやめろって！」

「あわわ、ご、ごめ～ん……」

　しゅんとするフィルの頭を撫なでていると、実感が湧いてきた。

　……俺の、勝ちだ。

　これは、慢心じゃないよな？　『血ちまみれ雌め[image: ]ひよう』さんよ……。

「──まだまだね」

　不意に声が降ってきた。

　俺とフィルが頭上を見上げると、夜空の真ん中に、ローブを纏まとった少女の姿があった。

「師匠……」「ししょー！」

　ラケルはふわりとローブの裾に空気を含ませながら、足音もさせないほど柔らかに地面に降り立つ。……こういう何気ないところで、技量の違いを思い知らされるのだ。

　ラケルは傷だらけの俺を──特に紫に腫れ上がった手首を見て言い放った。

「解放する剣の重さを適度に加減すれば、そんな風にはならない。まだまだ扱い方が雑」

「開口一番がそれかよ……。俺たちの無事を喜んだりはしてくれないんですかねー？」

　冗談めかして言ってみると、ラケルは唇をきゅっと引き結び、

「だっ！」「いたぁーっ！」

　俺とフィルの頭に、チョップをかました。

　何すんだと抗議しようとした、その寸前──




「──心配したに、決まってるでしょっっっ!!」




　今まで聞いたことのない怒鳴り声が、全身を強烈に打ち据すえた。

　凍りついているうちに、ふわりと、柔らかな温もりが身体からだを包む。

　ラケルが、正面から、ぎゅうっと、俺たち二人を抱き締めたのだ。

「二人とも、無事でよかった……。ほんとに……ほんとに……」

　声は、ほんの少しの湿り気と、震えを帯びていて。

　俺は、嬉うれしいやら申し訳ないやらで、わけのわからない気持ちになる。

[image: ]

　……だからだ、きっと。

　わけがわからないから……涙になって、頬ほおを伝うんだ。

「気を付けてって、言ったのに……。他の子を助けようとか、余計なこと考えてるし……」

「……ごめん、師匠」「ごめんなさい、ししょー……」

「ほんとに、反省して。心の底から、反省して……」

　ぎゅううっと、二度と離すまいとするかのように抱き締めるラケルに、俺は今更ながらこっ恥ずかしくなる。どうにか話題を逸そらせないかと考えて、あっと思い出した。

「し、師匠。この剣のお返しにさ、俺たちからプレゼントがあって……」

「えっ？　……プレゼント？」

　ラケルが身を離すのを待って、俺はズボンのポケットを探る。

「あった。……ほら、これ」

　俺が差し出したのは、真っ白な蝶を模かたどった髪飾り。頑丈そうなのを見繕った甲か斐いあって、あれほどの大立ち回りに巻き込まれてなお、傷の一つもついていない。

「これを……わたしに？　あなたたちが……？」

「じーくんがね、ししょーは髪がすっごく綺き麗れいなのに、飾り気がないのが勿もつ体たいないって！」

「あっ、おい！　それは言わない約束だろ……！」

　そんなこと言ったらからかってくるに決まってるだろ、この性悪エルフは！

　心を身構えさせた俺へ、……しかしラケルは、柔らかな微笑ほほえみを向けた。
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　　　　†






　その男は、廃はい砦とりでの崩れかけた屋根に伏ふせ、タイミングを見計らっていた。

　青い髪の少女が身を離し。

　すべての人間の警戒が緩んだ、その瞬間。

　ジャック・リーバーまで、射線が通る。

　男が引き絞った弓ゆ弦づるを解き放つのに、一瞬もいらなかった。





　　　　◆






　それが目に入ったのは、たぶん、偶然だ。

　屋根の上に人影があり。

　その人影が、弓らしきものを持っていて。

　そして今まさに──俺に向けて、矢を放ったのだ。

　気付いたのは俺だけじゃない。

　フィルも、ラケルも、一瞬にして理解した。

　今から、およそ０・３秒後。

　オレが矢に射い貫ぬかれて、絶命することを。

　だから──彼女たちとしては、咄とつ嗟さの判断だったんだろう。

　二人は、突き飛ばそうとした。

　フィルもラケルも、身を挺ていして、俺の盾になろうとした。

　だから──俺としては、当然の判断だった。

　俺は逆に、二人を、捻挫した両手で、強く突き飛ばした。

　自分以外の誰かを犠牲にするなんて──そんなことは、もうあってはならないから。

　スローモーションになった世界で、二人の驚きよう愕がくの表情が網膜に焼きついた。

　それを、迫る鏃やじりが塗り潰す。

　俺はおそらく、死ぬだろう。

　このままならば。




　──【巣す立だちの透とう翼よく】!!




　矢に気付いた瞬間から、ちょうど０・３秒後。

　鋭く尖とがった鏃が、俺の左胸に命中した。

　……しかし、その瞬間。

　俺はすでに、自らを浮遊させていた──

　矢の勢いに押されて地面を転がる。背中が跳ねる。ふわりと浮き上がる。そのまま風船のように宙に留とどまり、ゆっくりくるくる縦向きに回り始めた。

　矢に与えられた推進力は、すべて受け流された。

　俺の左胸には、傷一つ付かなかった。

「じーくん!!」「ジャック!!」

　慌てて駆け寄ってくる二人に、俺は地面に着地して無事をアピールする。

　そして、ラケルのほうを見て笑ってやった。

「今のは、速かっただろ？」

　俺の反射的な精霊術発動速度は、０・５秒が最高記録。だけど今のは、およそ０・３秒──約０・２秒の更新だった。

　ラケルは力が抜けたように微笑ほほえみながら言う。

「理想には、まだ足りない」

「きびっしいな……」

　まだまだ学ぶことは多いみたいだ……。

「ししょー！　あの人が！」

　フィルが矢が飛んできた方向を指差した。

　狙撃してきやがった奴やつが逃げたのか？　おそらくは盗賊団の奴だろう。頭領の敵討ちをしようとしたに違いない。あんな残酷なパーティを歌って笑いながら楽しんでた連中だ、一人だって逃がすわけにはいかないぞ──

　そう思って身構えながら、フィルの指の先を見ると──俺は、慄然とした。




　男が、大きく大きく、口を開けて。

　鋭く尖とがった矢を、自ら飲み込もうとしていたのだ。




　声を出す間もなかった。

　直後、その男は、自らの手で──深々と。

　矢を、自分の喉の奥に突っ込んだ。

　あの深さ……間違いなく、脳髄に達している。

　男はふらりと力を失って、屋根の上から落下した。

　その力の抜け方は、明らかに、死体のそれ……。

　それは、あまりにも異常で、不可解な──自殺、だった。

「…………なんなんだ、一体…………？」

　それから俺たちは、しばらくの間、男の死体の前で呆ぼう然ぜんとしていて──




　──血だまりに倒れたヴィッキーがいなくなっているのに、まったく気付かなかった。
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「…………ちく、しょおおお…………」

　歩き慣れたはずの廊下が、ひどく長なげえ……。

　頭んなか、くらくらする。唇がぬるぬるして気持ち悪い。ただ、嘔おう吐と感だけはなくなってくれた。もう、口から吐き出す血も、残ってないってことらしい。

　まだ足が動いているのは、はっきり言って奇跡だ。アタシに、このアタシに、奇跡なんてものが起こってくれるとは、思わなかった……。

　あいつ。あのクソガキに一矢を報いようとしてくれた、あいつ。あいつのおかげだ。はは。褒美を出してやらなきゃあな。女でいいか？　それとも高い酒か？　ああ、くそ……頭が……。

「…………ちくしょお……ちくしょお……ちく、っしょ…………」

　なんで、逃げ回らなきゃ、なんねえんだよおおお……。うまくやってただろうが……。荒くれ者どもを従えて……『ギルド』ともうまくいって……順風満帆だったじゃ、ねえかよおおお……！

　なのに、あのガキどもが……ガキ……クソガキ……メスガキ……ベニーの奴やつもだ……『術奴隷』のくせに裏切りやがって……！　殺す……殺す……全員殺す……！　この腕の傷を、もっとちゃんと塞いだら……。そんで偉そうな『ギルド』の連中からも、ふんだくれるだけふんだくって……！

　……どうして、こんなことに……なっちまったんだ……？

　アタシは……何不自由なく、順風満帆に、生きられるはずだった……。しがない男爵家だけど、貧乏ってわけでもない貴族に生まれて……【絶ぜつ跡せきの虚こ穴けつ】っつうレアな精霊術を持って生まれ……将来を嘱望された……。なのに……。

　アタシには、才能がなかった。

　どれだけ頑張っても、勉強しても、手首を通せるかどうかって穴しか、開けられなかった……。精霊術学院への推薦状を勝ち取ることもできず……そして──

　──お貴族様はなんだって？　愛まな娘むすめのためにいくら出してくれるんだ？

　──それがよお、傑作だぜ。好きにしろとよ！　もう必要ねえからって！

　ある日、盗賊に攫さらわれた。

　お父様は、身代金を出してくれなかった。

　今でも……いつでも、思い出せる……。自分のすべてを否定された、あの瞬間……。世界に居場所がないことを知った、あの瞬間……。

　娼しよう館かんに売られたアタシは、見ず知らずの男を煽おだて、ご機嫌を取る日々を送った。思い出すだにクソッたれの、最悪の日々。だけど──当時のアタシは、むしろ充実していた。

　だって、褒めてくれる。

　だって、必要としてくれる。

　毎晩毎晩、いろんな人たちが入れ代わり立ち代わり、アタシを求めてくれる──こんな幸せは他にないと、この仕事は天職に違いないと、実の親に見限られたアタシは、本気で思っていたんだ……。

　しなの作り方と媚こびの売り方で、いつしかアタシは一番になっていた。客に支配人、同僚の女たち。誰もがアタシを褒めそやした。アタシの居場所はここにある。アタシの才能はこれなんだ。実家にはなかったものがそこにはあったのだ──

　そんなある日、街で姉の姿を見た。

　アタシは愚かだった。だから話しかけた。姉さん！　久しぶり！　元気だった？　心配かけてごめんね？　アタシも元気に暮らしてるよ！　今は向こうの通りにある娼館で働いてるの！　アタシ、お客さんに一番人気なのよ？　すごいでしょう！

　汚物を見るような目で見られた。

　その瞬間、アタシは唐突に羞恥心を取り戻した。自分の惨めさを思い出した。アタシの人生は、本来進むべき道から大きく外れて、完全に失敗していることに気が付いた。

　才能がなかった、そのせいで。

　我を取り戻したアタシは、もはや胸を張って媚びを売ることはできなかった。客が囁ささやく愛に怖おぞ気けが走り、夜ごとに腹の中身を全部吐き出した。男に媚びる自分に虫唾むしずが走る。生きてて恥ずかしくないのか。悔しくないのか。何をへらへら笑ってやがる！

　そんな自傷行為を繰り返した末に、そうだ、と思ったのだ。

　盗賊になろう。

　かつてアタシのすべてを奪った盗賊に。

　かつてアタシが媚こびを売った男たちを従えて。

　アタシはすべてを奪われた。だったら今度はアタシが奪う番だ。

　この胸の空洞を埋めるのに、それ以上の方法なんかないだろう？

「…………まだ、だ…………」

　アタシは歩く。

「…………まだ、足りね、んだよ…………」

　まだ足りない。まだ足りない。まだ足りない。

　アタシの中身は、まだ全然満たされない。

　こんなものじゃなかったはずだ。まだ期待されていたあの頃は、盗賊に攫さらわれるその前は、もっともっと、いろんな可能性ものが、アタシの中に──

「…………あ？」

　アタシは違和感を覚えて、立ち止まった。

　……どこだ、ここ……？

　アタシは、安全に逃げられる、裏口に向かって……廃はい砦とりでの廊下を歩いて……いたはずだ。なのに……なんだ、この脈打つ壁は……。血管みたいな管は……？　まるで、でけぇバケモンの腹ん中みたいな……この空間は、一体なんだ？

　ドクン、ドクン。

　鼓動の音がする。……自分のものなのか、それとも脈打つ壁のものなのか……判別がつかない。聞けば聞くほどに、自分自身とこの奇妙な空間とが、ぐちゃぐちゃに混ざり合っていくような──取り込まれていくような。

　頭の端に引っ掛かっていた知識が、目の前の光景に合致した。

　聞いたことがある……。とある精霊術によって作り出される、奇妙な空間……。『ギルド』の不興を買った者は、例外なくこの空間に呑のみ込まれ……そして、どこからともなく湧き出す、この世のものとは思えない怪物の胃袋に収まる……。そう、これは──




　──迷宮ダンジヨン。




　…………冗談じゃ、ねええ…………っ!!

　アタシは、アタシはまだ、生きるんだよ……っ！　アタシはまだ、全然、幸せに、なってねえんだよおおお……っ!!

　引きずるように、足を動かし、不気味に蠢うごめく壁に、手をついて──顔を持ち上げたその瞬間、暗がりの奥に、見知ったものを見つけた。

　二人の、子供だった。

　背格好から顔つき、死体めいた肌の白さに至るまで、まるで鏡のように瓜うり二ふたつ──双子の兄妹きようだいが手を繋つないで、アタシを無表情に見つめているのだ……。

　ベニー……それに、ビニー。

　それは、アタシが【絶ぜつ跡せきの虚こ穴けつ】の誇大パフォーマンスをするために『ギルド』から買った、術奴隷の二人だった。従順で、ひ弱な……大人がいなければ何もできない……。

「……へ、はは……」

　ああ、なんでだろうなあ……。なんであいつらを見ると、こんなに安心するんだ……？　鼓動が落ち着く……。息が安らぐ……。痛みも苦しみも、どこかに遠ざかるかのよう。そうさ……あいつらさえいれば、アタシは最強の精霊術師でいられる。才能なんかなくたって、あいつらさえいれば……。

　手を伸のばしながら。重い足を、一歩前へ、踏み出した。

「さようなら」

「を言いに来ました」

　そのとき、双子が抑揚のない声で言った。

　……は？

「『ギルド』から連絡がありました。契約はもうおしまいです」

「僕ワタシたちは『ギルド』に帰ります。今までありがとうございました」

　は……？　は？　は？　は？　……いやいや、おいおい。待てよ、待て待て。帰る？　馬鹿言ってんじゃ……。お前らは、アタシの……！

「……許されると、思ってんのか、奴隷どもおおおっ……!!　てめえらに、自由なんて、ねえんだよおっ……!!　お前らは一生！　アタシの、アタシのために……!!」

「あれ？」

「勘違いしていませんか？」

　左右対称に首を傾かしげて、双子は言う。

「私ボクたちはレンタルされてただけで、あなたの所有物じゃないですよ」

「道理でおかしいと思いました。平気で殴ったりしてくるんですから。僕ワタシたちを傷付けたら損害賠償が必要になるって、知らなかったんですね」

　そん……が……？　なんだって……？　わから……わからないことを言うな！　何の可能性も将来もない奴隷が、アタシにっ、アタシにわからないことを……！

「『ギルド』は、あなたにはもはや支払い能力がないと判断しました」

「すべては速やかに処分されます。これは、『彼女』の決定です」

　双子の言うことが、頭に入ってこない。そんなわけがない。そんなわけがない。アタシは、『血ちまみれ雌め[image: ]ひよう』は、『真しん紅くの猫ねこ』は、まだまだ、まだまだまだ──!!

　双子がくるりと背を向けて、洞窟の奥へ歩き去ろうとした。

「逃げられっ、ると、思うなよおおおおおっ……!!」

　アタシは血が絡みついた喉を絞りに絞って、その背に叫ぶ。

「お前らみたいなガキにっ、奴隷に！　未来なんかねえんだよおおおっ!!」

　ぴたりと、双子が揃そろって足を止める。

　そして、もう一度アタシに向き直って、告げるのだ。

　ぞっとするほどおんなじの、笑顔を顔面に貼りつけて。

「いいえ！　ご心配には及びません！」

「僕ワタシたちの憧れみらいは、もう見つけましたから！」

「「あの人たちに会わせてくれて、本当にありがとうございました！」」

　不気味な洞窟に双子の声が響き渡った、それと同時だった。

　辺りの暗がりから、滲にじみ出すように──筋肉ダルマの男どもが、『真しん紅くの猫ねこ』の野郎どもが、アタシの部下どもが、姿を現したのだ。

「……アンタ、たち……いいところに……！」

　あの双子を捕まえろ。逃がすな。

　そう口にしかけたとき、野郎どもの一人がアタシを見下ろして言った。

「貴族の出だったんすね、姉御」

　──あ？

「あれだけアウトローなふりをして、実はお嬢様だったんですね」

「今はあんなに頼り甲が斐いのある盗賊なのに、昔は娼しよう館かんで男に媚こびを売ってたんすね」

「なんだか、意外っすね……？」

　野郎どもが、口々に言う。

　ついさっきまで、あんなにもアタシを慕っていた男どもが……アタシを見下ろして、見下して、どこか憐あわれみさえ感じさせる声で、アタシの虚飾を引き剥はがす。

「実は俺らの前じゃ結構無理をして振る舞ってたんですね？」

「豪放磊らい落らくなイメージだったのに、なんかショックだよなぁ」

「昔はどんな風だったんすか？　ちょっとやってみてくださいよ」

　やめろ……。やめろ……。やめてくれ……。

　アタシは『血ちまみれ雌め[image: ]ひよう』だ……。泣く子も黙る大盗賊の女頭領……。誰からも恐れられる……何もかもを奪い取る……男に媚びないでも生きていける……最強の……。

「おい！　なんとか言えやお嬢様よお!!」

「よく俺らに指図できたよなあ!?　媚びることしか能のない口でよ!!」

「男の機嫌を取るのは大得意だろうが！　やってみせろって言ってんだよッ、オラッ!!」

　耳を塞いで蹲うずくまる。でも、声は止やまない。頭の中に響き続ける。

　この声は、現実なのか？　それともアタシの被害妄想？　……あるいは。

「──ああ。そうそう」

「もうひとつ」

　いやに明瞭に聞こえた双子の声に、アタシは顔を上げた。

　背を向けた双子の向こう側、洞窟の奥の暗闇に、半分だけの仮面が浮かび上がっていた。

「ヴィッキーさん。あの人はああ言いましたけど」

「僕ワタシたちを使って必死に自分を大きく見せるあなたは──」




「「──とっても、健気で可愛らしかったと思いますよ？」」




　…………あ。

　アタシは、結局。

　男に好まれるように、媚こびて────

　男たちが、アタシを見下ろしていた。

　男たちが、アタシを見下していた。

　アタシを見限った父親が。アタシを攫さらった盗賊が。アタシを買った客たちが。アタシを蔑んだ実の姉が。その姿に、重なって。

「…………た」

　喉の奥から、あまりにも自然に、零こぼれ出る……。

　それは、今まで何人も、何人も、何人ものガキどもから聞いた──

「…………たす、けて…………」

　ベニーは、ビニーは──アタシに使われるだけの存在だったはずの双子は、

「「ダメです」」

　もはや、立ち止まることさえも、なかった。

「だって、あの人が言ってました」

「だって、あの人が決めてました」

「どんな過去があろうが、許されるはずがない」

「どんな事情があろうが、許されるはずがない」

「だからきっと、あなたは誰にも助けられることなく」

「できるだけ惨めに惨むごたらしく」

「「死ぬべきに決まっているんです──」」

　男たちが迫る。男たちが押し寄せる。

　ぷつりと、アタシの中で何かが切れた。

　いやだ、いやだ、いやだ、死にたくない死にたくない、しにたくないよぉおおぉぉ……!!　ごめんなさいごめんなさいごめんなさいっ！　謝りますもうしません心を入れ替えます！　一生かけて罪を償います幸せなんてもう望みません一生不幸のままでいいですから！　だから、だからどうか────




　────こんなの、悪い夢だって、言ってください────





　　　　◆






　しばらくして父さんが率いてきた『真しん紅くの猫ねこ』討伐隊と一緒に、俺は廃はい砦とりで内を調査した。

　フィルは父親の元へと帰り、ラケルは助けた子供たちのケアに向かっている。

　本当は俺も帰るように言われたんだが、父さんに頼み込んで調査に同行することにしたのだ。

　……胸騒ぎがする。

　決して見逃してはいけない、胸騒ぎが。

　その結果──俺たちは、予想だにしないものを見ることになった。

「……なんだ……これは……」

　父さんが、愕がく然ぜんと呟つぶやく。

　中庭だった。

『カジノ』と称した狂宴が開かれていた、あの広い中庭が──

　──今は、一面の血の海に沈んでいた。

　計三十三体。

　盗賊たちの死体が──それも自殺体が、累々と積み重なっていたのだ……。

　ある者は、手持ちの剣で喉笛を掻かっ切っている。

　ある者は、壁に何度も頭を打ちつけている。

　ある者とある者は、お互いに首をへし折り合っている。

　はっきりとした強きよう靭じんな意思がなければ為なし得ない、あまりにも徹底的で偏執的な破壊が、三十三体、ひとつの例外もなく、自らの手で自分自身に施されていたのだ……。

　しかし、それらでさえも添え物でしかない。

　もっとも奇妙で、不気味で、おぞましい死体が、中庭の中心に散らばっている。




　女盗賊ヴィッキーが、バラバラになっていた。




　左腕も、右足も、左足も、そして首も。

　すべてが──そう、『ルーレット』にされた子供のように切断されて、死んでいたのだ。

　凶器と思われる鉈なたは、ヴィッキー自身の左手に。

　普通なら他殺しか有り得ない状況だが……しかし、ヴィッキーに限っては事情が異なる。

【絶ぜつ跡せきの虚こ穴けつ】を使えば、左手を使って自分の左腕を切断することも、それと同時に首も、両足も、他の部位を切断することも、簡単にできてしまうからだ……。

　その光景から、俺は否いや応おうなしに、ここで起こったことを想像する。

　ベニーに対してそうしたように、むくつけき男たちが輪になって、自分たちの頭領を囲み、囃はやし立て、……げらげらと笑いながら、彼女が自分自身の手で、自分自身の身体からだをバラバラに分解する姿を見物し……。

　然しかる後に。……まるで後を追うように、自分たちもその場で、自らを破壊した。

『真しん紅くの猫ねこ』。

　その団名の通りに、自らの手で、自らを真紅に染めたのだ。

　隣に立つ父さんは、もはや呻うめき声ひとつ上げられないでいた。

　あまりに異常。

　あまりに意味不明。

　まるで、そう、乱脈な悪夢のような──




　夜空の真ん中で、月が煌こう々こうと輝いていた。

　世界が夜である限り、その輝きから逃れることは、決してできない。










　こうして、盗賊団『真紅の猫』は壊滅した。

　この自殺死体の山については、あまりの不審さから、父さんによって箝かん口こう令れいが敷かれた。だが、人の口には戸を立てられない。断片的な情報が人々の間を行き交い、やがてこんな話が巷ちまたで噂うわさされ始める。

　──わずか七歳の少年と少女が、『真紅の猫』を壊滅させたらしい。

　その噂が、ラエス王国王都レイナーディアに──王立精霊術学院に届くまで、そう時間はかからなかった。





　　　　　〈黄金の少年期：才能胎動編──THE END〉

　　　　　〈TO BE CONTINUED TO──黄金の少年期：神童集結編〉
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